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は じ め に 
 

 本校は，今年度，文部科学省から第Ⅲ期の指定を受け，新たな５年間がスタートしました。 

 第Ⅲ期においては，第Ⅰ期・第Ⅱ期の取組をベースとしながら，自らの強みや，教科間連携，学校

全体の組織的な指導体制等を確立した上での一段高い研究開発が求められます。この点を踏まえ，今

年度，取組を進めています。 

 

 本校の第Ⅰ期・第Ⅱ期のＳＳＨ事業の特徴や強みは，大きく次の２点に整理できます。 

 １点目は，ＳＳＨ指定初年度から一貫していることですが，「文系生徒にもサイエンス」を合い言

葉に文系，理系を問わず生徒全員を対象に，また，学校設定教科「学術研究」を中心に全ての教科の

教員が自分自身の専門性をいかしながら，ＳＳＨ事業に取り組んでいることです。 

 ２点目は，本校の「課題研究」の特徴をよく表す言葉に「まるで部活動」がありますが，「課題研

究」の場が，部活動のように，時間割内の時間に加えて放課後や昼休みの活用などの「主体的な学び」

となっていたり，先輩と後輩の深い関係性を生かした「協働的な学び」となっていたりしています。

「協働的な学び」に関しては，「課題研究」の継続性や深化をねらいに，１年生の「ポスター発表会」

に２年生が参加するなど，１・２年生が協働する場面を多く設定し，「仙台一高学術人材ネットワー

ク」の構築による，身近なロールモデルである同窓生（在仙の大学生，大学院生が中心）のＴＡとし

ての協力など，同窓生から多くの支援を得たりしています。 

 

 第Ⅲ期は，これら第Ⅰ期・第Ⅱ期までの取組をベースとしながら，研究開発課題を「『トランス・

サイエンス社会』で自己実現できる『科学技術イノベーション・リーダー』の育成」とし，「共通」

と「選択」を意識した教育課程に係る研究開発を行うことにより，対立やジレンマが起こりやすい状

態が続く現代の「トランス・サイエンス社会」において自己実現ができ，新たな価値を創造しうる「科

学技術イノベーション・リーダー」の育成を目指しています。 

 具体的には，サイエンス・マインドをもった生徒の層を厚くする取組（「共通」（全生徒対象），

学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ」の課題研究と「共通教科･科目」の探究的な学びを相補的な関係に位

置づけての実施など），及び，生徒自身のキャリア形成の方向性等に応じた「学習の個性化」に対応

した取組（「選択」（希望生徒対象），学校設定科目「学術研究Ⅲ」・「ＳＳ探究講座」など）を研

究開発することにより，教養知・専門知・総合知を身に付けさせることを目指しています。また，こ

れまでの研究組織をベースにしつつも，「学術研究」「ＳＳ探究・特別講座」「国際交流」の３つの

グループを新設し，より効果的に運営できるよう，指導体制の強化を図りながら，研究を進めていま

す。 

 

 本事業の実施にあたっては，文部科学省，科学技術振興機構，宮城県教育委員会等の関係機関の皆

様から多くのご支援とご配慮をいただきました。また，運営指導委員の皆様にはたびたび学校に足を

お運びいただき，丁寧なご指導，ご助言をいただきました。改めて感謝申し上げます。 

 次年度以降も多くの学校の取組に学びながらより一層充実した研究開発を目指してまいりたいと思

います。今後ともご指導いただきますようお願い申し上げます。 

 
 
                             令和５年３月 
                                       宮城県仙台第一高等学校 校長 岡 達三 
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別紙様式１－１ 
宮城県仙台第一高等学校 指定第Ⅲ期目 04～08 

❶令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告（要約） 
 ① 研究開発課題  
「トランス・サイエンス社会」で自己実現できる「科学技術イノベーション・リーダー」の育成 
 ② 研究開発の概要  
「共通」と「選択」を意識した教育課程に係る研究開発を行い，対立やジレンマが起こりやすい状態が続く現代の「トランス・サ

イエンス社会」において学問的責任を果たし，新たな価値を創造しうる「教養知」「専門知」「総合知」を身に付けた「科学技術

イノベーション・リーダー」を育成する。 
①「学術研究」と「共通教科・科目」での「探究」を相補的に推進する指導法の研究…「教養知」としての科学 

科学的に探究する力の養成とサイエンス・マインドの育成【知の根】 
②「学術研究」での探究的な学びをさらに発展させる学校設定科目の指導法の研究…「専門知」としての科学 

専門的かつ高度な課題を解決する能力の養成と国際的に活躍できる人材の育成【知の葉】 
③「学術研究」で得られた知見・成果を社会に還元する拠点校としての活動の研究…「総合知」としての科学 

学びを社会に還元する能力の養成と新たな価値を創造できる学際的人材の育成【知の実】 
 ③ 令和４年度実施規模  

 
 
 
 

学科 
１年生 ２年生 ３年生 計 

実施規模 
生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

普通科 ３２１ ８ ３１８ ８ ３１５ ８ ９５４ ２４ 全校生徒を

対象に実施 (内理系) － － ２０６ ５ １９０ ５ ３９６ １０ 

 ④ 研究開発の内容  
○研究開発計画 

第１年次 〇【第１学年】を対象とした研究開発に取り組む。 

⑴ 言語活動を通した積極的なコミュニケーション能力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑵ 探究活動を通した数学的・科学的な探究能力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑶ 「学術研究Ⅰ」による１年間クラス単位で行う「探究基礎」の指導・評価方法の研究開発 

⑷ 「ＳＳ特別講座」「講演会」による学際的な課題発見能力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑸ 「ＳＳＨ学校公開」「ＳＳＨ教員研修会」「仙台一高ＴＡバンク」によるＳＳＨ事業の普及 

⑹ 「ＳＳＨサポート組織」「ＳＳＨ検証チーム」によるＳＳＨ事業の支援と評価・検証 

⑺ カウンセリング機能やガイダンス機能など，キャリア形成を図るための指導法の研究開発 

第２年次 〇 第１年次の⑴～⑺に加えて，【第２学年】を対象とした研究開発に取り組む。 

⑻ 探究活動を通した客観的・社会的に公正な合意形成能力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑼ 「学術研究Ⅱ」による総合的な課題解決能力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑽ 「ＳＳ探究講座」による，より高度な課題研究能力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑾ 「ＳＳ国際交流」「ＳＳＨ海外研修」による世界に発信する力を養成する指導・評価方法の研究開発 

⑿ 「ＳＳ探究講座実習」による，ＳＳＨ事業の普及 

第３年次 〇 第１年次・第２年次の⑴～⑿に加えて，【第３学年】を対象とした研究開発に取り組む。 

⒀「学術研究Ⅲ」による，総合的な課題研究能力を育成する指導・評価方法の研究開発 

〇 これまでの事業の取組と成果を総括し，事業の評価と併せて仮説の検証を行う。 

〇 事業全体の計画を再点検，改善や変更の検討，中間評価を精査し，第４・５年次の全体計画を再構築する。 

第４年次 〇 第１年次～第３年次の⑴～⒀に取り組む。 

〇 これまでの事業の取組と成果を総括し，事業の評価と併せて仮説の検証を行う。 

〇 事業全体の計画を再点検し，事業計画の改善や変更を検討するとともに，内部評価・外部評価からの指摘を

精査し，第５年次の全体の計画を再構築する。 

第５年次 〇 第１年次～第３年次の⑴～⒀に取り組む。 

〇 ５年間の事業の成果を詳細に分析し，研究開発課題及び仮説を検証し，ＳＳＨ事業の総括を行う。 

〇 事業の検証結果を公開し，外部評価と併せ，継続する事業の改善や変更などを反映させた教育課程，指導・

評価方法の研究開発に着手し，第Ⅳ期のＳＳＨ事業につなげる。 
  

－1－
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○教育課程上の特例 

○令和４年度の教育課程の内容のうち特徴的な事項 
学校設定科目「学術研究Ⅰ」は第Ⅱ期で実践した内容の精選を図り，一部変更して実施した。第２学年・第３学年は，第

Ⅱ期のＳＳＨ採択時の教育課程で運用した。 

○具体的な研究事項・活動内容 
(1) 「現代の国語」（第１学年２単位）…評論文の一節を引用し，自分の意見をまとめ発表する活動・文章の内容を要約する
活動・議論する力の育成を目指したディベート活動・表現力やプレゼン力の向上を目標にしたポップ作成を行った。 

(2) 「言語文化」（第１学年３単位）…古文・漢文・近代の文章の読解，また複数の文章の読み比べを通して双方の共通点や
相違点を洗い出し考察する活動により，様々な場面で必要となる「分析力」を育成した。 

(3) 「現代文Ｂ」（第２学年文系３単位・理系２単位）…現代社会の諸課題や哲学的問題を扱った様々な評論文や，人間につ
いて深く考察した近代小説を取り上げ，内容や構造を的確に把握する力，批判的に思考する力，自分の考えを他者に正確に
伝える表現力を身につける活動を行った。 

(4) 「現代文Ｂ」（第３学年文系３単位・理系２単位）…論理展開・文脈・表現に即した内容把握，論旨の理解をもとに，読
解によって新たに得た知見や視点を用い，身近な社会現象などの事例と関連づけて思考したことをまとめ，意見交換や発
表を行った（論理的な文章）。また，作品の構造・コンテクストや人物及びその言動の描写・表現から作中人物の心情や意
図を理解し，作品の解釈を深めて得た自分の考えをまとめ，文章にし，意見交換を行った（文学的な文章）。 

(5) 「英語コミュニケーションⅠ」（第１学年４単位）…日常的・社会的な話題に関する英文を読んだり聞いたりすること
で，基礎的文法事項や語彙力を定着させ，英文を読み取る力やそれを元に自分の意見を発表する表現力を育成した。 

(6) 「論理・ 表現Ⅰ」（第１学年２単位）…論理的に表現する力の育成を目指し，様々な言語使用場面を設定し，「話す」
「書く」というアウトプット活動を行った。 

(7) 「コミュニケーション英語Ⅱ」（第２学年４単位）…英語を通して，日常的・社会的な話題について必要な情報を得たり，
考え・気持ち・情報を伝えたりする力を育成し，積極的に相手を理解し，積極的に周囲に働きかける力を養成した。 

(8) 「コミュニケーション英語Ⅲ」（第３学年４単位）…評論・物語・エッセイなどの英文を，文法や文構造，歴史的，文化
的背景を意識しながら精読し要点や詳細をとらえた。また，速読して概要をとらえた。読んだ内容について自分の意見を述
べたり，他者の意見を聞いたりしながら，取り上げられている問題について考えを深め，解決策を考える取組を実施した。 

(9) 「保健」（第１学年１単位）…個人及び集団の生活における健康・安全について系統立てて考え，これらに関わる諸問題
ついて科学的に解決する能力や態度を養い，健康の重要性や人間の生命の尊厳について認識を深めた。 

(10) 「家庭基礎」（第1学年２単位）…自分と自分が生活している社会のありようについて考え、自分たちが暮らしやすい
世界を実現するために世界に存在するものや制度をどのように活用したら良いかを科学的に考えさせた。また自分の行動
が社会に対してどのような影響を与えうるかを考察できるように促した。 

(11) 「音楽Ⅰ」（第１学年２単位）…「重唱」，「合唱」，「ギターアンサンブル」，「創作和太鼓」，「鑑賞プレゼンテ
ーション」の学習活動を通し，話し手や聞き手の表情などから，意図を的確に理解し，深く共感・豊かに想像し，適切に表
現するなど，音楽の表現領域，鑑賞領域ともに他者と意識的に関わり，伝え合うことができる力を養成した。 

(12) 「美術Ⅰ」（第１学年２単位）…「静物画」「モノクロトーン」「粘土造形」「風景画」「読書感想画」「水墨画」「篆
刻」「レタリング」の学習活動を通し，生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，創造的な表現と
鑑賞の能力を育成する授業を行った。 

(13) 「数学Ⅰ」（第１学年３単位）…「数と式」「２次関数」「三角比」「論証」「データの分析」「課題研究」を学習す
るとともに，系統性を考え，発展的な内容まで取り扱った。 

(14) 「数学Ａ」（第１学年２単位）…「数学Ａ」のみならず，「数学Ⅰ」との融合問題に取り組み，「課題学習」について
は数学Ⅰと並行して実施するなど，学習内容の関連性や系統性を重視して実施した。 

(15) 「数学Ⅱ」（第１学年１単位）…「いろいろな式」「図形と方程式」及び数学Ⅰ，数学Ａの既習内容を学習するととも
に教科書の内容を超えた事項を扱い，別解を考えるなど論理的に思考する力，多様な見方を身に付ける授業を実施した。 

学科・コース 
開設する教科・科目等 代替される教科・科目等 

対 象 
教科・科目名 単位数 教科・科目名 単位数 

普通科 

学術研究Ⅰ ２ 総合的な探究の時間 ２ 第１学年 

ＳＳ数学Ⅱ ４ 
数学Ⅱ ３ 

第２学年理系 

数学Ⅲ １ 

ＳＳ数学Ｂ ２ 数学Ｂ ２ 

ＳＳ化学Ⅰ ２ 化学基礎 ２ 

ＳＳ物理Ⅰ ４ 物理 ４ 

ＳＳ生物Ⅰ ４ 生物 ４ 

ＳＳ地学Ⅰ ４ 地学基礎 ２ 

ＳＳ理科総合Ⅱ ２ 地学基礎 ２ 第２学年文系 

学術研究Ⅱ ２ 総合的な探究の時間 ２ 第２学年 

ＳＳ数学Ⅲ ４ 数学Ⅲ ４ 

第３学年理系 

ＳＳ化学Ⅱ ４ 化学 ４ 

ＳＳ物理Ⅱ ４ 物理 ４ 

ＳＳ生物Ⅱ ４ 生物 ４ 

ＳＳ地学Ⅱ ４ 地学 ４ 

－2－



3 
 

(16) 学校設定科目「ＳＳ数学Ⅱ」（第２学年４単位）…「数学Ⅱ」(３単位)，「数学Ⅲ」(１単位)を学校設定科目「ＳＳ数
学Ⅱ」(４単位)で代替した。「「数学Ⅱ」に「数学Ⅲ」の｢関数｣「極限」「複素数平面」｢極限｣を加え，各分野の学習内容
の関連性や系統性を重視して実施した。 

(17) 学校設定科目「ＳＳ数学Ｂ」（第２学年２単位）…「数学Ｂ」(２単位)を学校設定科目「ＳＳ数学Ｂ」(２単位)で代替
した。｢数列｣，「ベクトル」の順に配置し，「ＳＳ数学Ⅱ」の後半での「媒介変数表示」「極座標」の学習にも関連付け，
学習内容の関連性や系統性を重視した。 

(18) 学校設定科目「ＳＳ数学Ⅲ」（第３学年４単位）…「数学Ⅲ」(４単位)を学校設定科目「ＳＳ数学Ⅲ」(４単位)で代替
した。「数学Ⅲ」に物理など数学以外の教科・科目との融合領域を加え，各分野の学習内容の関連性や系統性を重視した。 

(19) 「化学基礎」（第１学年２単位）…日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，観察や実験
などを通して化学的に探究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見
方や考え方を養う内容を実施した。 

(20) 「生物基礎」（第１学年２単位）…実験・実習として「桜の花の観察（解剖・スケッチの基礎）」「顕微鏡観察の方法」
「さまざまな細胞の顕微鏡観察（原核細胞・真核細胞の比較）」「植物細胞と浸透圧」「酵素の性質」「海洋生物の観察」
「ブロッコリーのＤＮＡの抽出と析出」「ネギ根端の体細胞分裂の観察」「学校周辺の植生の観察」を行った。 

(21) 学校設定科目「ＳＳ理科総合Ⅱ」（第２学年２単位）…高校生物の「生物の体内環境とその維持」「生物の多様性と生
態系」の分野を中心としながら，１年次学校設定科目「ＳＳ理科総合Ⅰ」で扱った「生物と遺伝子」や他科目との横断的な
内容，および発展的な内容を加えた授業を実施した。地学基礎の「固体地球とその変動」「移り変わる地球」「大気と海洋」
「宇宙の構成」の内容に「生物基礎」の「生物の多様性と生態系」「生態系とその保全」の内容を関連付け，地球全体の環
境・生命問題に照らした諸問題の解決に向けた領域にまで拡張し，学習を深化させた。  

(22) 学校設定科目「ＳＳ化学Ⅰ」（第２学年２単位）…理論化学分野として「物質の状態」「化学反応と熱」「反応速度と
化学平衡」， 有機化学分野として「有機化合物の特徴と構造」「炭化水素」「アルコールと関連化合物」の各分野の学習
内容の関連性や系統性を重視して実施した。 

(23) 学校設定科目「ＳＳ物理Ⅰ」（第２学年４単位）…「物理基礎」に「物理」の「様々な運動」「波」の内容を加えるこ
とで，各分野の学習内容の関連性や系統性を重視して実施した。 

(24) 学校設定科目「ＳＳ生物Ⅰ」（第２学年４単位）…高校生物の「生物の多様性と生態系」「生命現象と物質」「生殖と
発生」の分野を中心としながら，前年度学校設定科目「ＳＳ理科総合Ⅰ」で扱った「生物と遺伝子」「生物の体内環境の維
持」や他科目との横断的な内容，および発展的な内容を加えた授業を実施した。 

(25) 学校設定科目「ＳＳ化学Ⅱ」（第３学年４単位）…ＳＳ化学Ⅰで扱わなかった「化学」の「無機物質」「芳香族化合物」
「高分子化合物の性質と利用」の内容と，大学への接続に備えたより高度な内容や発展的な内容を課題研究として加えた。 

(26) 学校設定科目「ＳＳ物理Ⅱ」（第３学年４単位）…高校物理で習う内容をより系統的に学習させ，各分野だけの知識・
理解ではなく，力学と波動，波動と電磁気学と原子物理学，数学と物理学などのように他教科・他科目との融合領域を加
え，各分野の学習内容の関連性や系統性を重視して実施した。 

(27) 学校設定科目「ＳＳ生物Ⅱ」（第３学年理系４単位）…高校生物の「生物の環境応答」「生態と環境」「生物の進化と
系統」の分野を中心としながら，学校設定科目「ＳＳ生物Ⅰ」で扱った「生命現象と物質」「生殖と発生」や他科目との横
断的な内容，発展的な内容の授業を実施した。 

(28) 「情報の科学」（第２学年２単位）…情報機器や情報通信ネットワークに関する基礎的な知識や技能の習得をとおして，
問題の発見と解決に効果的に活用するための科学的な考え方を身に付ける授業を実施した。 

(29) 「歴史総合」（第１学年２単位）…日本の歴史を世界の歴史と比較・関連させながら，諸資料に基づいて多面的・多角
的に歴史的な背景や社会的影響について考察し，世界の中で主体的に生きる日本人としての資質を養った。 

(30) 「世界史Ａ」（第２学年理系２単位・第２学年文系３単位）…将来科学技術を活用する際に必要な異なる時代の文化や
文明についての知識や歴史的背景を学び，歴史的な背景や事象などを根拠として，多角的な視点のもと歴史的な意義や社
会的影響などについて考察できるようにする授業を実施した。 

(31) 学校設定科目「学術研究Ⅰ」（第1学年２単位）…前半は課題研究を行うために必要とされる基本的な知識・技能を身
につけるプレ課題研究，学年後半からは物理・化学・生物・地学・数学・情報・国語・英語・地歴・公民・保健体育・音楽
・家庭・災害研究の14の専門分野（ゼミ）に分かれ，グループまたは個人で取組む課題研究に移行し，探究活動を進める
ための基礎的な取組を行った。 

(32) 学校設定科目「学術研究Ⅱ」（第２学年２単位）…第１学年後半から引き続き，物理・化学・生物・地学・数学・情報
・国語・英語・地歴・公民・保健体育・音楽・家庭・災害研究の専門分野（ゼミ）に分かれ，グループまたは個人で課題研
究に取組み，ポスター発表・口頭発表・論文作成を行った。また，１月からは，２年生全員が同じ14の専門分野に所属す
る１年生の課題研究の指導を行った。 

(33) 学校設定科目「学術研究Ⅲ」（第３学年１単位）…第１学年の学術研究Ⅰの後半から第２学年の学術研究Ⅱまで継続し
て取組んだ課題研究を，３年生でさらに深めたいという生徒を対象に，学術研究Ⅲ（選択）を実施した。選択した生徒たち
は，外部主催の発表会で発表し，参観者から提示された質問や指摘を踏まえ，研究内容の精度を向上させた。 

(34)自然科学系部活動の取組…物理部・化学部・生物部・地学部・電脳研究部（パソコン部）のそれぞれの研究活動の成果を
壱高祭や宮城県高等学校生徒理科研究発表会などで発表した。 

(35)東北大学公開講座…学問に対する知的好奇心を高め，生徒の学習及び進路に関する動機づけの一環として，大学教員に
よる講義・ガイダンスを12回実施した。 

(36)国際交流講演会…世界の科学者の共通言語である英語の運用能力を高め，科学技術，世界の諸問題，異文化への理解を深
めるために，講演会を7回実施した。 

(37)第１学年課題研究講演会・先端科学技術講演会・学術講演会…「これから研究を始める仙台一高生のために」「SDGs の
地球的課題を解決するための変容的行動 （Transformative Action）とは何か」「科学とサイエンスのあいだ」を実施した。 

－3－
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(38)第２学年課題研究講演会・先端科学技術講演会・学術講演会…「これから研究発表をする仙台一高生のために」「文系と
理系のあいだ」「金属資源講話」を実施した。 

(39) 科学技術系コンテスト…国際科学技術コンテストについては，教科担当者が中心に募集・指導を行った。「科学の甲子
園」については，ＳＳＨ研究部が中心となり，理科教員と協力して指導を行った。 

(40) 国際交流…世界の科学者の共通言語である英語の運用能力を高め，科学技術，世界の諸問題，異文化への理解を深める
たに，「英語での課題研究発表」と「海外の高校生とのオンライン交流」を実施した。 

(41) ＳＳＨ台湾海外研修…２月に６泊７日で台湾での海外研修を実施した。国立南投高級中学と九二一地震教育園区， 国立
清華大学，台北市立大同高級中学に訪問し研修を行った。 

(42)「ＳＳＨ学校公開」「ＳＳＨ教員研修会」…ＳＳＨ学校公開とＳＳＨ教員研修会を７月，９月，10月，２月に実施した。
7月には学術研究Ⅱ「課題研究中間発表会」， ９月には学術研究Ⅰ「プレ課題研究発表会」，10月には学術研究Ⅱ「課題
研究ポスター発表会」，２月には学術研究Ⅰ「テーマ設定発表会」を公開した。また， ７月，９月，10月のＳＳＨ教員研
修会では「ＳＳＨ事業」「学術研究(課題研究)運営」「ゼミの指導」，２月は「テーマ設定」をテーマに研修を行った。 

(43) 研究発表会・交流会・学会等への参加……「ＳＳＨ生徒研究発表会」「東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会」
「宮城県ＳＳＨ指定校合同発表会」「みやぎのこども未来博」「茨城県立緑岡高校 第８回英語による科学研究発表会」
「宮城県古川黎明高校 黎明サイエンスフェスティバル」「東京都立戸山高校 第 11 回生徒研究成果合同発表会（ＴＳ
Ｓ）」「福井県合同課題研究発表会」等で発表を行った。７月に第１回学校公開として学術研究Ⅱの「課題研究中間発表会」
を， ９月に第２回学校公開として学術研究Ⅰの「プレ課題研究発表会」を，10月に第３回学校公開として学術研究Ⅱの「課
題研究ポスター発表会」を，２月に第４回学校公開として学術研究Ⅰの「テーマ設定発表会」を実施し， 研究成果を大学
・研究機関の研究者，高校の教職員，保護者に発表した。 

(44)仙台一高ＴＡバンク…本校卒業生やその紹介による大学生・大学院生を，講演会や研究紹介の講師，本校の「学術研究」
や県内外の他校の「総合的な探究の時間」における探究活動のサポートにあたるＴＡとして11名，のべ300回活用した。 

(45)ＳＳＨサポート組織…研究者・社会人を「ポスター発表会」，講演会や演劇ワークショップの講師として活用した。 
(46)ＳＳＨ検証チーム…ＳＳＨ事業による効果・変容の検証を，東北大学大学院情報科学研究科ラーニングアナリティクス
研究センター（ＬＡＲＣ：Learning Analytics Research Center）と連携して行った。 

 ⑤ 研究開発の成果と課題  
○研究成果の普及について 
４回のＳＳＨ学校公開では，参加者に対して本校の「ＳＳＨ事業・学術研究」についての説明をした後，課題研究の発表会

を公開し，その後に情報交換会（ＳＳＨ事業・学術研究運営・ゼミの指導）を実施した。課題研究の発表は，７月に２年生の
「課題研究中間発表」，９月に１年生「プレ課題研究ポスター発表」，１０月に２年生「課題研究ポスター発表」，２月に１
年生「課題研究テーマ設定発表」を公開し，課題研究の様々な段階を公開した。参加者からは，質疑応答の持ち方や上級生の
指導を受けながら研究活動を進めていく本校の取組，本校の３年間の探究のフレームワーク，評価の手法，生徒による自主的
な運営，他者の発表を真剣に聞く姿勢などに対して高評価を得た。 
ＳＳＨ事業で研究・開発した教材（「プレ課題研究のテキスト」「自己評価ルーブリック」「英語物理の取組」）や「茶畑

ＳＲtimes」（各種事業の取組・成果の公表など）を本校のホームページで常時公開している。 
○実施による成果とその評価 
学校設定科目「学術研究Ⅰ」と「学術研究Ⅱ」を連動することにより，先輩が後輩の研究に指導助言するなど，学年を越え

た縦のつながりを意識した活動を行った結果，生徒相互の教育力を高める効果をもたらした。学術研究の評価は，ゼミ担当教
員による個別総合評価に生徒相互による班内評価を加味したものを学術研究担当者（ＳＳＨ研究部）で得点調整することで，
ゼミ間や異なる学年であっても統一した評価軸に沿って行い，客観性を担保している。また，『自己評価ルーブリック』を活
動の節目に実施し，各自の到達度を自己評価させ，生徒自身が成長を実感できる評価システムを確立した。東北大学大学院情
報科学研究科を中心としたＳＳＨ検証チームの協力のもと，社会人基礎力を，前に踏み出す力，考え抜く力，チームで働く力
の３項目で分析した。その結果，１年生は，現在の２・３年生より，入学段階での社会人基礎力が高いが，11 月からゼミご
との課題研究が本格化すると，10 月時点の調査から２月時点の調査ではほとんどの項目で低下する。一方，２・３年生は，
いずれの項目も１・２年次の２月より２・３年次10月で向上するが，２年生は２年次２月では低下する。 
○実施上の課題と今後の取組 
(1) 課題 
① 教科学習と学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」における探究活動を相補的に推進する指導法の研究 
② 新たな学校設定科目「ＳＳ国際交流」「ＳＳ探究講座」の運営体制の確立 
③ 学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」と「ＳＳ探究講座」「ＳＳ国際交流」の連動とその効果の検証 
(2) 今後の取組 
研究開発課題である『「トランス・サイエンス社会」で自己実現できる「科学技術イノベーション・リーダー」の育成』の

実現を目指し，「教養知【知の根】」，「専門知【知の葉】」，「総合知【知の実】」をより効果的に育成するためには，学
術研究を核に実践している課題研究と教科・科目の授業を系統的・体系的に指導する体制づくりを進めていく。具体的には前
述の「探究スキル表」の作成・活用を通して，教科学習と探究活動の連動を促していく。また，学術研究における各ゼミの指
導法の特徴やポイント，生徒に対する効果を総括し，科学技術系コンテストへの参加など，より高度な課題解決能力の育成を
目指す学校設定科目「ＳＳ探究講座」の指導体制を確立する。さらに，ＳＳＨ台湾海外研修を中心とする従来の本校における
ＳＳＨ国際交流事業と学術研究や英語等の教科・科目の授業とを有機的に結びつけながら，学校設定科目「ＳＳ国際交流」の
効果的な指導体制づくりを目指す。 
 ⑥ 新型コロナウイルス感染症の影響  
特になし  
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別紙様式２－１ 
宮宮城城県県仙仙台台第第一一高高等等学学校校  指指定定第第ⅢⅢ期期目目  0044～～0088  

 
❷令和４年度スーパーサイエンスハイスクール研究開発の成果と課題 

 
 ① 研究開発の成果  
【目標１】「学術研究」と「共通教科・科目」での「探究」を相補的に推進する指導法の研究 

～必要な基礎を自ら進取できる取組【知の根】…「教養知」としての科学～ 

【仮説１】「共通教科・科目」において，探究活動を遂行する上で必要となる実験や調査等の方法，統計処
理の方法などの「知識・技能」を習得する。それらは，「学術研究」において活用・統合され「科
学的に探究する力」となり，多角的・複合的に事象を捉える課題研究につながる。「科学的に探
究する力」は「共通教科・科目」の探究活動の質を向上させる。 

 
○「現代の国語」（第１学年２単位） 

アンケートの記述結果によると，授業を通して社会的なテーマについて関心を高めている様子が見るこ
とができた。要約を作成する活動を通し，読解力や表現力が向上した。また他者と意見交換するディベート
等の活動を通して健全な姿勢で相手を批判的したり，建設的な意見を述べたりする力も向上した。 
○「言語文化」（第１学年３単位） 

教科書に掲載されている文学的文章を読み比べることで，生徒一人一人が内容をより深く理解しようと
探究する姿勢がみられるようになった。文学的文章を相対的に見ることで新たにその文章の価値に気づい
たという感想を述べる生徒もおり，手ごたえを感じた。 
○「現代文Ｂ」（第２学年文系３単位・理系２単位） 

論理的な文章を読むことで、常識とされる物事に疑いの目を向け新たな思考を展開することの重要性に
気づき、批判的思考力を高めることができた。 
○「現代文Ｂ」（第３学年文系３単位・理系２単位） 

文章の展開を抑え，それを書いてまとめていくことで，要約的な読解が可能になり，論旨や主題を把握す
る力が伸長した。理解したことをもとに発展的に思考し，思考したことを他に伝える活動を通して，表現力
や他者受容力が高まった。 
○「英語コミュニケーションⅠ」（第１学年４単位） 

科学技術分野に関する英文の論理展開に慣れることができた。また，基本的な文法力・語彙力を定着させ
るとともに，他者を意識した発表活動を通して，コミュニケーション能力全般の向上が見られた。 
○「論理・ 表現Ⅰ」（第１学年２単位） 

大量のアウトプット活動を行うことによって、生徒は「いかに良質なインプットが必要か」を学んだ。 
○「コミュニケーション英語Ⅱ」（第２学年４単位） 

まとまった量の英文を要約する活動を繰り返したことで，文章の要点を正確につかむ力を付けることが
できた。クラスメイトと質問しあい，意見を交換するなど，積極的にコミュニケーションを図り，物事を多
角的に見る態度が身に付いた。 
○「コミュニケーション英語Ⅲ」（第３学年４単位） 

科学分野の英文も含め幅広い題材の英文の学習を通して，的確に読み取ったり，聞き取ったりする能力が
向上した。特に授業で扱った長文で科学的な内容のものは，学術研究（課題研究）で行った研究発表と同じ
論理展開であることが多く，自らの経験を内容の理解に結びつけることができた。また，多種，多様，大量
の英語に触れることにより，科学分野のみならず各分野の知識が，相互の分野の理解に好影響を与え，より
深い理解に繋がった。 
○「家庭基礎」（第 1 学年２単位） 

家庭基礎を学ぶことによって，知識の習得だけではなく、学び得た知識を土台にした考察ができるよう促
してきた。発表の場面で他の生徒の考えを聞き，様々な考え方や問題解決の糸口があることを知り得たこと
は成果だった。日々の暮らしの中で学びを実践する態度を養えた。 
○「音楽Ⅰ」（第１学年２単位） 

コロナ禍で全授業マスク着用のため，お互いの顔の表情が十分に読み取れなかったが，グループや集団で
の学校行事が制約を受けた状況下にあっては，音楽の授業における各種学習活動がそれらを補完し，求めら
れる力を養成した。 
○「数学Ａ」（第１学年２単位） 

「数学Ⅰ」の三角比の復習と並行して「図形の性質」を学習することで，それぞれの内容の理解を深める
ことができた。 
○「数学Ⅱ」（第１学年１単位） 

自己評価アンケートから知識技能のみならず課題解決力・発展的思考においても成長がみられた。 
○ 学校設定科目「ＳＳ数学Ⅱ」（第２学年４単位） 

自己評価アンケートから発展的思考，主体的に学習に取り組む態度においても成長がみられた。 
○ 学校設定科目「ＳＳ数学Ｂ」（第２学年２単位） 

ベクトルは特に苦手意識を持つ生徒が多い分野であるが，ＳＳ数学Ⅱでの複素数平面との類似性と独自
性を考えることができ，ベクトルの知識の定着も向上し，記述力も高まった。 

－5－
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○ 学校設定科目「ＳＳ数学Ⅲ」（第３学年４単位） 
総合問題の演習を通して，課題発見能力・課題解決能力の向上と粘り強く思考する姿勢が多くの生徒で見

られた。１つの問題に対して様々な角度からアプローチする手法や生徒同士での議論する積極的な習慣の
獲得も成果である。 
○「化学基礎」（第１学年２単位） 

化学基礎の授業に対するアンケート調査で，「授業資料やスライドが分かりやすく，化学への興味・関心
を高めることができた」という記述が多く見られた。日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化
について関心をもち，主体的に学習に取り組みながら，科学的な見方や考え方を身に付けた生徒が増えた。 
○「生物基礎」（第１学年２単位） 

授業や実習で扱う話題を精選し，ペアやグループでの対話の場面を繰り返し設けることで，主体的に自分
の考えを持ち，臆せずに自分の考えを表明できる生徒が増えた。 
○ 学校設定科目「ＳＳ理科総合Ⅱ」（第２学年２単位） 

生徒アンケートの結果からは，ＩＣＴを活用して視覚的理解を促したり，他者の考えを共有したりするこ
とについて肯定的な回答が多く見られた。マーク問題演習の正答率から，探究活動を通して，自然の事物・
現象を質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などで捉える科学的な視点をもつことで，数学的・科学的
に探究する力の養成ができた。 
○ 学校設定科目「ＳＳ化学Ⅰ」（第２学年２単位） 

自作教材の使用により，授業進度の確保と，理解した内容を活用する時間は確保できた。生徒に対する授
業評価アンケートでは，方法に対する評価が高かった。 
○ 学校設定科目「ＳＳ物理Ⅰ」（第２学年４単位） 

物理現象をイメージできる生徒や物理的な思考のもと，数式等を用いて適切に表現できる生徒，小テスト
を１つの契機として学習習慣が確立できる生徒が増加した。 
○ 学校設定科目「ＳＳ生物Ⅰ」（第２学年４単位） 

生徒が主体的に取り組む実験・観察について開発を進めることができた。また，発展的な授業や実験・観
察にも取り組むことができた。生徒への意識調査では，生物に興味を持って授業に取り組むことができてい
る生徒は全体の 98％であり，多くの生徒が興味・関心を持ちながら授業に取り組むことができた。 
○ 学校設定科目「ＳＳ化学Ⅱ」（第３学年４単位） 

ここ数年取組んできた内容で，十分に化学の理論の習得や思考する力を身に付けることができることが
わかった。 
○ 学校設定科目「ＳＳ物理Ⅱ」（第３学年４単位） 

学校設定科目「ＳＳ物理Ⅰ」の後続として，力学，波動，電磁気学，原子物理学を中心に基礎力の確認と，
各分野の理論学習，実験・観察，数的扱いによるさらなる応用力を高めることができた。また物理現象とそ
の数式の意味を結びつけて理解し，表現する能力を高めることができた。 
○ 学校設定科目「ＳＳ生物Ⅱ」（第３学年理系４単位） 

高校生物で扱う内容は非常に早いスピードで変化しており，できるだけ最新の成果や時事問題を授業の
話題として取り上げ，過去の入試問題を扱う際もできるだけ最新のものを精選した。この心掛けによって，
生徒の学びに対する態度にも変容が見られ，常に新しい知見に自分の理解を追い付かせるために，教科書の
現在の知識を覚えるだけでなく，その知識のどの部分が本質的に重要で今後どのように応用されうるかを
理解しようと努めるようになり，また，新しい知見を読み解くために文章やグラフを正確に読解する力を伸
ばそうと努めるようになった。 
○「歴史総合」（第１学年２単位） 

歴史を「単なる暗記」に終わらせず，諸資料や根拠に基づいて，その背景や因果関係，影響・変化などを
考察する姿勢は身に付けることはできた。また，ペア・グループワークを多用したことで，多面的・多角的
な視点から，論理的に意見交換するコミュニケーション力を養うことにもある程度成果は残すことができ
た。 
○「世界史Ａ」（第２学年理系２単位・第２学年文系３単位） 

授業を通して，単なる知識の定着を目的とせず，その社会的背景や意義などについて多角的に考えられる
ようペアワークなどを通して促してきた。特に，他者の意見を知ることにより，多角的な視点が培われたこ
とは大きな成果である。 
○ 学校設定科目「学術研究Ⅰ」（第 1 学年２単位） 

「プレ課題研究」における講座の運営や「課題研究」におけるゼミの運営を生徒主体で行う中で，情況を
見極めながら，主体的に活動する力を身につけることができた。自己評価ルーブリックの結果より「実行
力」や「課題発見力」の成長を実感している生徒が多く見られた。 
○ 学校設定科目「学術研究Ⅱ」（第２学年２単位） 

自己評価ルーブリックの結果より「主体性」や「実行力」の成長を実感している生徒が多く見られた。 
 
【目標２】「学術研究」での探究的な学びをさらに発展させる学校設定科目の指導法の研究 

～設定した課題を解決に向かう取組【知の葉】…「専門知」としての科学～ 

【仮説２】生徒自身のキャリア形成の方向性等に応じた「学習の個性化」に対応できる学校設定科目を教育
課程に位置づける。これにより，主体的に自己目標（ゴール）をデザインする学びを行うことと
なり，研究活動の意味を再認識した上で新たな研究活動の意義を見いだし，自己の考えを深め，
内省や他者との違いを議論できる高いレベルの探究活動となる。 
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○ 学校設定科目「学術研究Ⅲ」（第３学年１単位） 
追実験，結果分析，考察を繰り返し実施し，学術研究Ⅱでの内容から大きく深化した研究を行うことがで

きた。実験の度に改善点を話し合い，新たな課題を見つけては改善に取り組み，実験の精度を上げることが
できた。また，学術研究Ⅲで学んだデータ分析を実験結果にたいして活用することにより，より科学的，複
合的な視点からの考察ができた。参加した外部の発表会では，非常に多くの聴衆に対して発表を行い，聴衆
とのやり取りを通して新たな視点や知見を得た。 
○ 自然科学系部活動の取組 

実際に採集や観測を通して自然現象に対する興味関心を深めることができた。また，発表会に参加しその
成果を他に分かりやすく伝えることができるようになった。授業や学術研究での活動に加えて，部活動での
活動が行うことで，研究の深化や図ることができた。物理部は，宮城県生徒理科研究発表会で宮城県代表に
選出され，令和５年度に開催される「かごしま総文」の自然科学部門へ出場することとなった。 
○ 東北大学公開講座 

「総合的に満足した」という質問に対して 76.6％が「よくあてはまる」と回答しており，それぞれの分
野の最先端で行われている実際の研究に触れることで，個々の視野を広げ，学問の魅力や，大学で学ぶ意義
を考える貴重な機会となった。 
○ 国際交流講演会 

アンケートの結果より様々な分野の講演の聴講を通して新たな分野への興味が喚起され，視野が広がっ
たと感じている生徒が多い。最先端で活躍する研究者の講義を通して，自然現象や社会事象など多様な事象
を，多角的，複合的な視点で学際的に事象を捉える力の養成はある程度達成された。 
○ 第１学年課題研究講演会・先端科学技術講演会・学術講演会 

アンケート結果より「総合的な評価」や「講義の知見が社会や日常に生かせる」「講義によって視野が広
がった」で肯定的な回答が高かった。 
○ 第２学年課題研究講演会・先端科学技術講演会・学術講演会  

アンケート結果より「総合的な評価」や「視野の広がり」「知見が日常に活用」「将来に役立つ」で満足
度が高かった。 
○ 科学技術系コンテスト 

参加した生徒の中には学習意欲の向上につながる者や，その後の課題研究の中で，リーダーシップを発揮
し活動をしているなどの副次的な効果も見られた。 
○ 国際交流 

SDGs に関わる討論会への参加，講演会の聴講を通し,世界の諸問題についての意識・関心が高まり，「視
野が広がった」と感じ，「将来国際的に活躍したい」と回答する生徒が多かった。また，台湾とインドの高
校生と交流したことにより，「英語に対する学習意欲が高まった」と回答した生徒の割合が高かった。ほと
んど全員に学びに対して積極的な姿勢が見られ，また，生徒の振り返りレポートからも学びを社会に生かそ
うとする意欲が感じられ，このプログラムを通して，社会・世界と関わり，学びを社会に生かす「学びに向
かう力・人間性」の養成がある程度達成できた 。 
○ ＳＳＨ台湾海外研修 

事前研修の台湾の２つの高校とのオンライン交流では，台湾の高校生の英語力の高さに驚き，英語学習へ
の意欲が高まった生徒が多かった。また，その後も交流を続けた生徒もおり，現地を訪れた際の円滑なコミ
ュニケーションに繋がった。アンケートの結果より「視野が広がった」「英語に対する学習意欲が高まっ
た」「コミュニケーション能力が伸びた」と感じている生徒の割合が高く，学びを社会に生かす力が台湾研
修を通して，ある程度培われ，挑戦的かつ内省的・批判的なより深い学びを実践する素地はできた。 
 
【目標３】「学術研究」で得られた知見・成果を社会に還元する拠点校として活動の研究 

～知見・成果を自ら社会に還元する取組【知の実】…「総合知」としての科学～ 

【仮説３】探究活動の過程全体で，生徒が「なぜか」（根拠の問い）と「何か」（存在論的な問い）という
観点で自己評価し，将来における，大学や研究機関・企業での専門的な研究，実社会や実生活で
の研究を見据え，探究活動で得られた知見・成果を社会に還元する活動が，新たな価値を創造し
ていくことができる「科学技術イノベーション・リーダー」の育成となる。 

 
○「ＳＳＨ学校公開」「ＳＳＨ教員研修会」 

教員研修会では，「テーマ設定の指導方法」「本校の生徒中心の進め方」「３年間の探究のフレームワー
ク」「探究活動の評価」「ポスター発表会の運営の実態」「文系ゼミの指導方法」等が情報交換会の中で話
題となり，有意義な意見交換が行われた。来校者向けのアンケートでは,参加者の多くが「教員研修会は参
考になった」と回答した。本研修会は,他校の教員とのネットワーク構築や事例の共有・発信の機会として
有効であった。 
○ ＳＳＨ生徒研究発表 

発表会では，多くの聴衆からフィードバックを受け，意見交換をすることができ，また新たな課題を見つ
けることができた。さらに，他校の研究発表を聞いたり，交流したりすることを通し，生徒は研究活動の意
義や可能性をより深く理解することができた。高校生にとって身近な研究テーマを設定して継続的に研究
活動を続けたことで，新たな価値を創造する力や粘り強く挑戦する力は十分培われた。 
○ 東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会 

発表会は，数年ぶりに対面で実施された。生徒の感想では，準備のための苦労と他校で対面による発表を
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行う緊張感がうかがえた。発表内容の深まりにもつながり，実際に現地に出向き，他校生徒と直接やりとり
をする経験は，他の方法では得難い効果があった。 
○ 宮城県ＳＳＨ指定校合同発表会 

ポスター発表を行った生徒は，特に大人の聴衆から様々なフィードバックをもらい，自分達の研究を通し
て社会に貢献する可能性に気付いたり，新たな課題を見つけたりすることができた。また，他校の研究発表
に大変刺激を受け，研究の面白さを再発見した生徒もいた。さらに，一般市民に対して発表するために，よ
りわかりやすい言葉で説明するよう心掛けた結果，自身の研究内容をより深く理解できた生徒もいた。振り
返りのレポートの内容から，生徒は学びを社会に生かす機会を得て，学びに向かう力や人間生を高めること
ができた。 
○ みやぎのこども未来博 

参加生徒は他校の発表の仕方の工夫を知ることができ，様々な分野の発表の視聴を通して興味関心の幅
を広げることができた。外部からのフィードバックでは校内で得られるものとはまた違う、新鮮な視点から
の指摘もあり，参加生徒にとっては大きな刺激となった。アンケートでは，今回の参加によって「研究内容
が深められた」「他校の様子がわかって良かった」という回答が多く，参加の意義があった。 
○ 茨城県立緑岡高校「第８回 英語による科学研究発表会」 

自分たちのポスター発表では，聴衆からの質問に英語で的確に答えるということが上手くいかず，新たな
課題を認識することができた。外部との関わりの中で自分たちのあり方や研究の質などを見直すきっかけ
となり，生徒にとって得るものは多かった。 
○ 宮城県古川黎明高校「黎明サイエンスフェスティバル」 

生徒は他校の研究発表を聴くという経験を通して，自分の研究あるいは学校内におけるグループ研究の
進め方について，改善点のみならず良い点も発見することができた。 
○ 東京都立戸山高校「第１１回生徒研究成果合同発表会（ＴＳＳ）」 

１回目の発表が終わった後でなかなか聴衆が集まらないことに生徒は困惑したようだった。このことか
ら，発表テーマ（タイトル）で人の興味を引くことの重要性を学ぶことができた。ただ，メンターが 50 名
以上招待されており，必ず 1 回はメンターを相手に発表する機会を得られた（そして的確な指摘を頂いた）
ことは貴重な経験となったようだ。全体としては，自分たちの研究よりもレベルの高い研究が数多くあり，
大いに刺激を受けていた。 
○ 福井県合同課題研究発表会 

発表に向けてリハーサルを実施し，オンラインでも研究内容をわかりやすく伝える工夫をした。通信環境
の整備等の困難はあったが，遠方で参加が容易ではない発表会でも発表の機会が得られたというのは成果
である。本校生の感想では，準備のための苦労と発表独特の緊張感があるとの記述が見られた。 
○ 仙台一高ＴＡバンク  

ＴＡとして研究活動への指導助言による課題研究の質向上に加え，各種講演会の講師や英語を用いた発
表・質疑応答への指導を通して，学生自身が研究者や指導者としての素養を高められる機会となっている。 
○ ＳＳＨサポート組織  
 本校ＳＳＨ事業に関わり，本校での新たな価値を創造する力，粘り強く挑戦する力，問題解決能力を育む
挑戦的かつ内省的・批判的でより深い学びを行う指導・評価方法の過程を評価・改善に資する機会を得た。 
○ ＳＳＨ検証チーム 
 統計リテラシーにおいて，数値データへの関心やデータに対する懐疑複眼的な見方は，１年生よりも２年
生のほうが優れる。批判的思考態度では，客観性因子に差はなかったが，論理的思考への自覚，探求心およ
び証拠の重視といった因子で１年生が２年生より高い。知的好奇心では，拡散的好奇心，特殊的好奇心どち
らも１年生の方が高い。社会人基礎力は，１・２学年ともに，男子より女子，理系より文系が高い傾向にあ
る。10 月での１年生は，現在の２・３年生より社会人基礎力が高いが，11 月からゼミごと課題研究が本格
化したためか，３月時点では，ほとんどの項目で低下した。 
 ② 研究開発の課題   
【目標１】「学術研究」と「共通教科・科目」での「探究」を相補的に推進する指導法の研究 

～必要な基礎を自ら進取できる取組【知の根】…「教養知」としての科学～ 

【仮説１】「共通教科・科目」において，探究活動を遂行する上で必要となる実験や調査等の方法，統計処
理の方法などの「知識・技能」を習得する。それらは，「学術研究」において活用・統合され「科
学的に探究する力」となり，多角的・複合的に事象を捉える課題研究につながる。「科学的に探
究する力」は「共通教科・科目」の探究活動の質を向上させる。 

 
○「生物基礎」（第１学年２単位） 

クラス全体の場面で討論を活発化させるには，ＩＣＴ機器を活用するなど，更なる工夫が求められる。 
○ 学校設定科目「ＳＳ理科総合Ⅱ」（第２学年２単位） 

日常生活や社会との関連を測りながら生命現象の本質を理解することができるように，教材や問い掛け
を工夫する。 
○ 学校設定科目「ＳＳ化学Ⅰ」（第２学年２単位） 

学習内容の定着と活用能力については，個人の努力によるところが大きく，小テストや定期考査で大きく
差が出ているので，生徒への働きかけの改善が必要である。 
○ 学校設定科目「ＳＳ生物Ⅰ」（第２学年４単位） 

授業の内容を日常生活と関連付けることができている生徒は全体の 68％，学術的問題と関連付けられて
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いる生徒は 80％と興味・関心の度合いと比較すると，やや低い数値であった。今後は指導計画を見直し，
生徒が学習内容を日常生活や学問と関連付けることができるように，さらなる工夫を行う。 
○ 学校設定科目「ＳＳ化学Ⅱ」（第３学年４単位） 

苦手意識をもつ生徒を早期に減らす手立てを確立していきたい。 
○ 学校設定科目「ＳＳ生物Ⅱ」（第３学年理系４単位） 

授業中の対話の場面を前年度の「ＳＳ生物Ⅰ」に引き続き繰り返し設けたが，クラス替えのない選択者４
０名未満のクラスであり，ペアやグループでの議論に慣れた生徒が多かったが，その一方で，基礎基本の理
解に自信のない生徒は議論に消極的になりがちであった。 
○「歴史総合」（第１学年２単位） 

学んだ内容や手法を「歴史の学習」にとどまらせず，現代の諸問題の解決や，自分の生き方に生かせるよ
うな働きかけをもっとしていくことが，今後の課題である。 
 
【目標２】「学術研究」での探究的な学びをさらに発展させる学校設定科目の指導法の研究 

～設定した課題を解決に向かう取組【知の葉】…「専門知」としての科学～ 

【仮説２】 生徒自身のキャリア形成の方向性等に応じた「学習の個性化」に対応できる学校設定科目を教
育課程に位置づける。これにより，主体的に自己目標（ゴール）をデザインする学びを行うこと
となり，研究活動の意味を再認識した上で新たな研究活動の意義を見いだし，自己の考えを深
め，内省や他者との違いを議論できる高いレベルの探究活動となる。 

 
○ 国際交流講演会 

アンケートの結果より質疑応答や意見交換の場での積極的参加については，評価が比較的低くなってい
る。自己の理解や疑問を英語で，それも他の生徒の前で表現することに対してはまだ自信のない生徒が多い
と思われ，「表現力」の習得については課題が残った。今後，英語の授業はもちろんのこと，国際交流の場
面でも意見発表など，「表現力」を伸ばす取り組みを増やす必要がある。 
○ 第１学年課題研究講演会・先端科学技術講演会・学術講演会 

アンケートの結果より質疑応答に関する項目では,肯定的な回答が低く,質疑応答への参加について課題
が残った。 
○ 第２学年課題研究講演会・先端科学技術講演会・学術講演会  

社会と科学の関わりを考え，科学だけでは解決できない問題が増えている現代社会を捉え直す講演を今
後も実施する。 
○ 科学技術系コンテスト 

難しいという先入観があるのか，参加へのハードルが高く参加者が少ない状態なので，事前の生徒への呼
びかけ方や指導法により，参加生徒の拡大と参加生徒の上位進出を目指し，生徒の意識高揚を図りたい。ま
た，生徒の能力を伸ばす機会として活用し，学校全体の活性化を狙いたい。また，「科学の甲子園」では事
前課題においても研究計画を立て，より多くの検証の機会を与えられるような支援体制が必要である。 
○ 国際交流 

振り返りレポートから，英語力，コミュニケーション能力の不足はどの生徒も感じていることがわかり，
授業や交流活動を通じて，その養成を図る必要がある。 
○ ＳＳＨ台湾海外研修 

台湾の大学での研修がより充実したものとなるよう，脳科学と半導体については事前学習をもう少し丁
寧に行う必要を感じた。防災についての学びは，生徒の意識が低くなっている現状を考えると，再考の余地
がある。 
 
【目標３】「学術研究」で得られた知見・成果を社会に還元する拠点校として活動の研究 

～知見・成果を自ら社会に還元する取組【知の実】…「総合知」としての科学～ 

【仮説３】 探究活動の過程全体で，生徒が「なぜか」（根拠の問い）と「何か」（存在論的な問い）とい
う観点で自己評価し，将来における，大学や研究機関・企業での専門的な研究，実社会や実生活
での研究を見据え，探究活動で得られた知見・成果を社会に還元する活動が，新たな価値を創造
していくことができる「科学技術イノベーション・リーダー」の育成となる。 

 
○ 宮城県古川黎明高校「黎明サイエンスフェスティバル」 

発表の回によっては，なかなか聴衆が集まらず発表を始めるタイミング等に迷っていた。聴衆に聞いても
らうためには，研究の内容だけではなく，ポスターの見やすさや興味を引くような話し方なども今後工夫が
必要である。 
○ 福井県合同課題研究発表会  
  対面・オンライン併用の発表会であったが，オンライン参加の本校生は，準備のための苦労とオンライン
発表独特の緊張感を感じた。実際に現地に出向き，他校生徒と直接やりとりをすることは，他の方法では得
難い効果がある。  
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第第１１章章  研研究究開開発発のの課課題題  
第第１１節節  学学校校のの概概要要  
（１）学校名 宮城県仙台第一高等学校  校長名 岡 達三 
（２）所在地 宮城県仙台市若林区元茶畑四番地 
       電話番号  022－257－4501  FAX 番号 022－257－4503 
（３）課程・学科・学年別生徒数，学級数及び教職員数 

① 課程・学科・学年別生徒数，学級数 （ ）内は理系 

課程 学科 
第１学年 第２学年 第３学年 計 

生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 生徒数 学級数 

全日制 普通科 ３２１ ８ 
３１８ ８ ３１５ ８ ９５４ ２４ 

（２０６） （５） （１９０） （５） （３９６）（１０） 

② 教職員数 

課程 校長 教頭 主幹
教諭 

教諭 養護 
教諭 

実習 
講師 

常勤 
講師 

非常勤
講師 

ＡＬＴ 事務 
職員 

図書 
司書 

技師 計 

全日制 １ １ ２ ５１ ２ １ ０ ８ １ ６ １ ２ ７６ 

 
第第２２節節  研研究究開開発発課課題題  
「トランス・サイエンス社会」で自己実現できる「科学技術イノベーション・リーダー」の育成  

第第３３節節  研研究究開開発発テテーーママとと実実践践内内容容 
１１  研研究究開開発発テテーーママ  

「共通」と「選択」を意識した教育課程に係る研究開発を行い，対立やジレンマが起こりやすい状態が続
く現代の「トランス・サイエンス社会」において学問的責任を果たし，新たな価値を創造しうる「教養知」
「専門知」「総合知」を身に付けた「科学技術イノベーション・リーダー」の育成 

仮説１ 「共通教科・科目」において，探究活動を遂行する上で必要となる実験や調査等の方法，統計処理
の方法などの「知識・技能」を習得する。それらは，「学術研究」において活用・統合され「科学的
に探究する力」となり，多角的・複合的に事象を捉える課題研究につながる。「科学的に探究する
力」は「共通教科・科目」の探究活動の質を向上させる。 

①「学術研究」と「共通教科・科目」での「探究」を相補的に推進する指導法の研究 
必要な基礎知識を自ら進取できる取組…「教養知」としての科学  
科学的に探究する力の養成とサイエンス・マインドの育成【知の根】 

仮説２ 生徒自身のキャリア形成の方向性等に応じた「学習の個性化」に対応できる学校設定科目を教育課
程に位置づける。これにより，主体的に自己目標（ゴール）をデザインする学びを行うこととなり，
研究活動の意味を再認識した上で新たな研究活動の意義を見いだし，自己の考えを深め，内省や他
者との違いを議論できる高いレベルの探究活動となる。 

②「学術研究」での探究的な学びをさらに発展させる学校設定科目の指導法の研究 
課題を設定し，解決を目指す取組…「専門知」としての科学 
専門的かつ高度な課題を解決する能力の養成と国際的に活躍できる人材の育成【知の葉】 

仮説３ 探究活動の過程全体で，生徒が「なぜか」（根拠の問い）と「何か」（存在論的な問い）という観点
で自己評価し，将来における，大学や研究機関・企業での専門的な研究，実社会や実生活での研究
を見据え，探究活動で得られた知見・成果を社会に還元する活動が，新たな価値を創造していくこ
とができる「科学技術イノベーション・リーダー」の育成となる。 

③「学術研究」で得られた知見・成果を社会に還元する拠点校としての活動の研究 
知見・成果を進んで社会に還元させる取組…「総合知」としての科学 
学びを社会に還元する能力の養成と新たな価値を創造できる学際的人材の育成【知の実】 

２２  実実践践内内容容  
①「学術研究」と「共通教科・科目」での「探究」を相補的に推進する指導法の研究 

必要な基礎知識を自ら進取できる取組…「教養知」としての科学  
科学的に探究する力の養成とサイエンス・マインドの育成【知の根】 

Ａ 国語・英語・保健体育・家庭・芸術における言語活動を通した積極的なコミュニケーション能力の養成 

 

項目・対象（単位）  研究開発の内容  

「現代の国語」 
・１年（２単位） 

論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他
者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げ深める。

「論理国語」 
・２年（文系２単位・理系１単位） 
・３年（文系２単位・理系２単位） 

論理的，批判的に考える力，創造的に考える力，他者との関わりの中で伝
え合う力を高め，他者との対話を通し，異論や反論を基に自分の考えをさ
らに深める。 
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Ｂ 数学・理科・情報における探究活動を通した数学的・科学的な探究能力の養成 

Ｃ 地理歴史・公民における探究活動を通した客観的・社会的に公正な合意形成能力の養成 

Ｄ① 学校設定科目「学術研究Ⅰ」「学術研究Ⅱ」による総合的な課題解決能力の養成 

②「学術研究」での探究的な学びをさらに発展させる学校設定科目の指導法の研究 
課題を設定し，解決を目指す取組…「専門知」としての科学 
専門的かつ高度な課題を解決する能力の養成と国際的に活躍できる人材の育成【知の葉】 

  

「英語コミュニケーションⅠ」「論理・表現Ⅰ」 
・１年（４単位/２単位） 
「英語コミュニケーションⅡ」「論理・表現Ⅱ」 
・２年（４単位/２単位） 
「英語コミュニケーションⅢ」「論理・表現Ⅲ」 
・３年（４単位/２単位） 

英語によるコミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，英
語で情報や考えの概要や要点，詳細，話し手や聞き手の意図を的確に理解
し，適切に表現し伝え合う「積極的なコミュニケーション能力」を養う活
動を，ＣＥＦＲ（Common European Framework of Reference for
Languages: Learning, teaching, assessment）を参考に「聞くこと」「読
むこと」「話すこと（やり取り）」「話すこと（発表）」「書くこと」で行う。

「保健」・１年（１単位）２年（１単位） 
「家庭基礎」・１年（２単位） 
「音楽Ⅰ」「美術Ⅰ」・１年選択（２単位）  

主体的に学習に取組み，学習の見通しを立て学習したことを振り返り自身
の学びや変容を自覚する合理的な判断力や創造的思考力，問題解決能力の
育成を図る。また，対話によって自分の考えを広げ深める言語活動の充実
を図る。 

「数学Ⅰ」・１年（３単位） 
「数学Ａ」・１年（２単位） 
「数学Ⅱ」・１年（１単位） 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し，事象を数学化し，数学的に
解釈・表現・処理する技能を身に付ける。さらに，数学を活用した事象の
論理的な考察や事象の本質や他の事象との関係を認識し統合的・発展的な
考察など，数学的表現により事象を簡潔・明瞭・的確に表現する。  

「数学Ⅱ」 
・２年文系（４単位）・理系（３単位） 
「数学Ｂ」 
・２年（２単位） 

基本的な概念や原理・法則を体系的に理解し，事象を数学化し，数学的に
解釈・表現・処理する技能を活用しながら，知的好奇心，想像力，論理的
な思考力を身に付け，粘り強く柔軟に考え, 数学的論拠に基づいて判断し，
問題解決の過程を振り返って考察を深め，評価・改善する態度や創造性を
養う。  

「化学基礎」・１年（２単位） 
「生物基礎」・１年（２単位） 
「物理基礎」「地学基礎」 
・２年選択（２単位）  

基本的な概念や原理・法則を理解し，観察・実験などに関する基本的な技
能を身に付け，観察・実験などを通して探究し，科学的に考察・表現した
上で全体を振り返って改善策を考え，得られた知識及び技能を基に次の課
題を発見し，新たな視点で自然の事物・現象を把握し科学的に探究する力
を養う。 

「化学」（理系） 
・２年（２単位）・３年（４単位） 
「物理」「生物」「地学」（理系選択） 
・２年（２単位）・３年（４単位）  

自然科学の基本的な概念や原理・法則を単なる知識として理解するのでは
なく，生徒が経験的にもつ素朴な概念を実験や観察，資料・データを用い
て探究し，概念や原理・法則との整合性を議論し自分の考えとする科学的
に探究する力を養う。 

「情報Ⅰ」 
・２年（２単位）  

産業，生活，自然等あらゆる事象を抽象化して把握し，情報を適切・効果
的に活用した問題の発見・解決や情報社会に主体的に参画するための資
質・能力を養う。 

「歴史総合」 
・１年（２単位） 
「地理総合」 
・２年（２単位） 
 

近現代の歴史や地理に関わる諸事象を，世界とその中の日本という相互的
な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる世界の歴史，生活文化，
防災，地域や地球的課題への取組を理解する。諸資料・調査から情報を適
切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付け，多面的・多角的に考察し公
正に判断する能力を養う。  

「公共」 
・２年（２単位） 
 

「トランス・サイエンス社会」といえる現代の諸課題を考察し，選択・判
断に必要な概念や理論を理解し，倫理的主体としての活動に必要な情報を
諸資料から適切に調べまとめる技能を身に付け，多角的に考察・構想し，
論拠をもって表現する能力を養う。 

「学術研究Ⅰ」 
・１年（２単位） 
 

学術研究入門として，探究活動を行うための基礎知識と科学的根拠に基づ
く検証の方法について学ぶ。研究分野の知識習得と情報を収集・分析・活
用する能力や論理的思考力，先人たちの研究成果を尊重し，自らの探究の
信頼性を確かなものにする倫理的な態度及び表現・伝達の能力の伸長を目
指す。  

「学術研究Ⅱ」 
・２年（２単位） 
 

様々な事象を，数量化・図形化し，論理的，統合的・発展的，体系的に考
える「数学的な見方・考え方」と，質的・量的関係や時間的・空間的関係
などの視点で捉え，比較し関係づける「科学的な見方・考え方」を組合せ
た探究的な学習により，新たな価値創造に向けて粘り強く挑戦する力を養
成する。  
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Ｄ② 学校設定科目「学術研究Ⅲ」による総合的な課題解決能力の養成 

Ｅ 学校設定科目「ＳＳ特別講座」「学術研究講演会」等による専門的な課題発見能力の養成 

Ｆ 学校設定科目「ＳＳ探究講座」による高度な課題解決能力の養成 

Ｇ 学校設定科目「ＳＳ国際交流」や「ＳＳＨ海外研修」により学びを社会に生かす力の養成 

③「学術研究」で得られた知見・成果を社会に還元する拠点校としての活動の研究 
知見・成果を進んで社会に還元させる取組…「総合知」としての科学 
学びを社会に還元する能力の養成と新たな価値を創造できる学際的人材の育成【知の実】 

Ｈ 「ＳＳＨ学校公開」「ＳＳＨ教員研修会」「ＳＳＨ探究講座実習」により学びを社会に還元する力の養成 

Ｉ 「仙台一高ＴＡバンク」「ＳＳＨサポート組織」「ＳＳＨ検証チーム」により学びから新たな価値を創造する力の養成 

 

項目・対象（単位）  研究開発の内容 
「学術研究Ⅲ」 
・３年選択（１単位） 

大学や研究機関・企業での専門的な研究，実社会や実生活での研究を見据
えて，生徒が自ら課題を発見し未知のものに挑戦する。 

「ＳＳ特別講座」 
・１・２・３年選択（１単位） 

大学や研究機関・企業での専門的な研究，実社会や実生活での研究を見据え
て，生徒自身が知的好奇心と学ぶ意欲を喚起し，学術研究の社会的使命とそ
の及ぼす影響を理解し，自分が果たす役割や主体的に社会や世界に関わる力
を養成し，次代を担う「研究者」としての資質を養う。  

「先端科学技術講演会」 
１年生全員，２年生全員 

科学技術が急速に進展する中，私たちが科学技術の発展によって享受する
「光」と「影」が人間や社会に与える影響について理解し，適切に対処して
できる方法を習得し，社会へ積極的に参画していく態度を身に付ける。 

「学術研究講演会」 
１年生全員，２年生全員 

様々な事象や課題に向合い，課題を設定・解決し，新たな価値の創造に向け
積極的に挑戦する研究者の姿から次代を担う「研究者」としての資質を養う。

「ＳＳ探究講座」 
・２年選択（１単位） 

様々な事象や課題に主体的に向き合い，数学的な見方・考え方や科学的な
見方・考え方を組合せながら，観察，実験，調査や事象の分析する技能，
成果を適切に表現し，粘り強く考え行動する力を高める。また，課題解決
や新たな価値の創造に向け積極的に挑戦する創造的な力を高める。 

「ＳＳ国際交流」 
・２年選択（１単位）  

海外の高校生と英語を用いた研究発表や交流が多文化コミュニケーショ
ンの実践となる。社会や世界との関わりで事象を捉え，将来，国際的に活
躍できる人材を育成する。 

「ＳＳＨ海外研修」 
※希望生徒から選抜 

世界の科学者の共通言語である英語の運用能力を高め，様々な事象の捉え
方・考え方に触れ，世界の人々や異文化への理解を深める。さらに，学問
や研究の本質に迫ろうとする関心・意欲・態度を醸成し，国際社会で知見・
成果を還元する力を高める。 

項目・対象（単位）  研究開発の内容  

「ＳＳＨ学校公開」 
小学校・中学校・高等学校教員を対象 
【学術研究発表会】として実施 
（７月，９月，10 月，２月） 

研究成果を多様な表現方法で可視化し，探究の信頼性を確かなものにする
倫理的な態度及び表現・伝達の能力を養成する。また，探究活動の過程全
体を外部・自己評価し，生徒・教員・学校が学びを社会に生かす力・還元
する力とする。 

「ＳＳＨ教員研修会」 
小学校・中学校・高等学校教員を対象 
【ＳＳＨ学校公開】として実施 
（７月，９月，10 月，12 月） 

学校設定教科「学術研究」の取組を，ＳＳＨ指定校での課題研究や非ＳＳ
Ｈ高等学校の「総合的な探究の時間」の課題研究や共通教科・科目の探究
の指導でも活用できるように，ＳＳＨ事業を他校へ還元する拠点校として
の役割を担う。  

「ＳＳＨ探究講座実習」 
高等学校の教員を目指す学生 

「総合的な学習の時間の指導法」に関わる講座として，高等学校の教員を
目指す大学生・大学院生を対象に「学術研究」の課題研究について教育実
習で講座を実施する。 

「仙台一高ＴＡバンク」 
 

本校で課題研究を履修した卒業生の大学生・大学院生を，講演会や研究紹
介の講師，本校の「学術研究」や県内外の他校の「総合的な探究の時間」
における探究活動のサポートにあたるＴＡとして人材提供する「仙台一高
ＴＡバンク」の仕組みを構築する。 

「ＳＳＨサポート組織」 
 

大学や研究機関・企業の研究者や社会人が本校のＳＳＨ事業に関わり，本
校での新たな価値を創造する力，粘り強く挑戦する力，問題解決能力を育
む挑戦的かつ内省的・批判的でより深い学びを行う指導・評価方法の過程
を評価・改善する。 

「ＳＳＨ検証チーム」 ＳＳＨ事業の前後，経年，本校と非ＳＳＨとの比較などＳＳＨ事業による
効果・変容の検証を，東北大学大学院情報科学研究科ラーニングアナリテ
ィクス研究センター（ＬＡＲＣ：Learning Analytics Research Center）
等と連携して行う。 

－12－



第２章 研究開発の経緯 

13 

第２章 研究開発の経緯 
令和４年４月にスーパーサイエンスハイスクール第Ⅲ期の指定を受けた本校での取組みを時系列で示す。 
令和４年度（第Ⅲ期第１年次） 

 ４月 8日（金） 始業式・入学式 
 12日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究① 【学術研究Ⅲ】課題研究① 第２学年・３年生3名
 13日（水） 【学術研究Ⅰ】学術研究オリエンテーション 【学術研究Ⅲ】学術研究オリエンテーションでの研究紹介 第１学年・３年生３名
  【学術研究Ⅱ】課題研究② 【学術研究Ⅲ】課題研究② 第２学年・3年生３名
 14日（木） 【学術研究Ⅰ】学術研究入門① 第１学年
 19日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究③ 【学術研究Ⅲ】課題研究③ 第２学年・３年生３名
 20日（水） 〔第１回ＳＳＨ委員会〕 
 21日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究説明会 第１学年

５月 9日（月） 【学術研究Ⅰ】学術研究講演会「これから研究を始める仙台一高生のために」 東北大学大学院生命科学研究科 准教授 酒井 聡樹 氏 第１学年
 10日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究④ 【学術研究Ⅲ】課題研究④ 第２学年・3年生３名
 11日（水） 【ＳＳ特別講座】第１回国際交流講演会「Ecuador and Her Biodiversity」 本校ＡＬＴ Denisse Ramirez 氏 受講者36名
 12日（木）・13日（金）【先進校視察】三重県立津高等学校・愛知県立一宮高等学校 本校教員２名
 17日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑤ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑤ 第２学年・３年生３名
 18日（水） 〔第２回ＳＳＨ委員会〕 
 19日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究① 第１学年
  【茶畑ＳＲtimes】第145号「第１回ＳＳＨ国際交流講演会」発行：参加生徒 
 25日（水） 【ＳＳ特別講座】第2回国際交流講演会「Geography and Demographics of Pakistan & Neuroscience and its Importance」 受講者33名
          東北大学大学院医学系研究科博士課程 Ali Haider氏 
 26日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究② 第１学年
 31日（月） 【学術研究Ⅲ】課題研究⑥ ３年生３名
  【茶畑ＳＲtimes】第146号「『１学年』特集号」発行：１学年学術研究委員会 

６月  2日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究③ 第１学年
  8日（水） 【ＳＳ特別講座】第３回国際交流講演会「Religion, Culture, and Food in Pakistan & Disability Science」 受講者23名
          東北大学大学院医学系研究科博士課程 Ahmed Raza氏 
 9日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究④ 第１学年
 14日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑥ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑦ 第２学年・３年生３名
  〔第３回ＳＳＨ委員会〕 
 21日（火） 〔第１回ＳＳＨアンケート〕 第１・２・３学年
 22日（水） 【ＳＳ特別講座】第４回国際交流講演会「 Education System and School Life in Pakistan & Mathematical Epidemiology」 受講者22名
          東北大学大学院理学研究科博士課程 Ishfaq Ahmad氏 
 23日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑤ 第１学年
 25日（土） 〔第１回ＳＳＨ運営指導委員会〕 
 28日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑦ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑧ 第２学年・３年生3名

  【ＳＳ特別講座】茶畑塾「世界の最前線で働く選択肢」 米国Google社Senior Software Engineer / Tech Lead ⻯ 盛博 氏 受講者40名
 30日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑥ 第１学年

７月  1日（金） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑦ 第１学年
  3日（日） 【校外発表会】宮城県ＳＳＨ指定校合同発表会 主催：宮城県教育委員会 会場：スリーエム仙台市科学館 
  「単語の効果的な覚え方」（英語ゼミ） 3年生２名
  「主翼の表面の起伏と揚力の相関に関する研究」（物理ゼミ） 

    
３年生５名

  「飛行機の尾翼の形と滞空時間の関係」（物理ゼミ） ３年生２名
  「定時起床支援アプリの開発」」（情報ゼミ） ３年生２名
  「信号反応」・「ダイラタンシー現象」・「割れないシャボン玉」（化学部による実験教室） １・２・３年生８名
 4日（月）・5日（火）【先進校視察】福井県立高志高等学校・福井県立藤島高等学校 本校教員2名
  5日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑧ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑨ 第２学年・３年生３名
  【茶畑ＳＲtimes】第147号「第２〜４回ＳＳＨ国際交流講演会」発行：参加生徒 
 7日（木）〜8日（金）〔合同巡検〕 宮城県気仙沼市御伊勢浜での生物実習・岩手県大船渡市碁石海岸での生物実習・地学実習 第１学年
 12日（火） 【学術研究Ⅱ】・【学術研究Ⅲ】２年生中間発表会 第２学年・３年生３名
  【学校公開・教員研修会】ＳＳＨ第１回学校公開・教員研修会 20名参加
 13日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第148号「令和４年度宮城県ＳＳＨ指定校合同発表会」発行：参加生徒 
  〔第４回ＳＳＨ委員会〕 
 14日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑦ 第１学年
 19日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑨ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑩ 第２学年・３年生3名

８月 3日（水）〜4日（木）【校外発表会】ＳＳＨ生徒研究発表会 主催：文部科学省・国立研究開発法人科学技術振興機構 会場：神⼾国際展示場 ３年生3名
  「効果的な外国語単語の覚え方」（学術研究Ⅲ履修者） 
 19日（木） 〔第５回ＳＳＨ委員会〕 
 23日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑩ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑪ 第２学年・３年生３名
  【茶畑ＳＲ times】第149号「『学術研究Ⅱ中間発表』特集号」発行：２学年学術研究委員会 
 25日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑧ 第１学年
 30日（火） 【学術研究Ⅲ】課題研究⑫ ３年生３名
 31日（水） 【校外発表会】探究発表会 主催・会場：宮城県宮城野高等学校 第２学年
  「前進翼の角度と不安定さ，揚力の関係」（物理ゼミ） ２年生6名
  「種類別!! 蜘蛛糸の比較 ‐製品化に向けて‐」（生物ゼミ） ２年生３名
  「新美南吉の文学作品における狐と人間の関係」（国語ゼミ） ２年生5名
  「宮沢賢治と猫」（国語ゼミ） ２年生５名
  「日本の発展の氷上のシルクロード ‐温暖化を逆手に取って‐」（地歴ゼミ） ２年生５名
  【ＳＳ特別講座】第５回国際交流講演会「海外留学中の先輩の話を聴いてみよう『留学を考えているあなたへ』」 受講者23名
           チェコ共和国カレル大学第一医学部学生 藪 あゆい 氏 

９月  1日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑨ ポスター発表会（各クラス） 第1学年
  6日（火） 〔第１回宮城県ＳＳＨ指定校連絡会議〕 主催：宮城県教育庁 会場：宮城県仙台第一高等学校 教員２名参加
   宮城県教育庁・宮城県仙台第一高等学校・宮城県仙台第三高等学校・宮城県古川黎明高等学校・宮城県多賀城高等学校 
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９月  7日（水） 【学術研究Ⅱ】学術研究講演会「これから研究発表をする仙台一高生のために」 東北大学大学院生命科学研究科 准教授 酒井 聡樹 氏 第２学年
  【茶畑ＳＲtimes】第150号「宮城野高校主催『探究発表会』特集号」発行：参加生徒 
  8日（木） 【学術研究Ⅰ】プレ課題研究⑩ 第１学年
 10日（土） 【学術研究Ⅰ】・【学術研究Ⅱ】１年生プレ課題研究ポスター発表会 第１学年・第2学年
  【学校公開・教員研修会】ＳＳＨ第２回学校公開・教員研修会 8名参加
 13日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑪ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑬ 第２学年・３年生３名
 14日（水） 〔第６回ＳＳＨ委員会〕 

 17日（土） 【探究講座】日本情報オリンピック予選（女性部門本選出場１名） 生徒２名参加
 21日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第151号「第５回国際交流講演会」発行：参加生徒 
 27日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑫ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑭ 第２学年・３年生３名
 28日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第152号「『１学年』特集号」発行：１学年学術研究委員会 
 29日（木） 【学術研究Ⅰ】先端科学技術講演会「SDGsの地球的課題を解決するための変容的行動とは何か」 宮城教育大学 教授 市瀬 智紀 氏 第１学年

10月  4日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑬ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑮ 第2学年・３年生3名
 5日（水） 【学術研究Ⅰ】・【学術研究Ⅱ】２年生課題研究ゼミ毎ポスター発表会 第１学年・第2学年
 11日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑭ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑯ 第2学年・３年生3名
 12日（水） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「エー！薬学部でハエの研究ですか？」 東北大学大学院薬学研究科 教授 倉田 祥一朗 氏 受講者97名
 13日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究説明会 第１学年
  【茶畑ＳＲtimes】第153号「学術研究Ⅱ 学術研究講演会」発行：２学年学術研究委員会 
 17日（月） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「数学の最前線でその応用」 東北大学大学院理学研究科 教授 正宗  淳 氏 受講者46名
 17日（月）〜20日（金）【校外発表会】「世界津波の日」2022高校生津波サミットin新潟 会場：朱鷺メッセ（新潟コンベンションセンター） 2年生 2名
 18日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑭ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑯ 第2学年・３年生3名
 19日（水） 〔第７回ＳＳＨ委員会〕 
 24日（月） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「文部科学省−教育政策がつくられる場−」 東北大学大学院教育学研究科 教授 ⻘木 栄一 氏 受講者94名
  〔東北地区ＳＳＨ担当者等情報交換会（オンライン開催）〕 教員１名参加
 25日（火） 【学術研究Ⅰ】・【学術研究Ⅱ】２年生課題研究ポスター発表会 第１学年・第2学年
   【学校公開・教員研修会】ＳＳＨ第３回学校公開・教員研修会 8名参加
  〔第１回ＳＳＨ社会人基礎力アンケート〕 第１学年・第２学年
 26日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第154号「１学年先端科学技術講演会」発行：１学年学術研究委員会 
 27日（木） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「ミクロな機械が切り拓く次世代の医療とヘルスケア」 東北大学大学院医工学研究科 教授 芳賀 洋一 氏 受講者77名
 29日（土） 【探究講座】科学の甲子園みやぎチャレンジ2ndチャレンジ 会場：宮城県総合教育センター １年生８名・２年生８名
  【校外発表会】「Global Science Leadership」 主催：福井県立藤島高校（オンライン開催） ２年生15名
 31日（月） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「電子の回転『スピン』で，脳を見る。」 東北大学大学院工学研究科 教授 大兼 幹彦 氏 受講者91名

11月  1日（火） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「東北大学で教える経営組織論」 東北大学経済学研究科 教授 藤本 雅彦 氏 受講者125名
  【学術研究Ⅱ】課題研究⑮ ３年生3名
  4日（金） 【校外発表会】第75回宮城県高等学校生徒理科研究発表会 主催：宮城県高等学校文化連盟 会場：宮城県総合教育センター 
  「飛行機の二段上反角の優位性」（物理部） 最優秀賞 ２年生６名
  「Quark net検出器を用いたミュー粒子の速度」（物理部） 最優秀賞 ２年生５名
  「種類別‼強度によるクモ糸の比較」（生物部） 優秀賞 ２年生３名
  【茶畑ＳＲtimes】第155号「『世界津波の日』2022高校生サミットin新潟」発行：参加生徒 
  7日（月） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「東北大学農学部と研究紹介：生物の特殊機能から学ぶ」 東北大学大学院農学研究科 教授 小川 智久 氏 受講者65名
  8日（火） 【学術研究Ⅲ】課題研究⑰ 
  【茶畑ＳＲtimes】第156号「『Global Science Leadership』に参加して」発行：参加生徒 
   【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「犯罪について考える」 東北大学大学院法学研究科 教授 成瀬 幸典 氏 受講者108名
   【校外発表会】第66回社会科生徒研究発表会 主催：宮城県高等学校社会科（地歴科・公⺠科）研究会 仙台市立⻘陵中等教育学校 
   「非行少年の更生〜よりよい社会を目指して制度の面から考える〜」（公⺠ゼミ） ２年生４名
  9日（水） 〔第8回ＳＳＨ委員会〕 
 
 

10日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究ゼミ調整 
  【国際交流】英語プレゼンテーション講習会 受講者25名
 12日（土） 【先進校視察】奈良県立奈良高等学校・みやびサイエンスフェスタ 本校教員１名
 15日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑯ 【学術研究Ⅲ】課題研究⑲ 第２学年・3年生３名
  【茶畑ＳＲtimes】第157号「第12回科学の甲子園」発行：参加生徒 
  【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「東北大学整形学科について」 東北大学大学院医学系研究科 教授 相澤 俊峰 氏 受講者83名
 17日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究① 第１学年
  【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「分子低次元系の新展開」 東北大学大学院理学研究科 教授 坂本 良太 氏 受講者50名
 22日（火） 【学術研究Ⅲ】課題研究⑳ ３年生3名
 24日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究② 
 30日（水） 【ＳＳ特別講座】第６回国際交流事業「国がなくなる？キリバス共和国と地球温暖化」 一般社団法人日本キリバス協会代表理事 ケンタロ・オノ 氏 受講者45名

12月  1日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究③ 第１学年
 5日（月） 【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「グリム童話の読み方」 東北大学大学院文学研究科 教授 嶋崎  啓 氏 受講者97名
  6日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑰ 第２学年
 7日（水） 【国際交流】台湾国立南投高級中学・台北市立大同高級中学とのオンライン交流会 35名参加
 7日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第158号「第６回国際交流講演会」発行：参加生徒 
   【ＳＳ特別講座】東北大学公開講座「医療，材料，エネルギーに挑む金属錯体」 東北大学大学院工学研究科 教授 壹岐 伸彦 氏 受講者42名
 8日（木） 【学術研究Ⅰ】学術研究講演会「科学とサイエンスのあいだ」 東北大学大学院文学研究科 名誉教授 野家 啓一 氏 第1学年
  9日（金） 【学術研究Ⅱ】学術研究講演会「文系と理系のあいだ」 東北大学大学院文学研究科 名誉教授 野家 啓一 氏 第2学年
 10日（土） 【探究講座】科学地理オリンピック第１次選抜 ５名参加
 13日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑱ 
 14日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第159号「『学術研究Ⅱポスター発表会』特集号」発行：2学年学術研究委員会 
 15日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究④ 第１学年
 17日（土） 【校外発表会】第８回英語による科学研究発表会 主催：茨城県立緑岡高等学校 会場：駿優教育会館 
   「Improvement of the Lives of Elderly people」（生活科学グループ） ２年生４名
   「The Potential of Vertical Axis Wind Turbines」（物理グループ） ２年生４名
  【校外発表会】みやぎのこども未来博（オンライン動画発表） 主催：宮城県教育庁 
  「農薬無しで害虫予防」（生物ゼミ） ２年生４名
  「狐と人間の関係から探る新美南吉の文学作品の原点」（国語ゼミ） 2年生５名
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12月 18日（日） 【探究講座】日本地学オリンピック一次予選 ２名参加
 20日（火） 【学術研究Ⅰ】・【学術研究Ⅱ】２年生課題研究ゼミ毎口頭発表会 第１学年・第2学年
  【学校公開・教員研修会】ＳＳＨ第３回学校公開・教員研修会 24名参加
 21日（水） 〔第９回ＳＳＨ委員会〕 
 22日（木） 【茶畑ＳＲtimes】第160号「台湾の高校生とのオンライン交流会」発行：ＳＳＨ台湾海外研修参加生徒 
 24日（土） 【校外発表会】宮城県高等学校文化連盟自然科学専門部 全国高等学校総合文化祭最終選考会 
  「飛行機の二段上反角の優位性」（物理部） かごしま総文2023出場 ２年生６名
  「Quark net検出器を用いたミュー粒子の速度」（物理部） ２年生５名
 26日（月） 〔ＳＳＨ情報交換会〕 本校教員2名
 26日（月）〜28日（水）【ＳＳ特別講座】「ありのままの自分からはじめる演劇ワークショップ」 講師：LondonPANDA主宰 大河原 準介 氏 49名参加

１月 10日（火） 【学術研究Ⅱ】先端科学技術講演会「金属資源講話」 独立行政法人 エネルギー・金属鉱物資源機構 清水 栄里 氏・目次 英哉 氏 第２学年
 12日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑤ 第１学年
  【ＳＳ特別講座】第７回国際交流講演会「Interdisciplinary perspectives of tsunami for disaster risk management」 受講者41名
           東北大学災害科学国際研究所 准教授 Anawat Suppasri 氏 
 17日（火） 【茶畑ＳＲtimes】第161号「英語による科学研究発表会」発行：参加生徒 
 18日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第162号「ＳＳ特別講座『演劇ワークショップ』」発行：参加生徒 
 19日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑥ 【学術研究Ⅱ】１年生への指導・助言① 第１学年
  【茶畑ＳＲtimes】第163号「『１学年』特集号」発行：１学年学術研究委員会 
 20日（金）〜21日（土）【校外発表会】東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会 主管：福島県立安積高等学校 会場：郡山市郡山公会堂・福島県立安積高等学校 
  「種類別!! 強度によるクモ糸の比較」（生物ゼミ） ２年生３名
  「パフォーマンス向上に適した環境は？」（保体ゼミ）  ２年生４名
 26日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑦  第１学年
 27日（金） 【国際交流】インドＪＮＶ高校とのオンライン交流①（さくらサイエンス・高校生オンラインプログラム） 主催：国立研究開発法人科学技術振興機 15名参加
 31日（火） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑧ 【学術研究Ⅱ】１年生への指導・助言② 第１学年・第２学年
  【茶畑ＳＲtimes】第164号「学術研究Ⅱ口頭発表会」発行：２学年学術研究委員会 

２月  1日（水） 【国際交流】インドＪＮＶ高校とのオンライン交流②（さくらサイエンス・高校生オンラインプログラム） 主催：国立研究開発法人科学技術振興機構 15名参加
  【茶畑ＳＲtimes】第165号「２学年先端科学技術講演会」発行：２学年学術研究委員会 
  4日（土） 【学術研究Ⅰ】・【学術研究Ⅱ】１年生課題研究テーマ設定発表会 第１学年・第２学年
   【学校公開・教員研修会】ＳＳＨ第４回学校公開・教員研修会 28名参加
   【校外発表会】黎明サイエンスフェスティバル 主催・会場：宮城県古川黎明高等学校 （第２学年）
  「非行少年の更生 〜よりよい社会を目指して制度の面から考える〜 」（公⺠ゼミ） ２年生２名
  「Storytelling changes in Snow White based on social context」（英語ゼミ） ２年生1名
  5日（日） 【校外発表会】第11回生徒研究成果合同発表会（ＴＳＳ） 主催・会場：東京都立⼾山高等学校 
  「今使われている飛行機の翼より優位性のある翼がある⁈」（物理ゼミ） 2年生3名
        「雑草からのエタノールの生成」（化学ゼミ） 2年生５名
  「種類別‼強度によるクモ糸の比較」（生物ゼミ） 2年生2名
  「じゃんけんの勝敗の決まりやすさについて」（数学ゼミ） 2年生2名
  「非行少年の更生 〜制度の面から考える〜」（公⺠ゼミ） ２年生3名
  「記憶に残りやすいＣＭフレーズの活用」（音楽ゼミ） 2年生４名
  「高齢者のＱＯＬの向上」（家庭ゼミ） 2年生３名
        「避難誘導看板の適切な設置場所の検討 −名取市閖上地区の事例−」（災害研究ゼミ） 2年生3名
 7日（火） 【学術研究Ⅱ】課題研究⑲ 第2学年
  【茶畑ＳＲtimes】第166号「第７回国際交流講演会」発行：参加生徒 
  【茶畑ＳＲtimes】第167号「さくらサイエンス・ハイスクールプログラム」発行：参加生徒 
 8日（水） 【茶畑ＳＲtimes】第168号「東北地区サイエンスコミュニケーション研究校発表会」発行：参加生徒 
 9日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑦  第１学年
 17日（金） 〔第２回ＳＳＨアンケート〕 第１・２・３学年
 19日（日）〜25日（土）【国際交流】ＳＳＨ台湾海外研修 国立南投高級中学・九二一地震教育園区・国立清華大学・台北市立大同高級中学 2年生24名
 22日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑧  第１学年

３月 2日（木） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑨ 第１学年
 3日（金） 〔第２回ＳＳＨ社会人基礎力アンケート〕 第１学年・第２学年
  10日（金） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑩ 第１学年
  【茶畑ＳＲtimes】第169号「学術研究Ⅰ『テーマ設定発表会』」発行：１学年学術研究委員会 
  【茶畑ＳＲtimes】第170号「ＳＳＨ台湾海外研修」発行：参加生徒 
 11日（土） 【校外発表会】福井県合同課題研究発表会 主催：福井県立高志高等学校 会場：宮城県仙台第一高等学校（オンライン口頭発表会） 
  「狐と人間の関係から探る新美南吉の文学作品の原点」（国語ゼミ） ２年生５名
  「第二次大航海時代，到来!!〜日本の経済発展のカギは北極海航路〜」（地歴ゼミ） 

「      （ ） 
２年生５名

  「To learn how native speakers pronounce」（英語ゼミ） ２年生４名
  「パフォーマンス向上に効果的な方法は？」（保体ゼミ） ２年生５名
 14日（火） 【学術研究Ⅰ】課題研究⑪  【学術研究Ⅱ】課題研究⑳ 第１学年・第２学年
  17日（金） 【学術研究Ⅰ】・【学術研究Ⅱ】ＳＳＨ学術研究発表会 会場：東北大学百周年記念会館川内萩ホール 第１学年・第２学年
    〔第２回ＳＳＨ運営指導委員会〕 
   「令和４年度 学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ 課題研究ポスター集」発行 
    「令和４年度指定スーパーサイエンスハイスクール研究開発実施報告書・第１年次」発行 
 18日（土） 【校外発表会】京都大学高校生ポスターセッション2022 主催：京都大学 会場：京都大学百周年時計台記念館 
  「同化政策が現代のアイヌに及ぼしている影響について」 ２年生３名
 22日（水） 【校外発表会】探究活動成果発表会 主催・会場：宮城県宮城第一高等学校 
  「Storytelling changes in Snow White based on social context」（英語ゼミ） ２年生１名
  「宮沢賢治の猫の象徴」（国語ゼミ） 2年生５名
  22日（水） 【学術研究Ⅰ】課題研究 第１学年
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第第３３章章  研研究究開開発発のの内内容容  
第第１１節節  「「学学術術研研究究」」とと「「共共通通教教科科・・科科目目」」ででのの「「探探究究」」をを相相補補的的にに推推進進すするる指指導導法法のの研研究究  

～～必必要要なな基基礎礎をを自自らら進進取取ででききるる取取組組【【知知のの根根】】……「「教教養養知知」」ととししててのの科科学学～～  
【【仮仮説説１１】】「共通教科・科目」において，探究活動を遂行する上で必要となる実験や調査等の方法，統計処理の方法などの「知

識・技能」を習得する。それらは，「学術研究」において活用・統合され「科学的に探究する力」となり，多角的・複
合的に事象を捉える課題研究につながる。「科学的に探究する力」は「共通教科・科目」の探究活動の質を向上させる。 

【【仮仮説説１１のの研研究究開開発発のの内内容容】】  
Ａ 国語・英語・保健体育・家庭・芸術における言語活動を通した積極的なコミュニケーション能力の養成 
Ｂ 数学・理科・情報における探究活動を通した数学的・科学的な探究能力の養成 
Ｃ 地理歴史・公民における探究活動を通した客観的・社会的に公正な合意形成能力の養成 
Ｄ① 学校設定科目「学術研究Ⅰ」「学術研究Ⅱ」による総合的な課題解決能力の養成  

【【仮仮説説１１のの実実施施方方法法】】  
Ａ 積極的なコミュニケーション能力の養成により，生徒自身が「何を理解しているか，何ができるか」を考えるための，生

きて働く「知識・技能」を習得する。 
Ｂ 数学的・科学的な探究能力の養成により，生徒が個性や実態に応じた探究活動を遂行する上で必要な実験や調査などの手

法，統計処理の方法などの「知識・技能」を習得する。 
Ｃ 「トランス・サイエンス社会」での，客観的・公正に合意形成に向かう力を養成し，各教科で学習した「知識・技能」を

活用し多角的・複合的に事象を捉える，探究活動での「知識・技能」を習得する。 
Ｄ① 総合的な課題解決能力の養成により，「理解していること・できることをどのように使うか」という，未知の状況にも

対応できる「思考力・判断力・表現力」を習得する。  

【【仮仮説説１１のの検検証証評評価価】】  
Ａ 話し手や聞き手の表情などから，意図を的確に理解し，深く共感・豊かに想像し，適切に表現するなど，希薄になりがち

な他者と意識的に関わり伝え合うことができる力の養成ができる。 
Ｂ 日常の事象や社会の事象などを数学的に捉え，自然の事物・現象を質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などで捉え

る科学的な視点をもつことで，数学的・科学的に探究する力の養成ができる。 
Ｃ 歴史や文化，倫理，哲学，宗教，法，政治・経済などに関わる多様な概念や理論と知識を組合せ，多面的・多角的な考察

や理解により公正に解決し，合意形成に向かう力の養成ができる。 
Ｄ① 研究活動の意義と過程，研究倫理を理解し，観察・実験・調査など事象の分析手法，成果の発表方法という一連の課

題研究を通して，多角的・複合的に事象を捉え課題を設定する力，探究の過程を遂行する力，探究の過程を整理し，
成果を表現する力の養成ができる。  

  
ＡＡ  国国語語・・英英語語・・保保健健体体育育・・家家庭庭・・芸芸術術ににおおけけるる言言語語活活動動をを通通ししたた積積極極的的ななココミミュュニニケケーーシショョンン能能力力のの養養成成  
AA--11  現現代代のの国国語語（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「現代の国語」（筑摩書房） 

使用副教材 「総合国語便覧」（第一学習社），「意味から学ぶ頻出漢字3000」（第一学習社） 

学習の到達目標 
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成すること
を目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 実社会に必要な国語の知識や技能を身に付けようとしている。 

ｂ 
「話すこと・聞くこと」，「書くこと」，「読むこと」の各領域において，論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像
したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分の思いや考えを広げたり深めたりしようとして
いる。 

ｃ 
言葉がもつ価値への認識を深めようとしているとともに，読書に親しむことで自己を向上させ，我が国の言語文化の担
い手としての自覚をもち，言葉を通して積極的に他者や社会に関わったり，ものの見方，感じ方，考え方を深めたりし
ようとしている。 

内内容容  幅広い分野の文章に触れ，「話す，聞く」「読む」「書く」活動をバランスよく行い，論文を読んだり，書いたりする
上で必要な力の伸長を目指した。  

方方法法  評論文の一節を引用し，自分の意見をまとめ発表する活動・文章の内容を要約する活動・議論する力の育成を目指
したディベート活動・表現力やプレゼン力の向上を目標にしたポップ作成の活動などを行った。 

検検証証  様々な活動ごとの感想やアンケートから生徒の意識が向上したかを分析，検証した。 
成成果果  アンケートの記述結果によると，授業を通して社会的なテーマについて関心を高めている様子が見ることができた。

要約を作成する活動を通し，読解力や表現力が向上した。また他者と意見交換するディベート等の活動を通して健全
な姿勢で相手を批判したり，建設的な意見を述べたりする力も向上した。  

  
AA--22  言言語語文文化化（（第第１１学学年年３３単単位位））  
使用教科書 「言語文化」（数研出版） 

使用副教材 
「総合国語便覧」（第一学習社），「ちくま小説入門」（筑摩書房） 
「体系古典文法」（数研出版），「これからの漢文」（尚文出版） 

学習の到達目標 
言葉による見方・考え方を働かせ，言語活動を通して，国語で的確に理解し効果的に表現する資質・能力を育成すること
を目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
生涯にわたる社会生活に必要な国語の知識や技能を身に付けようとしているとともに，わが国の言語文化に対する理
解を深めようとしている。 

ｂ 
論理的に考える力や深く共感したり豊かに想像したりする力を伸ばし，他者との関わりの中で伝え合う力を高め，自分
の思いや考えを広げたり深めたりしようとしている。 

ｃ 
言葉がもつ価値への認識を深めるとともに，生涯にわたって読書に親しみ自己を向上させ，我が国の言語文化の担い手
としての自覚をもち，言葉を通して他者や社会に関わる態度を養おうとしている。 
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内内容容  さまざまな時代・ジャンルの複数の文学的文章の読み比べを行い，言葉の持つ力を知り，言葉によって伝えあう力
を育成する。 

方方法法  古文・漢文・近代の文章の読解，また複数の文章の読み比べを通して双方の共通点や相違点を洗い出し考察する活
動により，様々な場面で必要となる「分析力」を育成する。 

検検証証  文章を比較することにより新しい発見が得られたかどうかを単元の最後に行うアンケート結果から分析，検証した。  
成成果果  教科書に掲載されている文学的文章を読み比べることで，生徒一人一人が内容をより深く理解しようと探究する姿

勢がみられるようになった。文学的文章を相対的に見ることで新たにその文章の価値に気づいたという感想を述べる
生徒もおり，手ごたえを感じた。  

  
AA--33  現現代代文文ＢＢ（（第第２２学学年年文文系系３３単単位位・・理理系系２２単単位位））  
使用教科書 「新 探求現代文Ｂ」（桐原書店） 

使用副教材 
「新訂総合国語便覧」（第一学習社）  
「ちくま評論入門 改訂版」（筑摩書房），「改訂新版 よむナビ現代文３」（いいずな書店） 

学習の到達目標 
近代以降の様々の文章を的確に読解し，適切かつ効果的に表現する能力を高めるとともに，ものの見方・考え方を深め，国
語の力の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ ・言語文化および言葉の特徴やきまりなどについて知識を身につけている。 

ｂ 
・近代以降の文章を的確に読み取ることができる。 
・必要な情報を用いて，相手や目的・課題に応じた適切な表現で書いたり話したりすることができる。 

ｃ 
・言語文化に関心を抱き，他者や社会に関わろうとする。 
・目的に応じて読書の幅を広げ，自分の考えを深めている。 

内内容容  現代社会の諸課題や哲学的問題を扱った様々な評論文や，人間について深く考察した近代小説を取り上げ，内容や
構造を的確に把握する力，批判的に思考する力，自分の考えを他者に正確に伝える表現力を身につける活動を行った。  

方方法法  論理展開・文脈・表現に即した内容把握，論旨の理解をもとに，読解によって新たに得た知見や視点を用い，身近
な社会現象などの事例と関連づけて思考したことをまとめ，意見交換や発表を行う。（論理的な文章） 
作品の構造・コンテクストや人物及びその言動の描写・表現から作中人物の心情や意図を理解し，作品の解釈を深

めて得た自分の考えをまとめ，文章にしたり，意見交換を行ったりする。（文学的な文章） 
検検証証  論理的な文章の読解を通して，論理構造の把握に基づき，他者の意見を正確に理解する力の伸張を図った。その上

で要約の課題や論理構造を図示してまとめる活動に一定の効果が認められた。また，文学的な文章をの読解を通して，
本文に述べられた情報を元に自身の考えを示したり，問に取り組んだりすることで客観的思考力の育成が図られた。
どちらの文章にも共通する点として，グループワークやペアワークを通して，自身の考えを他者と共有することで，
深化を図ったり，新たな気づきを得られたりすることにも一定の効果が見られた。  

成成果果  論理的な文章を読むことで，常識とされる物事に疑いの目を向け新たな思考を展開することの重要性に気づき，批
判的思考力を高めることができた。また，文学的な文章の読解において，他者の心情を慮る力，自身の思いや考えを
適切な語句を用いて表現することを学んだ。  

  
AA--44  現現代代文文ＢＢ（（第第３３学学年年文文系系３３単単位位・・理理系系２２単単位位））  
使用教科書 「新 探求現代文Ｂ」（桐原書店） 

使用副教材 「現代文単語 げんたん」（いいずな書店），「新訂総合国語便覧」（第一学習社） 

学習の到達目標 
近代以降の様々な文章を的確に理解し，適切に表現する能力を高めるとともに，ものの見方，感じ方，考え方を深め，進
んで読書することによって，国語力の向上を図り人生を豊かにする態度を育てる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・語句の意味や，用法を的確に理解し，語彙を豊かにする。 
・目的や課題に応じて収集した情報を分析，整理して資料を作成する。 

ｂ 
・文章を読んで，構成，展開，要旨などを的確にとらえる。 
・文章を読んで，書き手の意図や，人物，情景，心情の描写などを的確にとらえ，表現を味わう。 

ｃ ・文章を読んで批評することを通して，人間，社会，自然などについて自分の考えを深めたり発展させたりする。 

内内容容  現代社会の諸課題や哲学的問題を扱った様々な評論文や，人間について深く考察した近代小説を取り上げ，内容や
構造を的確に把握する力，批判的に思考する力，自分の考えを他者に正確に伝える表現力を身につける活動を行った。  

方方法法  論理展開・文脈・表現に即した内容把握，論旨の理解をもとに，読解によって新たに得た知見や視点を用い，身近
な社会現象などの事例と関連づけて思考したことをまとめ，意見交換や発表を行う。（論理的な文章） 
作品の構造・コンテクストや人物及びその言動の描写・表現から作中人物の心情や意図を理解し，作品の解釈を深

めて得た自分の考えをまとめ，文章にしたり，意見交換を行ったりする。（文学的な文章） 
検検証証  論理的な文章はもちろん文学的な文章においても，構成や表現をもとに内容や論旨・主題を論理的に捉え，分析・

解釈する力が身についた。様々な文章に対する自分なりの確かな理解・解釈をもとに，批判的な思考力も促された。
また，話し合いを通じて自分とは異なる他者のものの見方・考え方も受け入れる柔軟性と，話し合いが建設的になる
ための健全な批判力が育成された。  

成成果果  文章の展開を抑え，それを書いてまとめていくことで，要約的な読解が可能になり，論旨や主題を把握する力が伸
長した。理解したことをもとに発展的に思考したことを他に伝える活動を通して，表現力や他者受容力が高まった。 

 
AA--55  英英語語ココミミュュニニケケーーシショョンンⅠⅠ（（第第１１学学年年４４単単位位））  
使用教科書 「BLUE MARBLE English CommunicationⅠ」（数研出版） 

使用副教材 「ワードボックス英単語・熟語【アドバンスト】」（美誠社） 

学習の到達目標 

日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，事前の準備，対話の展開，情報量などにおいて，

多くの支援を活用すれば，[[聞聞くくこことと]]必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握し，必要な情報を聞き取り，概要や要

点を目標に応じて捉えることができる。[[読読むむこことと]]必要な情報を読み取り，書き手の意図を把握り，概要に応じてとらえ

ることができる。[[話話すすこことと((ややりりととりり))]]基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え合うやりとりを続け，

理論性に注意して伝え合うことができる。 
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[[話話すすこことと((発発表表))]]基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを理論性に注意して話して伝えることができる。

[[書書くくこことと]]基本的な語句や文を用いて，聞いたり読んだりしたことを基に，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して

文章を書いて伝えることができる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
外国語の音声や語い，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，４技能による実際のコ

ミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけられたかどうか。 

ｂ 

コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考

えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え

合ったりすることができたかどうか。 

ｃ 
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自立的に外

国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけられたかどうか。 

内内容容  日常的・社会的な話題に関する英文を読んだり聞いたりすることで，基礎的文法事項や語彙力を定着させる   
とともに，英文を読み取る力やそれを元に自分の意見を発表する表現力を育成する授業を行った。  

方方法法  英文を読んだり，聞いたりして内容を理解する活動や，要約や意見を英語で書き話す活動を個人やペアで行   
い，ときには全体の前でプレゼンテーションをする機会を設けた。また，写真や表などの資料を活用して，学んだこ
とを自分の言葉でわかりやすく伝える力をみるパフォーマンステストも行った。 

検検証証  多種多様な英文に多く触れることで，要点や概要を捉える力がついてきた。与えられたテーマについて自分      
の意見や感想を書き，発表することに慣れた。  

成成果果  科学技術分野に関する英文の論理展開に慣れることができた。また，基本的な文法力・語彙力を定着させるととも
に，他者を意識した発表活動を通して，コミュニケーション能力全般の向上が見られた。  

  
AA--66  論論理理・・  表表現現ⅠⅠ（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「Vision Quest English Logic and Expression Advanced 」（啓林館） 

使用副教材 
「Vision Quest総合英語Ultimate」（啓林館） 
「Vision Quest論理・表現ⅠAdvanced WORKBOOK」（啓林館） 
「Focus On Listening Pre-Standard」（エミル出版） 

学習の到達目標 

日常的な話題や社会的な話題について，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，多くの支援を活用すれば，［話すこ
と（やりとり）］基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え合ったり，必要な情報を得たり，意見や主張な
どを論理の構成や展開を工夫して伝え合うことができる。［話すこと（発表）］基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気
持ちなどを伝えたり，スピーキングやプレゼンテーションなどの活動を通して，意見や主張などを論理の構成や展開を工
夫して伝えたりすることができる。［書くこと］基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝える文章を書い
たり，意見や主張などを論理の構成や展開を工夫して伝える文章を書いたりすることができる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，４技能による実際のコ
ミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけられたかどうか。 

ｂ 
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考
えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え
合ったりすることができたかどうか。 

ｃ 
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自立的に外
国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけられたかどうか。ｐ 

内内容容 「話す」「書く」という活動を行い，また，論理的に表現できるようにする。また，その土台となる英文法の運用能
力と，音声言語に精通することを養う。  

方方法法 様々な言語使用場面を設定し，アウトプット活動を行う。 
検検証証 ペアワーク，グループワーク，発表活動を行い評価する。  
成成果果 大量のアウトプット活動を行うことで，生徒は「いかに良質なインプットが必要か」を学ぶことができる。  
  
AA--77  ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅡⅡ（（第第２２学学年年４４単単位位））  
使用教科書 「Revised ELEMENT English CommunicationⅡ」（啓林館） 

使用副教材 「英単語ターゲット1900」（旺文社），「Cutting Edge Yellow」（エミル出版），教科書音声ＣＤ 

学習の到達目標 

[[聞聞くくこことと］］日常的・社会的な話題について，話される速さや，使用される語句や文，情報量などにおいて，一定の支援
を活用すれば， 必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握し，必要な情報を聞き取り，概要や要点， 詳細を捉えるこ
とができる。[[読読むむこことと]]日常的な・社会的な話題について，一定の支援を活用すれば， 必要な情報を読み取り，書き手
の意図を把握し，概要や要点， 詳細を目的に応じてとらえることができる。[[話話すすこことと((ややりりととりり))]]日常的・社会的な話
題について，使用する語句や文，対話の展開などにおいて，基本的な語句や文を用いて，情報や考え，気持ちなどを伝え
合うやりとりを続け，理論性に注意して詳しく伝え合うことができる。[[話話すすこことと((発発表表))]] 日常的・社会的な話題につい
て，使用する語句や文，事前の準備などにおいて，一定の支援を活用すれば， 多様な語句や文を用いて，情報や考え，
気持ちなどを理論性に注意して詳しく話して伝えることができる。[[書書くくこことと]]日常的・社会的な話題について，使用する
語句や文，基本的な語句や文を用いて，聞いたり読んだりしたことを基に，情報や考え，気持ちなどを論理性に注意して
詳しく伝える複数の段落からなる文章を書くことができる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
外国語の音声や語い，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，４技能による実際のコ
ミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけられたかどうか。 

ｂ 
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や考
えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり伝え
合ったりすることができたかどうか。 

ｃ 
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しながら，主体的，自立的に外
国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけられたかどうか。 

内内容容  英語を通して，日常的・社会的な話題について必要な情報を得たり，考え・気持ち・情報を伝えたりする力を付け
ることを通して，積極的に相手を理解し，積極的に周囲に働きかける力の養成を目指した。  
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方方法法  文章を読むたびに内容を要約させた。また，そうして行った要約をペア・グループ・全体で発表し，文章を読んで
感じたことをペア・グループ・全体で問いかけあわせ，発表させた。要約して発表する力については，定期考査ごと
にパフォーマンステストを行って測定した。 

検検証証 パフォーマンステストの得点は，必ずしも期を追うごとに上昇したわけではなかった。例えばあるクラスでは，平
均点が10点満点で7.6点→8.0点→7.0点→7.7点と推移した。これは，要約させる英文の難易度が上がったことや
分量が増えたことが原因であろう。つまり，題材にした英文のレベルが上がるのと同程度のペースで，要約し発表す
る力が伸びたと言える。また，生徒の授業評価アンケートの記述によると，英文を読んだ後の感想を伝え合ったり，
同じ英文を読んで考えた独自の質問を問いあったりする活動を通して，多角的なものの見方があることを知り，それ
を身に着けることができたようだ。 

成成果果 まとまった量の英文を要約する活動を繰り返したことで，文章の要点を正確につかむ力を付けることができた。ク
ラスメイトと質問しあい，意見を交換することを通して，積極的にコミュニケーションを図り，物事を多角的に見る
態度が身に付いた。  

  
AA--88    ココミミュュニニケケーーシショョンン英英語語ⅢⅢ（（第第３３学学年年４４単単位位））  
使用教科書 「Revised ELEMENT English Communication Ⅲ」（啓林館） 

使用副教材 「Cutting Edge Orange」（エミル出版），「英文法・語法 Vintage」(いいずな書店 ） 

学習の到達目標 

「コミュニケーション英語Ⅱ」の学習を踏まえ，日常的・社会的な話題について，以下に示す五つの領域別に設定する
目標を，事前の準備や語彙レベルの調節などの支援をほとんど活用しなくても，自立的に達成することができるように
なること。ただし，自発的に支援を求めることができることも自立性の様態のひとつとする。 
［［聞聞くくこことと］］話の展開に注意しながら必要な情報を聞き取り，話し手の意図を把握したり，話の概要・要点・詳細を目
的に応じて捉えたりできる。 
［［読読むむこことと］］文章の展開に注意しながら必要な情報を読み取り，書き手の意図を理解したり，文章の概要・要点・詳細
を目的に応じて捉えたりすることができる。 
［［話話すすこことと（（ややりり取取りり））］］場面に応じて適切に表現を使い分け，情報や考え，気持ち，課題の解決策などを詳しく，或
いは論理的に話して伝え合うことができる。必要に応じて会話を発展させることができる。 
［［話話すすこことと（（発発表表））］］経験したことや聞いたり読んだりしたことをもとに，多様な語句や文を目的・場面・状況に応じ
て適切に用いて，情報・考え・気持ちを論理的に伝えることができる。 
［［書書くくこことと］］経験したことや聞いたり読んだりしたことをもとに，多様な語句や文を場面や状況などに応じて適切に用
いて，情報・考え・気持ちなどを複数の段落から成る文章で論理的に詳しく書いて伝えることができる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
外国語の音声や語彙，表現，文法，言語の働きなどの理解を深めるとともに，これらの知識を，4 技能による実際の
コミュニケーションにおいて，目的や場面，状況などに応じて適切に活用できる技能を身につけられたかどうか。 

ｂ 
コミュニケーションを行う目的や場面，状況などに応じて，日常的な話題や社会的な話題について，外国語で情報や
考えなどの概要や要点，詳細，話し手や書き手の意図などを的確に理解したり，これらを活用して適切に表現したり
伝え合ったりすることができたかどうか。 

ｃ 
外国語の背景にある文化に対する理解を深め，聞き手，読み手，話し手，書き手に配慮しならが，主体的，自立的に
外国語を用いてコミュニケーションを図ろうとする態度を身につけられたかどうか。 

内内容容  評論・物語・エッセイなどの英文を，文法や文構造，歴史的，文化的背景を意識しながら精読し，要点や詳細をと
らえる。または，速読して概要をとらえる。読んだ内容について自分の意見を述べたり，他者の意見を聞いたりしな
がら，取り上げられている問題について考えを深め，解決策を考える。 

方方法法  ① 聞いたり読んだりしたことなど，情報や考えなどについて，語句や文法事項などの知識を活用し英語でまとま
りのある文章を書く。 

② 単語の発音やリズム，イントネーションなどの英語の音声的特徴を捉え，事物に関する紹介や報告，対話など
を聞いて，概要・要点・詳細を捉える。 

③ 聞いたり読んだりしたこと，学んだことや経験したことに基づき，自分の考えについて英語で話し合ったり，
意見の交換をする。 

④ 聞いたり読んだりしたことに基づき，内容を口頭で要約し，場面に応じた英語表現を使って話す。  
検検証証  授業における活動の様子，定期考査等で目標の達成具合を検証した。多様な英文を理解するためには，英語の知識

のみならず，人文分野や科学分野など多岐にわたる背景知識が必要となるが，高校３年間の様々な教科の学習内容か
ら得られた知識が，英語理解にも役立っているものと思われる。 

成成果果  科学分野の英文も含め幅広い題材の英文の学習を通して，的確に読み取ったり，聞き取ったりする能力が向上した。
特に授業で扱った長文で科学的な内容のものは，学術研究（課題研究）で行った研究発表と同じ論理展開であること
が多く，自らの経験を内容の理解に結びつけることができた。また，多種，多様，大量の英語に触れることにより，
科学分野のみならず各分野の知識が，相互の分野の理解に好影響を与え，より深い理解に繋がった。この成果が，高
度なレベルの英文を読み解き，各テーマについて自らの意見を表出する力へとうまく結びついたものと考えている。 

  
AA--99  保保健健（（第第１１学学年年１１単単位位））  
使用教科書 「新高等 保健体育」（大修館書店） 

学習の到達目標 
保健の見方・考え方を働かせ，合理的，計画的な解決に向けた学習過程を通して，生涯を通じて人々が自ら
の健康や環境を適切に管理し，改善していくための資質・能力を次のとおり育成する。  

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 個人及び社会生活における健康・安全について理解を深めるとともに，技能を身につけるようにする。 

ｂ 
健康についての自他や社会の課題を発見し，合理的，計画的な解決に向けて思考し判断するとともに，目
的や状況に応じて他者に伝える力を養う。 

ｃ 
生涯を通じて自他の健康の保持増進やそれを支える環境づくりを目指し，明るく豊かで活力ある生活を営
む態度を養う。 

内内容容  個人及び集団の生活における健康・安全について系統立てて考え，これらに関わる諸問題ついて科学的に解決する
能力や態度を養い，健康の重要性や人間の生命の尊厳について認識を深めていく。  
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方方法法  単元についてまとめ研究発表を行う。前期では，図書館から参考となる資料を探し，調べ学習で得た知識をまとめ
発表する。後期では，グループ活動で単元についての映像作品制作をし，その作品を用いて発表を行う。 

検検証証  活動の振り返りでは，個人の研究発表の単元についての問題やその改善策を聴くことで，より知識が深まった。グ
ループ活動では，構成を考えまとめることで見通しを持った取り組みができた。役割を分担し伝わりやすい工夫を考
えながら活動できたという意見があった。 

成成果果  様々な学問分野と関わりが深い教科であるため，参考資料を用いた調べ学習やグループ活動での映像作品制作を
通して，旺盛な好奇心と意欲を持たせながら学習に取り組めていた。 

  
AA--1100  家家庭庭基基礎礎（（第第11学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「家庭基礎」（東京書籍） 

使用副教材 「LIFE おとなガイド 家庭科 資料＋グラフ式成分表」（教育図書） 

学習の到達目標 
１．人の一生と家族・家庭及び福祉，衣食住，消費生活などに関する基礎的基本的な知識と技術を習得する。 
２．学習した知識や技術を嘉永や地域の生活課題を主体的に解決する態度を育成する。３，家族や社会との共生を目指し

生活の充実向上を図る能力と実践的態度を育てる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
人間の生涯にわたる発達と生活の営みを総合的に捉え家族・家庭について理解を深め生活を主体的に営むため必要な
家族・家庭，衣食住，消費，環境などについて理解しそれらにかかる技能を身につけている。 

ｂ 
生涯を見通して，家族・家庭や地域及び社会における生活の中から問題を見いだし課題設定し，解決策を考え，実践を
評価・改善し，考察したことを根拠に基づき論理的に表現し課題解決能力を身につけている。 

ｃ 
様々な人と協力しながらよりよい社会の構築に向けて課題解決に主体的に取り組み，振り返り改善し，地域社会に参画
しようとするとともに，自分や家庭，地域の生活を創造し実践しようとしている。 

内内容容  自分と自分が生活している社会のありようについて考え，自分たちが暮らしやすい世界を実現するために世界に 
存在するものや制度をどのように活用したら良いかを科学的に考えさせた。また自分の行動が社会に対してどのよう
な影響を与えうるかを考察できるように促した。  

方方法法  単元毎に自分で学び得たことを振り返ることで，生活に関わる様々な事象について考察させた。またグループワー
クにおいての発表や実験実習時のコミュニケーション，夏季課題の研究発表会を通してお互いの意識について刺激し
合い，複雑な考察ができるように促していった。  

検検証証  グループワークや実験実習等に関してはアンケート調査の記載で肯定的な意見が目立った。それらを活かし，普段
の生活の中で「自分にできること」や「しなければならないこと」等を生徒が自分で理解でき，実行する力を付ける
ようすすめていきたい。  

成成果果  家庭基礎を学ぶことによって，知識の習得だけではなく，学び得た知識を土台にした考察ができるよう促してきた。
発表の場面で他の生徒の考えを聞き様々な考え方や問題解決の糸口があることを知り得たことは成果だったと感じ
ている。日々の暮らしの中で学びを実践する態度を養えたのではないかと考えている。  

  
AA--1111  音音楽楽ⅠⅠ（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「ＭＯＵＳＡ１」（教育芸術社） 

使用副教材 「Classic Guitar Course Vol.1」（ヤマハミュージックメディア） 

学習の到達目標 
音楽の幅広い活動を通して，音楽的な見方・考え方を働かせ，生活や社会の中の音や音楽，音楽文化と幅広く関わる資質・
能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
曲想と音楽の構造や文化的・歴史的背景などとの関わり及び音楽の多様性について理解するとともに，創意工夫を生か
した音楽表現をするために必要な技能を身に付けようとしている。 

ｂ 
自己のイメージをもって音楽表現を創意工夫することや，音楽を評価しながらよさや美しさを自ら味わって聴くこと
ができる。 

ｃ 
主体的・協働的に音楽の幅広い活動に取り組み，生涯にわたり音楽を愛好する心情を育むとともに，感性を高め，音楽
文化に親しみ，音楽によって生活や社会を明るく豊かなものにしていく態度を養おうとしている。 

内内容容  ①「重唱」 ②「合唱」 ③「ギターアンサンブル」 ④「創作和太鼓」 ⑤「鑑賞プレゼンテーション」 
方方法法  ① ４人１組で行う無伴奏の「重唱」 ②クラス単位で行う「合唱」におけるパート練習・全体練習 

③ ３人１組で行う「ギターアンサンブル」 ④４～６人で作曲と演奏を行う「創作和太鼓」 
⑤ １人５分の持ち時間で，自分のおすすめの曲・演奏家・作曲家などを動画・生演奏・スライド等を用いてクラ

ス全員に紹介する「鑑賞プレゼンテーション」 
これらの練習・創作・準備・発表・まとめのそれぞれの場面において，かなりの頻度と密度で，生徒間・教師と生
徒間での言語活動を通した積極的なコミュニケーションが必須になる。 

検検証証  話し手や聞き手の表情などから，意図を的確に理解し，深く共感・豊かに想像し，適切に表現するなど，音楽の表
現領域，鑑賞領域ともに他者と意識的に関わり，伝え合うことができる力の養成ができる。 

成成果果 新型コロナウイルス感染症対策で全授業マスク着用のため，お互いの顔の表情が十分に読み取れなかったが，グル
ープや集団での学校行事が制約を受けた状況下にあっては，音楽の授業における各種学習活動がそれらを補完し，求
められる力の養成に寄与できたと考えている。 

② ４クラス合同 合唱コンクール ④ ４クラス合同 創作和太鼓発表会 ⑤ 鑑賞プレゼンテーション 
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AA--1122  美美術術ⅠⅠ（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「高校生の美術Ⅰ」（日本文教出版） 

学習の到達目標 
美術の幅広い創造活動を通して，美的体験を豊かにし，生涯にわたり美術を愛好する心情を育てるとともに，感性を高め，
創造的な表現と鑑賞の能力を伸ばし，美術文化についての理解を深める。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
創造活動を通して，材料や用具の特性を理解し，空間認識力，画面構成力，観察力，描写力，などの技能を身に付ける
ようにする。 
また，すぐれた美術作品に関する知識を深め，鑑賞の能力を高める。 

ｂ 
作品の制作活動を通して，制作プロセスの理解や，新しいものを発想する力，主題を生成・追求する力，構想を練る力，
表現の技法，計画的に制作する力などの資質や能力を養う。 

ｃ 
創造活動に主体的に取り組み，意欲を持って制作を行う力を育成する。また，作品を完全に完成させることに対する自
覚を促す。 

内内容容  ① 静物画 ② モノクロトーン ③ 粘土造形 ④風景画 ⑤ 読書感想画 ⑥ 水墨画 ⑦ 篆刻 ⑧ レタリング 
方方法法  ① 目の前の物を正確に描いて着彩する。 ② 資料を選びトレースをして明暗段階をつける。 
   ③ 作品の制作意図や過程を文章で書いて，作品の写真に添えて提出する。 
   ④ 校内の風景を現場で描く。 ⑤ 本を選び，資料を収集して作品についての感想を書く。 
   ⑥ 水墨画５枚描く。 ⑦ 石に漢字を彫る。 ⑧ 四字熟語をレタリングする。 
   主な生徒作品を美術室前壁面に掲示して，制作意欲を喚起する。水墨画と粘土造形は全ての作品をクラスごとに展

示。全ての課題を通して，芸術の心構えを話し，注意し，のびのびと制作できるよう促す。 
検検証証  対象物や教師の考える制作意図を的確に理解し，深く共感・豊かに想像し，適切に表現するなど，観察がおろそか

になりがちな対象物の特長や，自分の内面を深く見つめてそれを表現に結びつけるきっかけをあらゆる機会を捉えて
与える。 

成成果果  様々な課題を通して，自分の得意，不得意を深く理解し，表現しようとする努力が見受けられた。授業中，他人
の良さを認め合うような雰囲気が感じられた。掃除や備品の整理整頓が年度当初と比べて格段に良くなった。全て
のことに責任を持って行動できるようになった。 

 
ＢＢ  数数学学・・理理科科・・情情報報ににおおけけるる探探究究活活動動をを通通ししたた数数学学的的・・科科学学的的なな探探究究能能力力のの養養成成  
BB--11    数数学学ⅠⅠ（（第第１１学学年年３３単単位位））  
使用教科書 「数学Ⅰ」（啓林館） 

使用副教材 「4STEP 数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・数と式，２次関数，三角比，論証，データの分析について基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり表現・処理したりする技能を身に付けている。 

ｂ 
・数学を活用して論理的に考察する力，思考の過程を振り返って本質を明らかにし統合的・発展的に考察する力を身に付
けている。 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

ｃ 
・数学のよさを認識し，数学を活用して粘り強く柔軟に考え，数学的論拠に基づき判断しようとする。 
・問題解決の過程を振り返って考察を深め，評価・改善しようとする。 

内内容容  「数と式」「２次関数」「三角比」「論証」「データの分析」「課題研究」 
方方法法 ・基礎基本の定着を図ることはもちろん，系統性を考え，発展的な内容も扱う。 
   ・ペアワークやグループ討論なども盛り込み，生徒が発表する場面を多く設定する。 
検検証証 ・授業における生徒たちの変容をみとることで検証を行った。 
   ・授業アンケートの回答から検証を行った。 
成成果果  ・間違いを恐れずに自分の考えを発表できる生徒が増えた。 
   ・問題解決能力だけでなく，概念的な理解力も身についた。 
   ・新型コロナウイルス感染症の影響もあり，協働的な学びの機会を減少せざるを得ない点は残念であった。 
  
BB--22    数数学学ＡＡ（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「数学Ａ」（啓林館） 

使用副教材 「4STEP 数学Ⅰ＋Ａ」（数研出版） 

学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・集合，場合の数と確率，整数の性質，図形の性質についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり表現・処理したりする技能を身に付けている。 

ｂ 
・数学を活用して論理的に考察する力，思考の過程を振り返って本質を明らかにし統合的・発展的に考察する力を身に付
けている。 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

ｃ 
・数学のよさを認識し，数学を活用して粘り強く柔軟に考え，数学的論拠に基づき判断しようとする。 
・問題解決の過程を振り返って考察を深め，評価・改善しようとする。 

④ 風景画展示 ⑤ 読書感想画展示 ⑥ 水墨画展示 
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内内容容  「場合の数」「確率」「図形の性質」「図形の性質」「数学と人間の活動」「課題研究」  
方方法法  「数学Ａ」のみならず，「数学Ⅰ」との融合問題に取り組み，「課題学習」については数学Ⅰと並行して実施するな

ど，学習内容の関連性や系統性を重視し配置した。 
検検証証  「数学Ａ」と「数学Ⅰ」で関連性のある分野を同時並行で取り組むことで，既に有している知識・技能の活用を通

じて，それぞれの内容に関する知識や技能を深めることにつながった。  
成成果果  「数学Ⅰ」の三角比の復習と並行して「図形の性質」を学習することで，それぞれの内容の理解を深めることがで

きた。また「数学と人間の活動」では，合同式の紹介など教科書の内容から踏み込んで学習することができた。  
  
BB--33    数数学学ⅡⅡ（（第第１１学学年年１１単単位位））  
使用教科書 「数学Ⅱ」（啓林館） 

使用副教材 「4STEP 数学Ⅱ＋B」（数研出版） 

学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・式と証明・方程式，図形と方程式について基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり表現・処理したりする技能を身に付けている。 

ｂ 
・数学を活用して論理的に考察する力，思考の過程を振り返って本質を明らかにし統合的・発展的に考察する力を身に付
けている。 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

ｃ 
・数学のよさを認識し，数学を活用して粘り強く柔軟に考え，数学的論拠に基づき判断しようとする。 
・問題解決の過程を振り返って考察を深め，評価・改善しようとする。 

内内容容 「いろいろな式」「図形と方程式」及び数学Ⅰ，数学Ａの既習内容 
方方法法 例えば，恒等式を指導する際に，数値代入法において十分条件の確認がなぜ必要なのか説明させたり，教科書の内

容を超えた事項を扱ったり，既習事項を含めて別解を考えるなど論理的に思考する力，多様な見方を身に付けるよう
にした。 

検検証証 校内で実施している自己評価アンケート及び授業評価アンケートから判断する。  
成成果果 自己評価アンケートから知識技能のみならず課題解決力・発展的思考においても成長がみられた。  
  
BB--44  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ数数学学ⅡⅡ」」（（第第２２学学年年４４単単位位））  
使用教科書  補助教材 「改訂版 数学Ⅱ」（数研出版），「改訂版 数学Ⅲ」（数研出版） 

使用副教材 「4STEP 数学Ⅱ＋Ｂ，Ⅲ」（数研出版） 

学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・図形と方程式，指数関数・対数関数，三角関数及び微分・積分の考えについての基本的な概念や原理・法則を体系的に
理解している。 

・事象を数学化したり，数学的に解釈したり表現・処理したりする技能を身に付けている。 

ｂ 
・数学を活用して論理的に考察する力，思考の過程を振り返って本質を明らかにし統合的・発展的に考察する力を身に付
けている。 

・数学的な表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

ｃ 
・数学のよさを認識し，数学を活用して粘り強く柔軟に考え，数学的論拠に基づき判断しようとする。 
・問題解決の過程を振り返って考察を深め，評価・改善しようとする。 

内内容容  「三角関数」「指数関数・対数関数」「微分と積分」(数学Ⅱ) 
「複素数平面」「式と曲線」「関数」｢極限｣ (数学Ⅲ)  

方方法法  「数学Ⅱ」に続けて，数学Ⅲの｢関数｣「極限」「複素数平面」｢極限｣を配置した。「数学Ⅱ」で学習する関数から，
放物線・楕円・双曲線や分数関数・無理関数までを通して学び，関数の極限や微分を体系的に学習する。「数学Ⅱ」で
学習した三角関数を，媒介変数表示や極座標と関連付けて学習する。分野横断的・関連的に学習することで，生徒の
興味関心を高めつつ，発展的な学習につなげる。 

検検証証  校内で実施している自己評価アンケート及び授業評価アンケートから判断する。  
成成果果 自己評価アンケートから発展的思考，主体的に学習に取り組む態度においても成長がみられた。  
  
BB--55  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ数数学学ＢＢ」」（（第第２２学学年年２２単単位位））  
使用教科書  補助教材 「改訂版 数学Ｂ」（数研出版），「改訂版 数学Ⅲ」（数研出版） 

使用副教材 「4STEP 数学Ⅱ＋Ｂ，Ⅲ」（数研出版） 

学習の到達目標 数学的な見方・考え方を働かせ，数学的活動を通して，数学的に考える資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・数列，ベクトル，複素数平面についての基本的な概念や原理・法則を体系的に理解している。 
・事象を数学化したり，数学的に解釈したり表現・処理したりする技能を身に付けている。 

ｂ 
・数学を活用して論理的に考察する力，思考の過程を振り返って本質を明らかにし統合的・発展的に考察する力を身に付
けている。 

・数学的表現を用いて事象を簡潔・明瞭・的確に表現する力を身に付けている。 

ｃ 
・数学のよさを認識し，数学を活用して粘り強く柔軟に考え，数学的論拠に基づき判断しようとする。 
・問題解決の過程を振り返って考察を深め，評価・改善しようとする。 

内内容容  学習する単元は「数列(数学Ｂ)」，「ベクトル(数学Ｂ)」  
方方法法  ｢数列｣，「ベクトル」の順に配置し，「ＳＳ数学Ⅱ」の後半での「媒介変数表示」「極座標」の学習にも関連付けた。

これにより学習内容の関連性や系統性を重視した教育課程を編成し，基礎基本から思考力・判断力を養う発展的な内
容まで理解することができる。  

検検証証  「数学Ｂ」と「数学Ⅲ」で関連性のある分野について間を置かず取り組むことで，既に有している知識・技能の活
用を通じて，それぞれの内容に関する知識や技能を深めることにつながった。  

成成果果 ベクトルは特に苦手意識を持つ生徒が多い分野であるが，ＳＳ数学Ⅱでの複素数平面との類似性と独自性を考える
ことができ，ベクトルの知識も定着し，記述力も高まった。  
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BB--66  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ数数学学ⅢⅢ」」（（第第３３学学年年４４単単位位））  
使用教科書  補助教材 東京書籍「数学Ⅲ Advanced」 

使用副教材 
東京書籍「TOPSⅢ」，数研出版「クリアー数学Ⅲ」 
ラーンズ「共通テスト対策重要問題集」「共通テスト対策パック」 

学習の到達目標 
（平面上の曲線と複素数平面，）極限，微分法及び積分法についての理解を深め，知識の習得と技能の習熟を図り，事象を
数学的に考察し表現する能力を伸ばすとともに，それらを積極的に活用する態度を育てる。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
（平面上の曲線と複素数平面，）極限，微分法及び積分法における基本的な概念，原理・法則などを体系的に理解し，
事象を数学的に表現・処理する仕方や推論の方法などの技能を身に付けている。  

ｂ 
（平面上の曲線と複素数平面，）極限，微分法及び積分法における事象を数学的に考察し表現したり，思考の過程を振
り返り多面的・発展的に考えたりすることなどを通して，数学的な見方や考え方を身に付けている。 

ｃ 
（平面上の曲線と複素数平面，）極限，微分法及び積分法における論理や体系に関心をもつとともに，数学のよさを認
識し，それらを事象の考察に積極的に活用して数学的論拠に基づいて判断しようとする。 

内内容容 「微分法」「積分法」（数学Ⅲ），総合問題  
方方法法 「数学Ⅲ」の「微分法」，「積分法」を学ぶことで，数式・公式・理論の活用や科学現象そのものへの本質的な理解

力を高めるのは勿論のこと，発展性のある教材を活かして，物理など数学以外の他教科・他科目との融合領域に踏み
込むことができる。 

検検証証 微分法と積分法を様々な関数にまで拡張して活用し，課題解決や既知事項の確認を行うことができた。総合問題を
作成し，分野・教科横断的な学びの定着を生徒も実感できていた。 

成成果果  総合問題の演習を通して，課題発見能力・課題解決能力の向上と粘り強く思考する姿勢が多くの生徒に見られた。
1つの問題に対して様々な角度からアプローチする手法や生徒同士での議論する積極的な習慣の獲得も成果である。  

  
BB--77  化化学学基基礎礎（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「化学基礎」（東京書籍） 

使用副教材 「リードα 化学基礎」（数研出版），「サイエンスビュー 化学総合資料」（実教出版） 

学習の到達目標 
日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，目的意識を持って観察，実験などを行い，化学的
に探究する能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う。

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
物質とその変化について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。物質とその変化に関する観察，
実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学
的に探究する技能を身に付けている。 

ｂ 
物質とその変化の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察し，導き出した考えを的確に表現
している。物質とその変化を微視的にとらえる見方や考え方を身に付けている。 

ｃ 
日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化について関心をもち，目的意識をもって主体的に観察・実験など
に取り組み，科学的な見方や考え方を身に付けている。 

内内容容  日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化への関心を高め，観察や実験などを通して化学的に探究する
能力と態度を身につけるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則を理解し，科学的な見方や考え方を養う内容と
した。 

方方法法  化学基礎と化学（化学基礎における発展的な内容）の学習内容を結びつけるなど，理論的な理解と主体的な学びに
つながる授業展開を心掛け，自作教材を用いた学習を行うことで，様々な化学の現象を理論的に捉えることを目標と
した。身近な話題だけでなく，既習内容を深められるような話題を取り上げ，学習に入る前の問いかけを行うことで，
普段から知識を活用することを意識し，自然と考える力が身につくような工夫を行った。 

検検証証  化学基礎の授業に対するアンケート調査で，「知識や技能の習得や自分の進歩の実感」の項目で，「感じられた」と解答
した生徒が28%，「良く感じられた」と解答した生徒が72%と，発展的な内容を扱っても，理解できると実感している生徒が多い
ことが分かった。中和滴定の実験に加え，様々な科学的な現象や工業的活用方法を動画で紹介し，理解を促すことによっ
て，化学をより身近なものとして捉えることができた。 

成成果果  化学基礎の授業に対するアンケート調査で，「授業資料やスライドが分かりやすく，化学への興味・関心を高める
ことができた」という記述が多く見られた。日常生活や社会との関連を図りながら物質とその変化について関心をも
ち，主体的に学習に取り組みながら，科学的な見方や考え方を身に付けた生徒が増えたものと考えられる。 

  
BB--88  生生物物基基礎礎（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「高等学校 生物基礎」（第一学習社） 

使用副教材 「ニューステージ新生物図表」（浜島書店），「リードLightノート生物基礎」（数研出版） 

学習の到達目標 
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察，実験を行い，生物学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象についての基本的な概念や原理･法則などを理解しているとと
もに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本操作や記録などの基本的な技能を身に付けている。

ｂ 
生物や生物現象から問題点を見いだし，見通しをもって観察，実験などを行い，えられ得られた結果を分析して解釈
し，表現するなど，科学的に探究している。 

ｃ 生物や生物現象に主体的に関わり，見通しをもったり振り返ったりするなど，科学的に探究しようとしている。 

内内容容  「生物の特徴」「ヒトのからだの調節」「生物の多様性と共通性」の分野を中心としながら，他科目との横断的な内
容，および発展的な内容を加えた授業を実施した。 

方方法法  生命現象の理解力の育成と知識活用力・思考力の伸長を目的に，発問やワークシートの構成を工夫し，生徒が思考
を深める場を多く設定した。また，実験・観察を通し，なるべく実物に触れることで本質的な理解を促すとともに，
生命に対する倫理的態度の涵養を図った。今年度実施した主な実験・実習は以下の通りである。 
「サクラの形態観察（解剖・スケッチの基礎）」「顕微鏡観察の方法」「さまざまな細胞の顕微鏡観察（原核細胞・真核
細胞の比較）」「酵素の性質」「海洋生物の観察（合同巡検）」「原形質分離の観察」「ミクロメーターの活用」「ブロッコ
リーのＤＮＡ抽出」「ネギ根端の体細胞分裂の観察」「学校周辺の植生の観察(校庭･公園･空き地)」 

－23－



第３章 研究開発の内容 

24 

検検証証  教科書の内容に加え，「生物」の内容の関連する内容については，発展的な内容として扱った。実験・実習を可能な
限り取り入れ，生命現象を実際に観察させた。また，実験・観察の困難なものについては映像教材の活用や演示実験
を通して実物に触れることを重視してきた。ペアやグループでの実験・観察や，授業でのワークシートや問いに対す
る対話を柱として探究的に学習を進めた。実験・観察では丁寧な観察・記録によって気付きを得るとともに，対象を
可視化するための実験操作の目的や原理を理解し，観察された現象や生物の構造についての討論や考察の内容をレポ
ートにまとめ，理解を深めた。このような取組を通して，関心・意欲の向上にも結びついたと考える。 

成成果果  理科の生物分野は，健康や環境など，日常生活や社会との直接的な関連を見出しやすく，生徒同士の対話が成立し
やすい科目と言える。授業や実習で扱う話題を精選し，ペアやグループでの対話の場面を繰り返し設けることで，主
体的に自分の考えを持ち，臆せずに自分の考えを表明できる生徒が増えた。実験・実習に取組む姿勢も回を重ねるご
とに目的意識を持って主体的に取り組む様子を見取ることができた。生徒アンケートにおいて，「実験・観察を通し
て，生命現象への興味・関心を高めることができた。」という記述が多く見られた。実物に触れる機会を多く持つこと
で，興味・関心の育成や生命現象の理解につなげることができたと考える。一方，クラス全体の場面で討論を活発化
させるには，ＩＣＴ機器を活用するなど更なる工夫が求められる。 

  
BB--99  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ理理科科総総合合ⅡⅡ」」（（第第２２学学年年２２単単位位））  
使用教科書 自作教材 補助教材 「生物基礎 新訂版」（実教出版） 

使用副教材 ｢ニューステージ新生物図表｣（浜島書店），｢リードLightノート生物基礎｣（数研出版） 

学習の到達目標 
日常生活や社会との関連を図りながら生物や生物現象への関心を高め，目的意識をもって観察・実験を行い，生物学的に
探究する能力と態度を育てるとともに，生物学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
日常生活や社会との関連を図りながら，生物や生物現象について理解するとともに，科学的に探究するために必要な観
察，実験などに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

ｂ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

ｃ 
生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度
を養う。 

  
使用教科書 自作教材 補助教材 「地学基礎 改訂版」（啓林館） 

使用副教材 「ニューステージ地学図表」（浜島書店） 

学習の到達目標 
身の回りの地学的な事物・現象に関心をもたせ，主体的，積極的にかかわらせ，問題を見いだす力や科学的な思考力や表
現力を育成するために，季節や地域の実態などに応じて野外観察の実施や，継続的な観察と記録，資料などの蓄積を行い，
地学の基本的な概念や原理・法則を理解させ，科学的な見方や考え方を養う。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
地球や地球を取り巻く環境について，基本的な概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。また，観察，実験
などを行い，基本操作を習得し，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象を科学的に探究する技
能を身に付けている。 

ｂ 
地球や地球を取り巻く環境に関する事物・現象の中に問題を見いだし，探究する過程を通して，事象を科学的に考察
し，導き出した考えを的確に表現している。 

ｃ 
日常生活や社会との関連を図りながら地球や地球を取り巻く環境に関心をもち，意欲的に探究しようとするとともに，
地学的な事物・現象を一連の時間の流れの中で捉えるなど，科学的な見方や考え方を身に付けている。 

内内容容 高校生物の「生物の体内環境とその維持」「生物の多様性と生態系」の分野を中心としながら，前年度学校設定科目
「ＳＳ理科総合Ⅰ」で扱った「生物と遺伝子」や他科目との横断的な内容，および発展的な内容を加えた授業を実施
した。学習指導要領「地学基礎」の「固体地球とその変動」「移り変わる地球」「大気と海洋」「宇宙の構成」の内容に
「生物基礎」の「生物の多様性と生態系」「生態系とその保全」の内容を関連づけながら，地球全体の環境・生命問題
に照らした諸問題の解決に向けた領域にまで拡張し，学習を深化させる。 

方方法法 ＳＳ理科総合Ⅱ（２単位）を地学分野（１単位），生物分野（１単位）に分割し，それぞれ，地学科教員１名，生物
科教員１名で担当した。 

【生物分野】生命現象の理解力の育成と知識活用力・思考力の伸長を目的に，発問やワークシートの構成を工夫し，生徒
が思考を深める場を多く設定した。その際，ＩＣＴを活用しながら，他者の考えを参考にしつつ学習を進め
ることができるように工夫した。 

【地学分野】地学基礎を学習する中で，科学技術と人間生活の関わりや，自然災害の多い地域に暮らす者としての防災に
ついての取り組みを考察，検討する。また，学校設定科目「学術研究Ⅱ」における課題研究との連携を図る。 

検検証証 生物分野の進度は，ほぼ計画通り実施した。本質的な理解を
促すために，やや難易度の高い問いを与えて個人で考察を行
い，他者の考えを共有する試みを日常的に行った。生徒個々の
理解を擦り合わせることによって，様々な気付きがみられた。
このような経験を通して，関心・意欲の向上にも結びついたと
考える。 
右表は，地学分野において，単元ごとに実施したマーク式演

習問題の正答率を示す。「地球と生命の進化」「活動する地球」
が72％に対して，「固体地球」は80％，「大気と海洋」は75％
である。岩石や鉱物，地質年代や古生物といった「知識」の比
重が大きい分野に比べ，現象を質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などの視点で捉え，比較したり，関係付け
たりするなどの探究する方法を用いる分野の正答率が高い。これは，学校設定教科「学術研究」における探究活動を
通して，自然の事物・現象を質的・量的な関係や時間的・空間的な関係などで捉える科学的な視点をもつことで，数
学的・科学的に探究する力の養成ができていることを裏付ける。 

成成果果 生徒アンケートの結果からは，ＩＣＴを活用して視覚的理解を促したり，他者の考えを共有したりすることについ
て肯定的な回答が多く見られた。 
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BB--1100  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ化化学学ⅠⅠ」」（（第第２２学学年年２２単単位位））  
使用教科書 自作教材 補助教材 「改訂 化学」（東京書籍） 

使用副教材 
「四訂版 サイエンスビュー 化学総合資料」（実教出版） 
「六訂版 リードα 化学基礎＋化学」（数研出版） 

学習の到達目標 
化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育
てるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め， 科学的な自然観を育成する。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 化学的な事物・現象に関する基礎的な知識及び基本的な概念や原理・法則を深く，系統的に理解できたか。 

ｂ 
化学的な事物・現象の中から問題を見いだし，観察，実験を中心に問題を解決していくという探究の過程をたどらせる
ことによって科学の方法を習得させ，化学的に探究する能力や態度を育てることができたか。 

ｃ 生徒自らが課題を見付け，考え，見通しをもって主体的かつ意欲的に観察，実験などに取り組むことができたか。 

内内容容  理論化学分野として「物質の状態」「化学反応と熱」「反応速度と化学平衡」 
   有機化学分野として「有機化合物の特徴と構造」「炭化水素」「アルコールと関連化合物」 
方方法法  学習内容がまとめてある自作教材を用いることで，教科書の内容理解の時間を短縮し，理解した内容を活用する時

間を確保した。また，ワークシートを用いて，発展的な内容の問いに答えられるようにしたり，授業者が評価したり
できるようにした。教科書の発展的な内容についても，意識的に扱った。過去の学習内容を振り返ることができるよ
う，毎日，解答解説付きの自主学習教材を配布した。 

検検証証  自作教材により，ポイントを押さえ，理解が深まった生徒がいる一方，内容理解を後回しにしてしまう生徒が少な
からずいた。ワークシートの取組み状況は良好で，自主学習教材は半数近い生徒が毎日取り組んでいた。 

成成果果  自作教材の使用により，授業進度の確保と，理解した内容を活用する時間は確保できた。生徒に対する授業評価ア
ンケートでは，方法に対する評価が高かった。学習内容の定着と活用能力については，個人の努力によるところが大
きく，小テストや定期考査で大きく差が出ている。 

  
BB--1111  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ物物理理ⅠⅠ」」（（第第２２学学年年４４単単位位））  
使用教科書 なし 補助教材 自作プリント，「総合物理１･２」（啓林館） 

使用副教材 
「実践アクセス総合物理」（浜島書店），数研出版「フォトサイエンス物理図録」（数研出版） 
「ステップアップノート物理基礎」（啓林館），「ステップアップノート物理」（啓林館） 

学習の到達目標 
物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，物理
的な事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
日常生活や社会との関連を図りながら，物理的な事物・現象についての観察，実験などを行うことを通して，物体の運
動と様々なエネルギーに関する概念や原理・法則の理解を図るとともに，科学的に探究するために必要な観察，実験な
どに関する基本的な技能を身に付けるようにする。 

ｂ 
物理的な事物・現象を対象に，探究の過程を通して，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験による検証，実験デ
ータの分析・解釈，法則性の導出などの探究の方法を習得するとともに，報告書を作成したり発表したりして，科学的
に探究する力を養う。 

ｃ 
物理的な事物・現象に主体的に関わり，それらの事物・現象に対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度な
ど，科学的に探究しようとする態度を養う。 

内内容容  「様々な運動」「熱」「波」 
方方法法  ・演示実験や生徒実験，動画やアニメーションを有効に活用して，物理現象の本質を体験的に理解させた。 

・単元ごとに小テストを用いて，知識・技能を活用した物理的思考力を高める工夫をした。 
検検証証  ・授業アンケートや小テストへの取組状況から検証を行った。 
成成果果  ・物理現象をイメージできる生徒が増加した。 
      ・物理的な思考のもと，数式等を用いて適切に表現できる生徒が増えた。 
      ・小テストを１つの契機として学習習慣が確立できる生徒が増加した。 
  
BB--1122  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ生生物物ⅠⅠ」」（（第第２２学学年年４４単単位位））  
使用教科書 なし 補助教材 「生物基礎 新訂版」（実教出版），「生物 新訂版」（実教出版） 

使用副教材 「ニューステージ新生物図表」（浜島書店），「ニューグローバル生物基礎＋生物」（東京書籍） 

学習の到達目標 

・生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能
を身に付けるようにする。 

・観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 
・生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を
養う。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
・自然の事物・現象に対する概念や原理・法則を理解し，知識を身に付けている。 
・観察，実験などを行い，基本操作を習得するとともに，それらの過程や結果を的確に記録，整理し，自然の事物・現象
を科学的に探究する技能を身に付けている。 

ｂ 
・自然の事物・現象の中に見通しをもって課題や仮説を設定し，観察，実験などを行い，得られた結果を分析して解釈し，
根拠を基に導き出した考えを表現している。 

ｃ 
・自然の事物・現象に主体的にかかわり，それらを科学的に探究しようとするとともに，探究の過程などを通して獲得し
た知識・技能や思考力・判断力・表現力を日常生活や社会に生かそうとしている。 

内内容容  高校生物の「生物の多様性と生態系」「生命現象と物質」「生殖と発生」の分野を中心としながら，前年度学校設定
科目「ＳＳ理科総合Ⅰ」で扱った「生物と遺伝子」「生物の体内環境の維持」や他科目との横断的な内容，および発展
的な内容を加えた授業を実施した。 

方方法法  生命現象の理解力の育成と知識活用力・思考力の伸長を目的に，発問やワークシートの構成を工夫し，生徒が思考
を深める場を多く設定した。その際，ＩＣＴを活用しながら，他者の考えを参考にしながら学習を進めることができ
るように工夫した。また，実験・観察を通し，なるべく実物に触れることで本質的な理解を促すとともに，生命に対
する倫理的態度の涵養を図った。今年度実施した主な実験・実習は以下の通りである。 
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「ミクロメーターの活用」「ブロッコリーのＤＮＡ抽出」「植物組織の観察」 
「λファージＤＮＡの制限酵素断片分析」「ウニの受精と発生」「ウズラ胚の観察」 
「薄層クロマトグラフィーによる光合成色素分析」 

検検証証  進度については，ほぼ計画通り実施した。生命現象の理解力の育成には，実験・観察を通してなるべく実物に触れ
ることが大切であるという考えに基づき，写真でしか見ることのない様々な生命現象を実際に観察したり，実験・観
察の困難なものについては映像教材を活用したりした。また，授業展開において，その分野の学問が何に役立つかを
考えさせたり伝えたりすることで，その分野について学ぶ意欲を喚起し，さらに，科学史に沿った授業を展開するこ
とによって，単なる知識の習得だけでなく，研究の目的や方向性を考え，論理的な思考を深めることができた。より
本質的な理解に近付けるために，やや難易度の高い問いを与えて個人で考察を行い，ＩＣＴを活用して他者の考えを
共有する試みを日常的に行った。生徒個々の理解を擦り合わせることによって，様々な気付きがみられた。このよう
な経験を通して，関心・意欲の向上にも結びついたと考える。 

成成果果  これまでの取組を通じて，生徒が主体的に取り組
む実験・観察について開発を進めることができた。
また，発展的な授業や実験・観察にも取り組むこと
ができた。生徒への意識調査では，生物に興味を持
って授業に取り組むことができている生徒は全体
の98％であり，多くの生徒が興味・関心を持ちなが
ら授業に取り組むことができていることが分かる。
一方で，授業の内容を日常生活と関連付けることが
できている生徒は全体の68％，学術的問題と関連付
けられている生徒は80％と興味・関心の度合いと比
較すると，やや低い数値であった。今後は指導計画
を見直し，生徒が学習内容を日常生活や学問と関連
付けることができるように，さらなる工夫を行う。 

 
BB--1133  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ化化学学ⅡⅡ」」（（第第３３学学年年４４単単位位））  
使用教科書 自作教材 補助教材 「改訂 化学」（東京書籍） 

使用副教材 
「四訂版 サイエンスビュー 化学総合資料」（実教出版） 
「六訂版 リードα 化学基礎＋化学」（数研出版） 

学習の到達目標 
化学的な事物・現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，化学的に探究する能力と態度を育
てるとともに，化学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め， 科学的な自然観を育成する。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 化学的な事物・現象に関する基礎的な知識及び基本的な概念や原理・法則を深く，系統的に理解できたか。 

ｂ 
化学的な事物・現象の中から問題を見いだし，観察，実験を中心に問題を解決していくという探究の過程をたどること
よって科学の方法を習得し，化学的に探究する能力や態度を身に付けることができたか。 

ｃ 生徒自らが課題を見付け，考え，見通しをもって主体的かつ意欲的に観察，実験などに取り組むことができたか。 

内内容容  ＳＳ化学Ⅰで扱わなかった「化学」の「無機物質」「芳香族化合物」「高分子化合物の性質と利用」の内容と，大
学への接続に備えたより高度な内容や発展的な内容を課題研究として加えた授業を実施した。 

方方法法  化学を学ぶ上で不可欠な基礎知識を習得させるため，自作教材と副教材を用いた講義を行う。身に付けた基礎知識
を用いて，現象をより深く理解し，設定された条件に対して数値的に処理できる能力を育成するため，問題解決型の
実験を実施する。 

検検証証 授業の中で，分野横断的な問題や，思考力を要する問題に取組んだ。回数を重ねることで，条件を読み取る力や，
化学の理論を用いて思考する力の向上が見られた。実験は，各単元において頻出されるものを厳選して実施した。  

成成果果  ここ数年取組んできた内容で，十分に化学の理論の習得や，思考する力を身に付けることができることが分かっ
てきた。今後は，苦手意識をもつ生徒を早期に減らす手立てを確立していきたい。 

  
BB--1144  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ物物理理ⅡⅡ」」（（第第３３学学年年４４単単位位））  
使用教科書 なし 補助教材 「総合物理１」（啓林館），「総合物理２」（啓林館） 

使用副教材 
「実践アクセス総合物理」（浜島書店），数研出版「物理重要問題集」（数研出版），  
「ステップアップノート物理」（啓林館） 

学習の到達目標 
物理的な事物・現象に関わり，理科の見方・考え方を働かせ，見通しをもって観察，実験を行うことなどを通して，物理
的な事物・現象を科学的に探究するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
物理的な事物・現象について観察，実験などを行うことを通して，物理学の基本的な概念や原理・法則の理解を図る
とともに，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する技能を身に付けるようにする。 

ｂ 
物理的な事物・現象を対象に，探究の過程を通して，情報の収集，仮説の設定，実験の計画，実験による検証，実験デ
ータの分析・解釈，法則性の導出などの探究の方法を習得するとともに，報告書を作成したり発表したりして，科学
的に探究する力を養う。 

ｃ 
物理的な事象・現象に主体的に関わり，それらの事物・現象に対する気付きから課題を設定し解決しようとする態度
など，科学的に探究しようとする態度を養う。 

内内容容  「力学」「波動」「電磁気学」「原子物理学」 
方方法法  通常，高校物理で習う内容をより系統的に学習させ，各分野だけの知識・理解ではなく，力学と波動，波動と電磁

気学と原子物理学，数学と物理学などのように，関連付けて物理を学習させた。 
検検証証 授業アンケートや小テストへの取組状況から検証を行った。  
成成果果  学校設定科目「ＳＳ物理Ⅰ」の後続として，力学，波動，電磁気学，原子物理学を中心に基礎力の確認と，各分野

の理論学習，実験・観察，数的扱いによるさらなる応用力を高めることができた。また物理現象とその数式の意味を
結びつけて理解し，表現する能力を高めることができた。  
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BB--1155  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ生生物物ⅡⅡ」」（（第第３３学学年年理理系系４４単単位位））  
使用教科書  補助教材 「生物 新訂版」（実教出版） 

使用副教材 ｢ニューステージ新生物図表｣（浜島書店） 

学習の到達目標 
生物や生物現象に対する探究心を高め，目的意識をもって観察，実験などを行い，生物学的に探究する能力と態度を育てる
とともに，生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的な自然観を育成する。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
生物学の基本的な概念や原理・法則の理解を深め，科学的に探究するために必要な観察，実験などに関する基本的な技能
を身に付けるようにする。 

ｂ 観察，実験などを行い，科学的に探究する力を養う。 

ｃ 
生物や生物現象に主体的に関わり，科学的に探究しようとする態度と，生命を尊重し，自然環境の保全に寄与する態度を
養う。 

内内容容 高校生物の「生物の環境応答」・「生態と環境」・「生物の進化と系統」の分野を中心としながら，学校設定科目「Ｓ
Ｓ生物Ⅰ」で扱った「生命現象と物質」・「生殖と発生」や他科目との横断的な内容，発展的な内容の授業を実施した。
また，実験・観察として，「ブタ眼球の解剖と観察」，「植物の栽培と観察」，「植物の環境応答」，「ニワトリ脳の解剖と
観察」を行った。 

方方法法 生命現象の理解の深化と知識活用力の伸長を目的に，授業の内外での様々な問いかけや，生徒どうしで議論しなが
ら課題解決を行う対話の場面をできるだけ多く設けた。また，実験・観察や映像教材の提示を通してなるべく実物に
触れることによって，本質的な理解を促すとともに，生命に対する倫理的態度の涵養を図った。 

検検証証  実験レポート，ワークシート等への取組状況や授業中の対話の様子から検証を行った。  
成成果果 授業中の対話の場面を前年度の「ＳＳ生物Ⅰ」に引き続き繰り返し設けた。クラス替えのない選択者４０名未満の

クラスであり，ペアやグループでの議論に慣れた生徒が多かったが，その一方で，基礎基本の理解に自信のない生徒
は議論に消極的になりがちであった。高校生物で扱う内容は非常に早いスピードで変化しており，できるだけ最新の
成果や時事問題を授業の話題として取り上げ，過去の入試問題を扱う際もできるだけ最新のものを精選した。この心
掛けによって，生徒の学びに対する態度にも変容が見られ，常に新しい知見に自分の理解を追い付かせるために，教
科書の現在の知識を覚えるだけでなく，その知識のどの部分が本質的に重要で今後どのように応用されうるかを理解
しようと努めるようになり，また，新しい知見を読み解くために文章やグラフを正確に読解する力を伸ばそうと努め
るようになった。 

  
BB--1166    情情報報のの科科学学（（第第２２学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「新・情報の科学」（日本文教出版） 補助教材 「改訂版 数学Ａ」（数研出版），「改訂版 数学Ｂ」 

学習の到達目標 

情報機器や情報通信ネットワークに関する基礎的な知識や技能の習得をとおして，問題の発見と解決に効果的に活用する
ための科学的な考え方を獲得する。また，情報社会の発展に積極的に寄与するために必要とされる能力と態度，意欲を身
につける。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
情報機器や情報通信ネットワークのしくみ，情報技術全般について科学的な知識を深め，社会における情報技術の役割
や課題について理解し，問題を科学的に解決していくための技術を習得している。 

ｂ 
情報通信ネットワークをはじめとする情報技術のしくみを科学的にとらえ，問題の効果的な解決策を考え，表現するこ
とができる。 

ｃ 
社会の情報化が及ぼす影響や課題に関心をもち，問題解決のために情報機器や情報通信ネットワークを活用して，情報
社会の発展に主体的に寄与する態度を身につけている。 

内内容容  授業で扱った項目は以下のとおりである。 
① 問題解決のための基本的な流れや手法，情報の活用方法 
② コンピュータの動作のしくみ，情報のディジタル表現とディジタルデータの特長 
③ コンピュータネットワークの基本的な構成と動作のしくみ 
④ 情報システムの種類や特徴 
⑤ 情報セキュリティ技術のしくみ 
⑥ 知的財産権など，情報社会に関連する法律の目的や内容の理解 
⑦ 基本的なアルゴリズムの理解とプログラムの作成と評価 
⑧ モデル化とシミュレーション，リレーショナルデータベース

に関する実習 
方方法法  Google Classroom を利用して，授業資料などは事前に配信

し，レポートの回収も行う。また，意見集約のような場面では
Jamboardを使ってのグループ活動，仮説検定を含む統計処理や
シミュレーションでは Spreadsheet といった具合に，Google 
Workspace for Educationで提供されているアプリケーション
を積極的に活用する。さらに，今年度からはPythonによるプログラミングにおいてColaboratoryが使えるようにな
ったので，これを用いて従来よりも効果的な学習環境を提供する。 

検検証証 9 月までの内容について実施した授業評価において，質問項目「授業に対して主体的に参加できるような工夫が見
られる」に対して，64.1%がＡ（ある），33.8%がＢ（普通），2.1%がＣ（ない）という回答が得られた。授業資料には
一部で動画の提供も行った。これにより不明な点をもう一度確認し，生徒相互に学びあう際の一助になるなど，メリ
ットが大きかったと思われる。この結果にはそのようなことが反映されているのではないかと判断している。  

成成果果 授業内容は従来までとほぼ変わらないものであったが，Google Workspace for Educationの活用がこれまでより
も進んだことにより，生徒も含めてスムーズな授業展開ができるようになってきている。次年度以降に開設される「情
報Ⅰ」においても，これまでの蓄積が工夫・改善につながっていくものと判断している。 
今年度は「情報の科学」受講者から日本情報オリンピック女性部門に参加した生徒がおり，初学者ながら本選まで

進むことができた。本人の努力が大きかったことはもちろんであるが，今後も授業を通じてそういった機会の紹介に
も努めていきたい。 
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ＣＣ  地地理理歴歴史史・・公公民民ににおおけけるる探探究究活活動動をを通通ししたた客客観観的的・・社社会会的的にに公公正正なな合合意意形形成成能能力力のの養養成成  
CC--11  歴歴史史総総合合（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 「詳解歴史総合」（東京書籍） 

使用副教材 ｢詳解歴史総合 要点整理ノート｣（東京書籍），「新詳 歴史総合」（浜島書店） 

学習の到達目標 
世界とそのなかの日本を広く相互的な視野から捉え，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとす
る態度を養う。 

評価の観点 
ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 世界とそのなかの日本を広く相互的な視野から捉え，現代的な諸課題の形成に関わる近現代の歴史を理解している。 

ｂ 近現代の歴史の変化に関わる事象の意味や意義，特色などを，概念などを活用して多面的・多角的に考察することができる。 

ｃ 近現代の歴史の変化に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に追究，解決しようとしている。

内内容容  日本の歴史を世界の歴史と比較・関連させながら，諸資料に基づいて多面的・多角的に歴史的な背景や社会的影響
について考察し，世界の中で主体的に生きる日本人としての資質を養う。 

方方法法  単元に関する基本的な歴史の流れや知識を確認した後，それらの知識を活用して，様々な資料に基づいて，単元の
問いに迫れるような授業構成とした。その際，まずは個人で取組み，その後にペアやグループでの確認・討論などを
行うことで，自分の意見や考えを他者のそれと比較・参照して多様な気づきができるように促した。また，期ごとに
生徒による自己評価を実施し，自分の取組を次の学習にフィードバックできるようにした。 

検検証証 授業評価や自己評価では「教科書や資料集を活用して，出来事のつながりを考えたり，似た出来事の比較を行った
りして歴史を深く理解することができた。」や「ペアワークなどに積極的に参加し，自分の考えを論理的に発信する
ことができた。ただ，出来事の一側面しか見ていなかったので，より多角的な視点で考えるよう意識していきたい。」
など，授業について概ね肯定的な意見が多く，生徒自ら様々な資料を活用して，歴史的事象の背景や影響を主体的に
追究し，時には自分の取り組みを反省して次に生かそうとする姿勢が多々見られた。 

成成果果  歴史を「単なる暗記」に終わらせず，諸資料や根拠に基づいて，その背景や因果関係，影響・変化などを考察する
姿勢は身に付けることはできたように思う。また，ペア・グループワークを多用したことで，多面的・多角的な視点
から，論理的に意見交換するコミュニケーション力を養うことにもある程度成果は残すことができたのではないかと
思う。学んだ内容や手法を「歴史の学習」にとどまらせず，現代の諸問題の解決や，自分の生き方に生かせるような
働きかけをもっとしていくことが，今後の課題である。 

  
CC--22  世世界界史史ＡＡ（（第第２２学学年年理理系系２２単単位位・・第第２２学学年年文文系系３３単単位位））    
使用教科書 「要説 世界史」（山川出版） 補助教材  

使用副教材 
「世界史Ａ読本」（山川出版），「ニューステージ世界史詳覧」（浜島出版） 
「ウイングコンパス 世界史の整理と演習」（東京法令出版），「世界史用語集」（山川出版） 

学習の到達目標 
社会的事象の歴史的な見方・考え方を働かせ，課題を追究したり解決したりする活動を通して，広い視野に立ち，グロ
ーバル化する国際社会に主体的に生きる平和で民主的な国家及び社会の有為な形成者に必要な公民としての資質・能力
を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，地理的条件や日本の歴史と関連付けながら理解するとと
もに，諸資料から世界の歴史に関する様々な情報を適切かつ効果的に調べまとめる技能を身に付けるようにする。 

ｂ 

世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる事象の意味や意義，特色などを，時期や年代，推移，比較，相互の関連や
現代世界とのつながりなどに着目して，概念などを活用して多面的・多角的に考察したり，歴史に見られる課題を把
握し解決を視野に入れて構想したりする力や，考察，構想したことを効果的に説明したり，それらを基に議論したり
する力を養う。 

ｃ 
世界の歴史の大きな枠組みと展開に関わる諸事象について，よりよい社会の実現を視野に課題を主体的に探究しよう
とする態度を養うとともに，多面的・多角的な考察や深い理解を通して涵養される日本国民としての自覚，我が国の
歴史に対する愛情，他国や他国の文化を尊重することの大切さについての自覚などを深める。 

内内容容  将来，科学技術を活用する際に必要な異なる時代の文化や文明の知識や歴史的背景を学び，歴史的な背景や事象な
どを根拠として，多角的な視点のもと歴史的な意義や社会的影響などについて考察できるようにする。 

方方法法  地図や資料を積極的に用いることにより，多角的な視点で歴史的な背景や事象，意義などを考察できるようにする
機会を設けた。時には単元のまとめや，教員からの発問に対して，時間をとりペアでの話し合いを積極的に行わせた。
また，振り返りのためのツールを導入し，基礎的な学習事項の定着や思考力，表現力の養成，そして自主的な学習意
欲の涵養に努めた。 

検検証証  ペアワークに関しては授業アンケートにも，「自ら興味をもって学習に取組めた」や「ペアでの話し合いによって，
コミュニケーション力が増した」など，肯定的な意見が目立った。「何」を「どのように」学び，「何ができるように
なった」のかを適切に生徒本人が理解できるようになるために，さらなる充実を進めていきたい。 

成成果果  世界史の授業を通して，単なる知識の定着を目的とせず，その社会的背景や意義などについて多角的に考えられる
ようペアワークなどを通して促してきた。特に，他者の意見を知ることにより，多角的な視点が培われたことは大き
な成果である。生徒自身にも前述の授業アンケートからこうした意図は伝わっており，世界史を学ぶ意義を生徒自身
が概ね理解することができたと考えている。  

  
ＤＤ①①  学学校校設設定定科科目目「「学学術術研研究究ⅠⅠ」」「「学学術術研研究究ⅡⅡ」」にによよるる総総合合的的なな課課題題解解決決能能力力のの養養成成  
DD--11  「「学学術術研研究究ⅠⅠ」」（（第第１１学学年年２２単単位位））  
使用教科書 なし 補助教材 自作のテキスト，「課題研究メソッド2nd Edition」（啓林館） 

学習の到達目標 

自然科学や人文・社会科学，生活・健康科学など，様々な事象を科学の対象と捉え，複数の教科・科目の見方・考え方を
組み合わせて考えることができる，統合的かつ客観的な思考力の育成を目指す。また，探究の過程を通して，課題を解決
するために必要な基本的な資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ａ 

探究するために必要な基本的な知識及び技能を身に付けるようにする。 
様々な事象についての探究活動等を通して，探究の意義，探究の過程，研究倫理などの理解を図るとともに，観察，実
験，調査等についての基本的な技能，事象を分析するための基本的な技能，探究した結果をまとめ，発表するための基
本的な技能を身に付けるようにする。 
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ｃ 主体的に学習に取組む態度 
ｂ 

多角的，複合的に事象を捉え，課題を解決するための基本的な力を養う。 
様々な事象を基に課題を設定し，数学的な手法や科学的な手法などを用いて，探究の過程を遂行し，探究した結果など
を適切に表現する力を養う。 

ｃ 
様々な事象や課題に知的好奇心をもって向き合い，興味・関心に基づいて課題を設定し，粘り強く考え行動し，課題の
解決に向けて挑戦しようとする態度を養う。 

内内容容  ① プレ課題研究  ② 探究基礎  ③ 課題研究  
方方法法  
① プレ課題研究（４月～10月） 
入学直後の生徒に対し，研究の方法と流れを実際に体験させることをねらいと

する。学年所属教員の担当教科を基に，16の講座を開講し，班については出席番
号順に機械的に編成し，各講座に生徒20名（５名×４班）が所属する。講座担当
教員が示した大テーマのもと，各班が小テーマを設定し，テーマ設定～ポスター
発表まで一連の探究活動の基礎となる活動を行う。各講座で講座長を選出し，講
座の運営は講座長の生徒主体で行う。講座の種類と大テーマは右表の通りである。 
② 探究基礎（４月～10月） 
クラス毎に週１時間設定し，以下の⑴～⑷の活動を通して， 実験の再現性や誤

差の概念，Excelを活用したデータ処理や，Wordを用いたレポート作成など探究
活動の基礎となる考え方を学ぶ。 
⑴ ガイダンス 学術研究入門（「課題研究」についての説明） 
⑵ 実験１ 落下の制御（答えのない課題への挑戦，再現性） 

内容：高さ160cmから1.00秒で落下する物体を作成する。 
⑶ 実験２ 針の落下（Excel，Wordを用いたデータの入力・処理，グラフの作り方） 

内容：床に置いた目標にめがけて胸の高さから針を150回落下させ，データを分析する。 
⑷ レポート作成 

③ 課題研究（11月～３月） 
右の表１の 14 のゼミから，希望するゼミに所属して，研究活動を行う。原則３～５名のグ

ループ研究とし，各ゼミで選出されたゼミ長が毎時間の運営や指示を行う。２月に行った「テ
ーマ設定発表会」では，テーマ設定の意義や方法を互いに発表・評価し合い，情報収集，分析
した結果の活用について助言を受ける機会となった。上級生からの指導を受ける機会として，
２年生との合同ゼミを設定し，２年生のポスター発表や口頭発表を見学するとともに，１年生
のテーマ設定や研究計画について，２年生より助言を行う時間を設定した。 
検検証証  表２は，p.57資料５「自己評価ルーブリック」を用いて生徒の基礎力の自己評価を調査

した結果について４月の結果と２月の結果を比較したものである。また，図１はルーブリ
ック評価の結果の過年度比較である。「77 回生」が現１学年，「76 回生」が現２学年の結
果を表している（質問から測られる力はp.57「自己評価ルーブリック」参照）表３の通り
である。評価は１～５点の５段階で，最低評価が１点，最高評価が５点である。 

成成果果  表２より，全ての項目において４月と
比較して，平均値が上昇した。特に「Ⅰ 
主体性」，「X 情況把握力」の項目で成長
を実感した生徒が多くいたことが伺え
る。「プレ課題研究」における講座の運営
や「課題研究」におけるゼミの運営を生徒
主体で行う中で，情況を見極めながら，主
体的に活動する力を身につけることがで
きた。また，プレ課題研究や探究基礎の活
動を通してまずは荒削りであったとして
も探究活動の基礎を経験し，その上で本
格的な課題研究におけるテーマ設定まで
の一連の活動行うことを通して，「Ⅲ 実
行力」や「Ⅳ 課題発見力」の成長を実感
している生徒が多く見られた。さらに，図
１から，現１学年(77回生)は過去学年よ
りも多くの項目で伸びを実感している。
特に「Ⅷ 傾聴力」，「Ⅸ 柔軟生」の項目
で成長を実感した生徒が多かった。とも
に研究を行う仲間や同じゼミに所属する上級生との間でディスカッションを行う中で，他者の考えを取り入れながら，
柔軟に発想する姿勢を身につけることができた。  

  

01 物理 08 地歴

02 化学 09 公⺠

03 生物 10 英語

04 地学 11 保健体育

05 数学 12 音楽

06 情報 13 家庭

07 国語 14 災害研究

表１ 開講ゼミ一覧

77回生 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ XI XⅡ
実施月 主体性 働きかけ⼒ 実⾏⼒ 課題発⾒⼒ 計画⼒ 創造⼒ 発信⼒ 傾聴⼒ 柔軟性 情況把握⼒ 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
４月 2.49 2.50 2.52 2.61 2.31 2.36 2.74 2.97 3.23 2.69 3.09 2.62 2.68
２月 3.27 3.18 3.18 3.27 2.88 2.97 3.25 3.36 3.66 3.43 3.57 3.29 3.28
増減 0.78 0.68 0.66 0.66 0.57 0.61 0.51 0.41 0.43 0.74 0.48 0.67 0.60

表２ 令和４年度１年生（77回生）ルーブリック評価（ルーブリック評価で測られる⼒ ５段階評価）平均値の変容

平均

ⅠⅠ  ⅡⅡ  ⅢⅢ  ⅣⅣ  ⅤⅤ  ⅥⅥ  ⅦⅦ  ⅧⅧ  ⅨⅨ  ⅩⅩ  ⅪⅪ  ⅫⅫ  
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DD--22  「「学学術術研研究究ⅡⅡ」」（（第第２２学学年年２２単単位位））  
使用教科書 なし 補助教材 自作のテキスト，「課題研究メソッド2nd Edition」（啓林館） 

学習の到達目標 
自然科学や人文・社会科学，生活・健康科学など，様々な事象を科学の対象と捉え，複数の教科・科目の見方・考え方を
組み合わせて考えることができる，統合的かつ客観的な思考力の育成を目指す。また，探究の過程を通して，課題を解決
するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。様々な事象についての探究活
動等を通して，探究の意義，探究の過程，研究倫理などの理解を図るとともに，観察，実験，調査等についての技能，
事象を分析するための技能，探究の成果などをまとめ，発表するための技能などを身に付けるようにする。 

ｂ 

多角的，複合的に事象を捉え，自然や社会などに関する課題を設定して探究し，課題を解決する力を養うとともに創造
的な力を高める。 
自然や社会などに関する課題を設定し，数学的な見方・考え方や科学的な見方・考え方などを組み合わせるなどして働
かせ，探究の過程を自ら遂行し，探究の成果などを適切に表現する力を養うとともに，創造的な力を高める。 

ｃ 
様々な事象や課題に主体的に向き合い，自然や社会などに関する課題を設定し，粘り強く考え行動し，課題の解決や新
たな価値の創造に向けて積極的に挑戦する態度，探究の過程を振返って評価・改善する態度及び倫理的な態度を養う。

内内容容  
① 中間発表（７月）： 研究開始後，約半年の時期にあたる。ゼミごとに，この時点までの研究成果を発表した。 
② ポスター発表（ゼミごと10月上旬／全体10月下旬） 
ポスター発表（ゼミごと）：班ごとにポスターを作成し，ゼミ内で発表した。質疑応答，担当教員やＴＡの助言を踏まえ
て，発表内容や発表方法を深化させる。１年生が発表会を見学し，ゼミ選択をする際の判断材料の一つとなる。 
ポスター発表（全体）：第３回ＳＳＨ学校公開として実施，全ゼミが体育館に一堂に会して発表を行う。ＴＡもデモ発表
を実施した。運営指導委員・本校教員により，東北地区サイエンスコミュニティ研究校発表会の代表班２班が選出した。 

③ 口頭発表（12月） 
各ゼミでPowerPointを用い口頭発表を行った。各ゼミから選出された代表は３月に「学術研究発表会」で発表を行う。 

④ 個人論文作成（１月締切） 
研究成果のまとめとして，個人ごとに論文の作成を行った。 

⑤ 下級生の指導（１月～２月） 
２年生が研究を終える時期に，１年生の課題研究が始まる。各ゼミで１・２年生の班同士のマッチングを行い，ゼミの
後輩となった１年生に対して，２年生が指導助言を行う。 

⑥ 学術研究発表会（３月） 
ゼミ代表14班が，運営指導委員と１・２年生全員の前で発表を行う。運営は１・２年生の学術研究委員を中心に行う。 

方方法法  
① ゼミの運営 
「学術研究Ⅱ」を構成する14ゼミは，全体で足並みを揃えつつも，各ゼミの特性に応じた運営が行われる。今年度は，
第２学年所属の教員と他学年に所属する理科・地歴公民科・情報科・芸術科の教員を中心に計25名で指導にあたった。
生徒による自律的活動となることを目指し，ゼミの運営は，生徒の代表であるゼミ長・副ゼミ長が中心となって行う。
各ゼミの担当教員はそのサポートと，研究内容の指導・評価にあたる。 

② 学術研究委員会 
学術研究委員会は，ゼミ長と各クラスから選出された委員によって構成される。委員は，ゼミや各クラスで学術研究

に関わる連絡の徹底，全ゼミ共通のスケジュールの管理，各ゼミ担当教員との連絡調整等を担う。ＳＳＨ研究部の統括
のもと，各ゼミは委員を中心に自律的に運営される。講演会や全体での発表会の準備・司会等，学術研究に関わる行事
の運営も委員会が担う。また，学術研究委員会が発行する広報紙「茶畑ＳＲtimes」を編集し，学術研究の活動を内外に
伝えている。ゼミ長は活動の中で責任感と主体的な行動を身につけていく。 

③ 校内の発表会（中間発表会・ゼミごとポスター発表会・全体ポスター発表会・口頭発表会・学術研究発表会） 
校内の発表会は，ゼミ長・副ゼミ長が中心となり運営される。生徒は，自身の発表はもちろん，聴衆としても参加し，

質疑応答を通して発信力・コミュニケーション能力を高める。 
④ 校外の研究発表会への参加 

ゼミ代表班や希望する班が校外の発表会に参
加し，ポスター発表や口頭発表を行う。英語で
の発表会にも参加した。研究者や他校教員から
助言を得ることで，研究の進展に繋げた。 

⑤ 講演会 
研究活動で必要なスキルを学んだり，社会と

科学の関わりについて考えを深めたりする「学
術研究講演会」と，最新の科学的知見に触れる
「先端科学技術講演会」を実施した。 

検検証証  表１は，「自己評価ルーブリック」を用いた
生徒の自己評価である。２年生（76回生）４
月の結果と２月の結果を比較した。また，図１
は前年度２年生（75回生）との比較である。 

成成果果  表１より，全項目において４月と比較して
平均値が上昇した。特に「Ⅰ主体性」「Ⅱ実行
力」で伸びている。さらに，図１から，現２学
年は，現３年生よりも多くの項目で伸び率が高い。新型コロナ感染症対策により十全の活動ができなかった現３年生
に対して，現２年生は，ほぼ計画通りに研究活動を行うことができており，自らの成長が実感しやすかったと考える。 

76回生 Ⅰ Ⅱ Ⅲ Ⅳ Ⅴ Ⅵ Ⅶ Ⅷ Ⅸ Ⅹ XI XⅡ
実施月 主体性 働きかけ⼒ 実⾏⼒ 課題発⾒⼒ 計画⼒ 創造⼒ 発信⼒ 傾聴⼒ 柔軟性 情況把握⼒ 規律性 ｽﾄﾚｽｺﾝﾄﾛｰﾙ
４月 2.55 2.55 2.57 2.60 2.41 2.40 2.78 3.05 3.33 2.76 3.18 2.69 2.74
２月 3.16 3.08 3.05 3.10 2.77 2.81 3.13 3.20 3.44 3.18 3.41 3.03 3.11
増減 0.61 0.54 0.48 0.50 0.36 0.41 0.35 0.15 0.11 0.41 0.23 0.34 0.37

表１ 令和４年度２年生（76回生）ルーブリック評価（ルーブリック評価で測られる⼒ ５段階評価）平均値の変容

平均

ⅠⅠ  ⅡⅡ  ⅢⅢ  ⅣⅣ  ⅤⅤ  ⅥⅥ  ⅦⅦ  ⅧⅧ  ⅨⅨ  ⅩⅩ  ⅪⅪ  ⅫⅫ  
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第第２２節節  「「学学術術研研究究」」ででのの探探究究的的なな学学びびををささららにに発発展展ささせせるる学学校校設設定定科科目目のの指指導導法法のの研研究究  
～～設設定定ししたた課課題題をを解解決決にに向向かかうう取取組組【【知知のの葉葉】】……「「専専門門知知」」ととししててのの科科学学～～  

仮仮説説２２ 生徒自身のキャリア形成の方向性等に応じた「学習の個性化」に対応できる学校設定科目を教育課程に位置づける。
これにより，主体的に自己目標（ゴール）をデザインする学びを行うこととなり，研究活動の意味を再認識した上で新た
な研究活動の意義を見いだし，自己の考えを深め，内省や他者との違いを議論できる高いレベルの探究活動となる。 

【【仮仮説説２２のの研研究究開開発発のの内内容容】】  
Ｄ② 学校設定科目「学術研究Ⅲ」による総合的な課題解決能力の養成 
Ｅ 学校設定科目「ＳＳ特別講座」「学術講演会」による学際的な課題発見能力の養成 
Ｆ 学校設定科目「ＳＳ探究講座」による高度な課題研究能力の養成 
Ｇ 学校設定科目「ＳＳ国際交流」や「ＳＳＨ海外研修」により学びを社会に生かす力の養成  

【【仮仮説説２２のの実実施施方方法法】】  
Ｄ② 学術研究Ⅰ・Ⅱをベースにより高度で総合的な課題解決能力の養成により，「理解していること・できることをどのよ

うに使うか」という未知の状況にも対応できる「思考力・判断力・表現力」を習得する。 
Ｅ 学際的な課題発見能力の養成により，多様な事象に対して，共通教科・科目で習得した「知識・技能」を用いて，多角的・

複合的な視点で事象を捉える「思考力・判断力・表現力」を習得する。 
Ｆ 高度な課題研究能力の養成により，共通教科・科目で習得した「知識・技能」を用いて，多角的・複合的な視点で学際的

に事象を捉える。「学術研究」での見方・考え方や手法を組合せて活用し，研究活動の意味を認識し，新たな意義を見い
だし，自己の考えを深め，内省や他者との違いを議論する「考え，議論する」探究に取り組むことで，より高度な「思考
力・判断力・表現力」を習得する。 

Ｇ 学びを社会に生かす力の養成により，社会・世界と関わることから挑戦的かつ内省的・批判的なより深い学びから「学び
に向かう力・人間性」を習得する。  

【【仮仮説説２２のの検検証証評評価価】】  
Ｄ② ３年間継続して学術研究に取り組むことで研究活動の意義と過程，研究倫理を理解し，観察・実験・調 

査など事象の分析手法，成果の発表方法という一連の課題研究を通して，多角的・複合的に事象を捉え課題を設定する
力，探究の過程を遂行する力，探究の過程を整理し，成果を表現する力の養成ができる。 

Ｅ 最先端で活躍する研究者の講義や研究室での実習等を通して，自然事象や社会事象など多様な事象を，多角的・複合的な
視点で学際的に事象を捉える。研究活動の意味を再認識した上で新たな研究活動の意義を見いだし，自己の考えを深め，
内省や他者との違いを議論する力の養成ができる。 

Ｆ 多様な事象に対し，共通教科・科目で習得した「知識・技能」と「学術研究」の見方・考え方・手法を組合せて活用する
ことができる。自然の事物・現象における質的・量的関係，時間的・空間的関係を捉え，比較し，関係づけるなどの探究
する方法を用いて実践した自然科学的研究に，科学技術と人間・社会の間に新たな関係を構築する“社会のための科学技
術，社会のなかの科学技術”という観点に立った人文・社会科学的研究成果を加え，「トランス・サイエンス社会」で自
己実現を可能とする，新たな研究課題の発見・設定力の養成ができる。 

Ｇ 探究活動で得られた知識や考察を台湾の高級中学・国立清華大学で発表することで，社会・世界と関わり，学びを社会に
生かす「学びに向かう力・人間性」の養成ができる。  

  
ＤＤ②②  学学校校設設定定科科目目「「学学術術研研究究ⅢⅢ」」にによよるる総総合合的的なな課課題題解解決決能能力力のの養養成成  
DD--33  「「学学術術研研究究ⅢⅢ」」（（第第３３学学年年２２単単位位））  
使用教科書 なし 補助教材 自作のテキスト，「課題研究メソッド 2nd Edition」（啓林館） 

学習の到達目標 
自然科学や人文・社会科学，生活・健康科学など，様々な事象を科学の対象と捉え，複数の教科・科目の見方・考え方を
組み合わせて考えることができる，統合的かつ客観的な思考力の育成を目指す。また，探究の過程を通して，課題を解決
するために必要な資質・能力を育成することを目指す。 

評価の観点 

ａ 知識・技能 

ｂ 思考力・判断力・表現力等 

ｃ 主体的に学習に取組む態度 

ａ 
対象とする事象について探究するために必要な知識及び技能を身に付けるようにする。様々な事象についての探究活
動等を通して，探究の意義，探究の過程，研究倫理などの理解を図るとともに，観察，実験，調査等についての技能，
事象を分析するための技能，探究の成果などをまとめ，発表するための技能などを身に付けるようにする。 

ｂ 

多角的，複合的に事象を捉え，自然や社会などに関する課題を設定して探究し，課題を解決する力を養うとともに創造
的な力を高める。 
自然や社会などに関する課題を設定し，数学的な見方・考え方や科学的 な見方・考え方などを組み合わせるなどして
働かせ，探究の過程を自ら遂行し，探究の成果などを適切に表現する力を養うとともに，創造的な力を高める。 

ｃ 
様々な事象や課題に主体的に向き合い，自然や社会などに関する課題を設定し，粘り強く考え行動し，課題の解決や新
たな価値の創造に向けて積極的に挑戦しようとする態度，探究の過程を振り返って評価・改善しようとする態度及び倫
理的な態度を養う。 

内内容容  ① 研究の継続・深化 
生徒は必修の学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ」において，１年次後半からゼミに所属し，興味関心を共有する生
徒同士が研究班を組んで２年次終了まで課題研究活動を行ってきた。学術研究Ⅲはさらに研究を継続し，深めた
いという意欲を持つ生徒が履修し，研究を継続，追実験を繰返し行い，その都度研究内容を深化させた。具体的
には，追実験の計画，実験，実験結果の分析を行い，最終的に生徒一人一人が研究内容を個人論文にまとめた。 

② 外部発表会のための準備 
外部発表会に向けて，ポスター及び要旨の作成，発表練習を入念に行った。 

③ 後輩への指導 
各生徒が２年次に所属していたゼミの中間発表会に参加した。後輩の発表に対して，建設的な助言を行った。ま
た，中学生を対象とした「学校説明会」で課題研究の口頭発表を行い，本校のＳＳＨの活動について説明した。 

④ 外部発表会への参加 
・令和４年度ＳＳＨ研究発表会 主催：文部科学省・国立研究開発法人科学技術振興機構 参加：３名 
・宮城県ＳＳＨ指定校合同発表会 主催：宮城県教育委員会 参加：英語ゼミ２名 
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⑤ 研究のまとめ 
研究内容を個人論文にまとめた。物理ゼミ１名は個人論文を「はばたけ未来の吉岡彌生賞」に応募した。  

方方法法  担当教員は２年次の学術研究Ⅱで指導していた教員が引き続き指導を行い，ＳＳＨ担当の教員も加わった。さらに
東北大学大学院文学研究科の大学院生がＴＡとして，学術研究Ⅲの課題研究に対する指導と助言を行った。研究活動
の内容を「活動記録簿」に各自が詳細に記録しながら研究を進めた。担当教員は活動記録を通して，研究活動の進捗
状況を確認し，指導，助言を行った。また，発表活動後は，発表までの過程を振り返り報告書にまとめた。 

検検証証  詳しい活動記録を作成しながら，研究に取り組んだことで，生徒は研究内容をより深く理解し，整理することがで
き，思考力，判断力の養成につながった。特に，実験結果を分析する際には，データ分析の手法についてＴＡから指
導を受け，多角的，複合的な視点から実験結果を考察することが可能となった。また，発表活動を行い，聴衆からフ
ィードバックを受け，自らも報告書を書いて振り返りを十分行うことで，より高次な追実験を行うというサイクルが
でき，自ら探究活動を進めることができた。後輩への指導は， 客観的に研究活動を見つめ直す機会になり，研究活動
の意義と過程を生徒がよりよく理解する助けとなった。さらに，個人論文の執筆を通して，自らの研究内容をより深
く理解し，分かりやすく読み手に内容を伝えようとする表現力が養われた。 

成成果果  学術研究Ⅲでは，追実験，結果分析，考察を繰り返し実施し，学術研究Ⅱでの内容から大きく深化した研究を行う
ことができた。実験の度に改善点を話し合い，新たな課題を見つけては改善に取り組み，実験の精度を上げることが
できた。また，学術研究Ⅲで学んだデータ分析を実験結果に対して活用することにより，より科学的，複合的な視点
からの考察ができるようになった。参加した外部の発表会では，非常に多くの聴衆に対して発表を行い，聴衆とのや
り取りを通して新たな視点や知見を得ることもできた。  

  
DD--44  自自然然科科学学系系部部活活動動のの取取組組  
DD--44--11  物物理理部部  
内内容容 部員：１年生０名，２年生15名，３年生１名 
   各種発表会等への参加 
    ① ロボットアイデア甲子園東北大会 
    ② 第75回宮城県高等学校生徒理科研究発表会 
方方法法 各種大会での上位入賞を目指し，科学的なスキルを高める活動を行った。 
検検証証 授業や学術研究での活動に加えて，物理部での活動を行うことで，研究の深化を図ることができた。 
成成果果 生徒理科研究発表会では，１班が宮城県代表に選出され，令和５年度に開催される「かごしま総文」の自然科学部

門へ出場することとなった。 
  
DD--44--22  化化学学部部  
部員数は１年生１名，２年生３名，３年生４名の合計８名である。平日を中心に化学実験室で活動し，１年生は化学の

基本事項の習得から始めて基礎実験を行い，２年生は学術研究と関連させて，課題研究を進めた。今年は対外的な活動と
して，「学都・仙台宮城・サイエンスデイ2022」にオンラインで参加し，化学実験の楽しさを視聴者に伝えるとともに，
生徒にとっても非常に良い経験となった。 
①①  学学都都・・仙仙台台宮宮城城・・ササイイエエンンススデデイイ22002222  
日日程程 令和4年7月17日（日） 
主主催催 特定非営利活動法人natural science 
会会場場 宮城県仙台第一高校 化学実験室（オンライン参加） 
内内容容 ゲル化，過熱蒸気，過冷却などの身の回りにある化学現象の不思議と魅力を，身近なものを用いてライブ配信し，

楽しみながら科学を学べる発表を行った。  
②②  壱壱高高祭祭一一般般展展示示  
日日程程 令和4年8月27日(土）・28日(日) 
主主催催 宮城県仙台第一高等学校 
会会場場 宮城県仙台第一高等学校 化学実験室 
内内容容 色の化学の不思議（ルミノール反応等） 

  
DD--44--33  生生物物部部  
内内容容 ２年生３名で平日を中心に活動した。各種大会での上位入賞を目指した課題研究活動のほか，日常のルーチンとし
ての生物の飼育（メダカ・カワニナ・ウーパールーパー・カニなど）などに取り組んだ。  
方方法法 部員の主体的な活動を尊重し，日常的な情報提供や実験・観察などの計画に対する助言を行った。 
検検証証 授業や学術研究での活動と関連した活動が行うことができた。  
成成果果 ３名の部員のうち２名は，学術研究にてクモ糸をテーマに課題研究に取り組んでおり，その活動成果を第 75 回宮

城県高等学校生徒理科研究発表会にて発表し，優秀賞を獲得した。また，保護者の協力を得てクモ糸を扱うベンチャ
ー企業の職員に来校していただき，部員を対象に講演をしてもらった。 

  
DD--44--44  地地学学部部  
内内容容 部員：１年生10名，２年生１名，３年生５名 
 天体観測や鉱物化石採集等のフィールドワーク，文化祭での発表 
・水晶採集（6月6日） 
 岩手県陸前高田市の氷上山で，地権者の許可を得て水晶の採集を行った。事前にフィールドワークを行う上での注意
事項と水晶や鉱物についての事前学習を行い，当日は各自水晶等の鉱物を採集できた。 

・ペルセウス座流星群観測（8月13日～14日） 
 蔵王山頂で夕方から翌日の早朝まで，星座の確認や惑星等の観測及びペルセウス座流星群の観測を行う。今年度は残
念ながら悪天候により中止となった。 

・壱高祭発表（8月27日，28日） 
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 直径 4m の自作プラネタリウムドームと自作投影機を用いて，夏から秋に見える星座について神話を交えながら，一
回 15 分程度で解説を行った。また，実際に採集した水晶を展示，採集の状況や水晶についての解説を行いつつ，販
売も行った。 

・月食及び天王星食の観測（11月8日） 
 学校において月食観測を行う。あわせて，望遠鏡を利用して天王星食の観測も行う。デジタルカメラを利用して写真
撮影も試みた。天候に恵まれ，始まりから終わりまで観測できた。 

方方法法 身の回りの自然現象に興味を持てるよう様々な情報を提供しつつ，観測や採集を行うのに何が必要であるかを考え
させながら準備，実際の活動，活動のまとめを行う。 

成成果果 自分たちで準備をして観測や採集を行うことができるようになってきた。実際に採集や観測を通して，自然現象に
対する興味関心を深めることができた。また，その成果を他に分かりやすく伝えることができるようになった。特に，
文化祭のプラネタリウムは二日間ほぼ休み無く上映と解説を続け，小さな子どもを含め多くの入場者から好評を得た。 

  
DD--44--55  電電脳脳研研究究部部（（パパソソココンン部部））  
内内容容  ゲームを中心とするソフトウェア開発  
方方法法  Scratch といったブロック型言語を含めて情報交換を行いながらプログラミング言語に関する理解を深め，実際の

ソフトウェア開発を試みる。 
検検証証 ゲームソフトウェアを開発した後，各種のパラメータを調整して，ユーザの立場に立った最適化を図っていく。 
成成果果  今年度はScratchでシューティングゲームを作成し，壱高祭一般展示で公開した。  
  
ＥＥ  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ特特別別講講座座」」「「学学術術講講演演会会」」にによよるる学学際際的的なな課課題題発発見見能能力力のの養養成成  
EE--11  東東北北大大学学公公開開講講座座  
目目標標  大学教員による講義・ガイダンスを通じて，学問に対する知的好奇心を高め，生徒の学習及び進路に関する動機づ

けの一環とする。  
対対象象  第2学年生徒全員，第1学年生徒希望者  
教教材材  担当教員によるスライド，説明資料，実験器具，大学学部パンフレット等 
内内容容  東北大学の教員12名を招いて，学部学科の説明，模擬講義を実施した。  
方方法法  スライドやパンフレット，資料などにより，大学における講義や研究の一端を紹介した。学部・学科についての説

明，学部で学ぶ内容や他学部との違い，卒業後の進路についても同様に説明を行った。また，講義終了後には感想・
アンケートを求めた。  

検検証証  １学年は今年度から希望者を対象としたがほぼ全
員が参加し，複数講座を受講する生徒も増え，1・2学
年の延べ参加人数は令和3年度の748 名から975 名
へと大幅に増加した。受講後のアンケートは下表の
ような結果となり，Q8を除く8項目において肯定的
な意見が 90％を超えた。｢あまりあてはまらない｣が
5割弱であったQ8「質疑応答や意見交換」への参加に
関する項目や，Q2の内容の理解度に関する項目で｢よ
くあてはまる｣が相対的に低い数値になったのは，大
学で学ぶ専門的な内容であることや一斉講義形式で
ある以上やむを得ないものであろう。Q9「総合的に満
足したか」という質問に対しては 76.6％が「よくあ
てはまる」と回答し，質問項目では最も高い値となっ
た。それぞれの分野の最先端で行われている実際の
研究に触れることで，個々の視野を広げ，学問の魅力や，大学で学ぶ意義を考える貴重な機会となったといえる。 

○実施テーマ等 

日程 学部・学科 講師 テーマ 人数 
10月 12日 (水） 薬学部 倉田祥一朗 「エー！薬学部でハエの研究ですか？」 97 

10月 17日 (月) 理学部数学 正宗  淳 「数学の最前線とその応用」 46 

10月 24日 (月) 教育学部 青木 栄一 「文部科学省―教育政策がつくられる場―」 94 

10月 27日 (木) 工学部機械 芳賀 洋一 「ミクロな機械が切り拓く次世代の医療とヘルスケア」 77 

10月 31日 (月) 工学部電気 大兼 幹彦 「電子の回転 『スピン』 で，脳を見る。」 91 

11月  1日 (火) 経済学部 藤本 雅彦 「東北大学で教える経営組織論」 125 

11月  7日 (月) 農学部 小川 智久 「東北大学農学部と研究紹介：生物の特殊機能から学ぶ」 65 

11月  8日 (火) 法学部 成瀬 幸典 「犯罪について考える」 108 

11月 15日 (火) 医学部 相澤 俊峰 「東北大学整形外科について」 83 

11月 17日 (木) 理学部化学 坂本 良太 「『分子低次元系の新展開』ならびに『東北大学理学部化学教室の紹介』」 50 

12月  5日 (月) 文学部 嶋崎  啓 「グリム童話の読み方」 97 

12月  7日 (水) 工学部化バイ 壹岐 伸彦 「医療，材料，エネルギーに挑む金属錯体」 42 
  
EE--22  国国際際交交流流講講演演会会  
目目標標  世界の科学者の共通言語である英語の運用能力を高め，科学技術，世界の諸問題，異文化への理解を深める。さらに，

学問や研究の本質に迫ろうとする関心・意欲・態度を醸成し，国際社会で知見・成果を還元する力を高める。 
対対象象  １～３年の希望者 
教教材材 講師から提供されるスライド資料等 
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内内容容  
第１回（5月11日） 本校ＡＬＴ Denisse Ramirez 氏   

“Ecuador and Her Biodiversity” 36名参加 
第２回（ 5月25日）東北大学大学院医学系研究科博士課程 Ali Haider氏 

“Geography and Demographics of Pakistan & Neuroscience and its Importance”  33名参加 
第３回（ 6月 8日）東北大学大学院医学系研究科博士課程 Ahmed Raza氏 

“Religion, Culture, and Food in Pakistan & Disability Science” 23名参加 
第４回（ 6月22日）東北大学大学院理学研究科博士課程 Ishfaq Ahmad氏 

“Education System and School Life in Pakistan & Mathematical Epidemiology” 22名参加 
第５回（ 8月31日）チェコ共和国カレル大学第一医学部学生 藪 あゆい 氏 
 「今世界に出るということ」 23名参加 
第６回（11月30日）一般社団法人日本キリバス協会代表理事 前キリバス共和国名誉領事・大使顧問 ケンタロ・オノ 氏 
「国がなくなる？キリバス共和国と地球温暖化」 45名参加 

第７回（ 1月12日）東北大学災害科学国際研究所 准教授 Anawat Suppasri 氏 
“Interdisciplinary perspectives of tsunami for disaster risk management” 41名参加 

方方法法    今年度は東北大学，及び，ストップ温暖化センター宮城に講師派遣を依頼するとともに，
本校ＡＬＴと卒業生に講師を依頼して講演会を実施した。希望生徒が毎回申込をして，講演
を受講する形態を取った。講演は第５回を除き，英語での実施を依頼し，生徒の質疑も英
語で行った。第２回～４回については，講演後グループ討論会を実施した。参加者は事前
に質問や意見を準備してその討論会に臨み，全ての生徒が意見を英語で発表した。講演会
後，生徒は振返りアンケートに回答するとともにレポートを作成し，講演で得た知識を整理し，自分の考えを深めた。  

検検証証  下表は講演会後に実施したアンケートの結果の平均である（４段階評価で，４が最高，１が最低）。第５回を除いて
英語による講演であったが，講義内容の
理解度を問う Q2 の平均は４段階評価で
3.0 前後であり，概ね理解しているよう
である。また，様々な分野の講演の聴講
を通して新たな分野への興味が喚起さ
れ（Q5:3.5～3.7），視野が広がった
（Q7:3.6～3.9）と感じている生徒が多
いことがわかる。最先端で活躍する研究
者の講義を通して，自然現象や社会事象
など多様な事象を，多角的，複合的な視
点で学際的に事象を捉える力の養成は
ある程度達成された。一方，質疑応答や
意見交換の場での積極的参加について
は，評価が 2.6～3.3 と比較的低くなっ
ている。自己の理解や疑問を英語で，そ
れも他の生徒の前で表現することに対してはまだ自信のない生徒が多く，「表現力」の習得については課題が残った。
今後，英語の授業はもちろん，国際交流の場面でも意見発表など，「表現力」を伸ばす取り組みを増やす必要がある。 

  
EE--33  第第１１学学年年課課題題研研究究講講演演会会・・先先端端科科学学技技術術講講演演会会・・学学術術講講演演会会  
①①  第第１１学学年年課課題題研研究究講講演演会会  
目目標標  大学・研究機関の研究者による，研究への取り組み方・具体的な手法等に関する特別講義を実施し，課題研究にア

プローチする手法を学ぶ。同時に，プレ課題研究を始めるにあたり，テーマ設定をする上での注意点等を理解し，自
らの研究を客観的に見る力を養成する。  

対対象象  第１学年生徒３２０名  
教教材材  スライド資料 
内内容容  演題「これから研究を始める仙台一高生のために」 

講師 東北大学大学院生命科学研究科 准教授 酒井 聡樹 氏 
実施 令和４年５月９日（月） 

方方法法  聴講・質疑・応答  
検検証証  プレ課題研究のテーマ設定が行われる直前の時期に実施された

講演会であった。調べ学習のイメージしか持たない段階の生徒に
とって，研究活動の基本的な視点を学ぶよい機会となった。「自分
の興味を他者の興味にする」ことや，「伝えたい相手は他者である
ことを意識する」など，研究を自分の興味だけに終わらせず，研究
活動を進める中で他者を意識することの大切さについては生徒の印象に残ったようである。その後の研究活動におい
て，班の活動や２年生との質疑応答を経験し，他者とのやりとりのなかで研究が進められていくことを実感する機会
を得た。講演会後に実施した生徒対象アンケートの結果は右表の通りである。クラスを問わず，質疑応答に関する項
目(Q8)は，肯定的な回答が33.3％と，質疑応答への参加について，課題が残ったが，講演内容についてはどの項目も
評価が高く，総合的な評価(Q9)では肯定的な回答が98％を超えた。 

②②  第第１１学学年年先先端端科科学学技技術術講講演演会会  
目目標標  大学・研究機関の研究者によるＳＤＧｓに関する特別講義を実施し，世界が一丸となり解決しなければならない課

題を理解する。また，様々な課題の存在を知ることで，今後開始する課題研究のテーマ設定の一助とする。同時に，

第6回国際交流講演会の様子 
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生徒自らが設定した課題の妥当性や社会的な意義を考える契機とし，客観的に物事を判断する力を養成する。  
対対象象  第１学年生徒３２０名  
教教材材  スライド資料 
内内容容  演題「SDGsの地球的課題を解決するための変容的行動（Transformative Action）とは何か」 

講師 宮城教育大学 教授 市瀬 智紀 氏 
実施 令和４年９月２９日（木） 

方方法法  聴講・質疑・応答  
検検証証  生徒は講演で示された実践的な学びや実例を通して，SDGsの背

景と内容を理解し，崇高な理念に留まらず，身近なところでSDGs
の考え方が生かされていることを再確認することができた。また，
SDGs の考え方が自分たちの課題研究に対して持つ意味を考える
ことができた。講演会後に実施した生徒対象アンケートの結果は
右表の通りである。クラスを問わず， 概ね肯定的な回答であり，
講義の知見が社会や日常に生かせるかという項目（Q6）では肯定
的な回答が94％を超えた。 

③③  第第１１学学年年学学術術研研究究講講演演会会  
目目標標  本校のＳＳＨ事業は，文系の生徒も含めて全員を対象としている。哲学を通して科学を研究対象としてきた研究者

による講演会を通じて，人文社会学的な側面から科学を考える新たな視点を学び，文系理系という枠組みを越えて社
会と科学の関わりをとらえようとする思考力を養成する。 

対対象象    第１学年生徒３２０名  
教教材材    スライド資料  
内内容容   演題「科学とサイエンスのあいだ」 

 講師 東北大学大学院文学研究科 名誉教授 野家 啓一 先生 
実施 令和４年１２月８日（木） 

方方法法  聴講・質疑・応答  
検検証証  日本における「科学」と海外における「Science」の認識には違

いがある，という切り口から「科学」の定義の変遷について講演
をいただいた。これからの社会では，文系・理系の両方の知識が
必要であるという視点は生徒の印象に残ったようである。講演会
後に実施した生徒対象アンケートの結果は右表の通りである。クラスを問わず， 概ね肯定的な回答であり，講義に
よって視野が広がったかという項目（Q5）や総合的な評価（Q8）では肯定的な回答が94％を超えた。 

  
EE--44  第第２２学学年年課課題題研研究究講講演演会会・・先先端端科科学学技技術術講講演演会会・・学学術術講講演演会会  
①①  第第２２学学年年課課題題研研究究講講演演会会  
目目標標 大学・研究機関の研究者による課題研究への取り組み方等の特別講義を実施することで，課題研究へのサイエンス

的なアプローチの手法を学ぶ。同時に，課題研究の仕上げの時期に自らの研究成果を他者に伝えるうえで効果的な手
法を学び，客観的に物事を判断する力を養成する。 

対対象象  第２学年生徒３１８名 
教教材材  スライド資料 
内内容容  演題「これから研究発表をする仙台一高生のために」 
   講師 東北大学大学院生命科学研究科 准教授 酒井 聡樹 氏 
   実施 令和４年９月７日（水）体育館 

結果分析の際に注意すること，結論で大切なこと，考察をする上で
のポイント等の説明があった。さらに，他者に伝わる研究発表の仕
方，ポスターやスライド作成の注意点について説明があった。 

方方法法  講演・質疑応答  
検検証証  講演会後に，生徒対象のアンケートを実施した。 

  講演会後に実施したアンケートにおいて，講義への興味，内容の理解，視野の広がり，総合的な満足度など多くの
項目で９割以上の生徒が肯定的な回答をしている。特に評価が高かった項目を表１で示した。２年生の発表や，１年
生の発表会で指導を控えた時期という実施のタイミングの良さもあり，必要な知識や技能を積極的に学ぼうとする姿
勢が見られた。 

②②  第第２２学学年年学学術術研研究究講講演演会会  
目目標標  本校のＳＳＨ事業は，文系理系を問わず生徒全員を対象として

いる。文系理系という枠組みを越えて活躍する研究者による講演
会を通じて，新たな視点から社会と科学の関わりを考え，科学だ
けでは解決できない問題が増えている現代社会の諸相を捉え直す
契機とする。 

対対象象  第２学年生徒３１８名 
教教材材  スライド資料 
内内容容  演題「文系と理系のあいだ」 
   講師 東北大学大学院文学研究科 名誉教授 野家 啓一 氏 
   実施 令和４年１２月９日（金） 

本校のＳＳＨ第Ⅲ期のテーマに関わる重要な講演会と位置づけ開催した。「トランス・サイエンス」という概念につ
いて学び，理系・文系の枠組にとらわれない，広い視野を持った生徒を育成することを目的としている。  
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方方法法  講演・質疑応答 
      感染症予防のため，大教室に学年全員（８クラス）を収容することを避け，一部クラスはオンライン聴講の形式で

実施した。 
・対面式の講義…文系３クラス＋理系クラス希望生徒 
・各教室でオンライン聴講…理系５クラス 

検検証証 講演会後の生徒対象のアンケート結果から，目標は概ね達成されたと判断する。一部オンラインでの実施であった
ため，オンライン聴講のクラスでは聞き取りづらさがあり，集中を保つ難しさがあった様子であった。講演会後に実
施したアンケートでは，「視野の広がり」など多くの項目で7割以上の生徒が肯定的な回答をしている。 

③③  第第２２学学年年先先端端科科学学技技術術講講演演会会  
目目標標  大学・研究機関等に所属する研究者・社会人による最先端科学技術の研究紹介等の特別講義を実施することで，

知的好奇心と学ぶ意欲を喚起し，科学技術研究の社会的使命とその及ぼす影響を理解し，自分が果たす役割や主体
的に進路を選択する能力を養成する。また，昨今の国際情勢の変化という視点を入れながら，資源の安定的な確保
に向けての活動を知り，日本の状況を考えることを目的とする。 

対対象象  第２学年生徒３１８名 
教教材材  スライド資料 
内内容容  演題「金属資源講話」 
   講師 独立行政法人 エネルギー・金属鉱物資源機構 

清水 栄里 氏・目次 英哉 氏 
   日時 令和５年１月１０日（火） 
方方法法 ① 講演・質疑応答 

感染症予防のため，大教室に学年全員（８クラス）を収容する
ことを避け，一部クラスはオンライン聴講の形式で実施した。 
・対面式の講義…理系５クラス 
・各教室でオンライン聴講…文系３クラス 

   ② 標本展示，個別質問 
全体の講演会終了後，希望生徒を対象に，貴重な岩石標本の展示と解説，個別の質問への対応等を行った。 

検検証証  講演会後に生徒対象のアンケートを実施した。自由記述欄からは，昨今の国際情勢の変化もあり，資源に対する
生徒の関心の高さがうかがえた。理系・文系いずれの視点からも興味を喚起できるテーマであった。各項目で肯定
的な評価が7割以上を占め，知見を深めている。 

  
ＦＦ  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ探探究究講講座座」」にによよるる高高度度なな課課題題研研究究能能力力のの養養成成  
FF--11  物物理理チチャャレレンンジジ  
目目標標 理論問題や実験課題に取り組むことで，物理的に探究する態度を養う。 
対対象象 全学年希望者  
教教材材 物理チャレンジ過去問題 
内内容容 第１チャレンジ（理論・実験） 第２チャレンジ（理論・実験） 
方方法法 参加希望者に対して，過去の理論問題の添削指導や実験方法の指導を行う。  
検検証証 今年度の参加希望者は０であった。次年度は案内の方法や生徒への働きかけを工夫していきたい。 
  
FF--22  化化学学ググラランンププリリ  
目目標標  現在有する知識を活用し，高度な内容の問題に挑戦することで，知的好奇心・向上心・探究する姿勢を養う。  
対対象象  全学年希望者  
教教材材  化学グランプリ一次選考過去問題 東京書籍「化学基礎」「化学」 
内内容容  一次選考（オンライン試験） 二次選考（実験をともなう記述式試験）  
方方法法  募集要項を校内掲示し，希望者に過去問題の配付および個別指導を行う。 
検検証証  新型コロナウイルス感染症対策のため，様々な活動に制約があり，当初の計画どおりに進めることができなかった。

今年度も校内での一括募集はせず，希望者による個人申込みの形をとったことにより，生徒への周知が十分にでき
なかった。次年度は，「ＳＳ探究講座」の位置づけとなり，計画的な個別指導の対応を強化する。 

  
FF--33  日日本本生生物物学学オオリリンンピピッックク  
目目標標  全国規模のコンテストに参加し，生命の持つ面白さや不思議さを実感する。国際生物学オリンピックに日本代表と

して出場する。 
対対象象  全学年希望者 
内内容容  予選，本選，代表選抜試験  
検検証証  今年度の参加者は０名であった。  
  
FF--44  地地学学オオリリンンピピッックク  
目目標標  全国規模のコンテストを通じて，基本的な知識をつけ，分野をまたがった応用力を試すとともに，地学の楽しさや

フィールドワークの醍醐味を経験する。 
対対象象 全学年希望者。参加資格は中学生・高校生であるが，国際地学オリンピック大会の代表選抜を兼ねているため，本

選に進めるのは中学３年生～高校２年生の生徒のみとなる。 
教教材材  学校作成教材 啓林館「地学基礎 改訂版」 浜島書店「ニューステージ地学図表」 各種標本 
内内容容  原則として高等学校「地学基礎」の教科書の内容から出題（環境災害・中学までの理科の内容も含む）。  
方方法法  一次予選はオンライン受験，二次予選は仙台会場受験，本選は茨城県つくば市で実施 
検検証証  ２年生２名が応募・受験した。1名は２年文系，学校設定科目「ＳＳ理科総合Ⅱ」で地学基礎分野を履修，１名は

２年理系「ＳＳ物理Ⅰ」を選択し，「ＳＳ地学Ⅰ」は履修していない。令和５年度に開設する学校設定科目「ＳＳ探
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究講座」の準備を兼ねて，４月から週１回程度，地学基礎分野の学校独自教材を用いて，学習する機会を設けた。  
成成果果  理系１名は一次予選を通過し，二次予選を受験したが，本選出場とはならなかった。地学オリンピックを受験する

ことで地学分野にさらに興味を持つことになり，高校卒業後の進路を決定する機会となった。  
  
FF--55  科科学学のの甲甲子子園園～～みみややぎぎチチャャレレンンジジ22002222～～  
目目標標  探究活動で得られた自然や科学技術に対する知識や考察を，科学コミュニケーション活動の中で実践する。  
対対象象  第１学年生徒８名・第２学年生徒８名 
内内容容  １・２年生で「科学の甲子園」に参加したい生徒を募りチームを編成し，Ａチーム（２年生８名）・Ｂチーム（１年

生８名）の２チームが参加した。物理・化学・生物・地学の事前課題および10月29日の宮城県大会では，１題の実
技競技，６題の筆記競技に挑んだ。  

方方法法  事前課題に関しては理科，筆記競技に関しては数学，理科，情報の教員が授業等を通じて指導・助言を行った。  
検検証証  Ａチームのメンバーの大半は昨年度のみやぎチャレンジでＢチームとして出場したメンバーで構成されており，昨

年度の反省を生かし，筆記競技，実技競技共に大きな成長を果たすことができた。筆記競技では，全体で２位と好成
績を収め，総合成績も 19 チーム中２位と昨年度の成績を上回った。Ｂチームは１年生主体のチームであったが，総
合成績 19 チーム中９位とまずまずの成績であった。一方で両チームとも事前課題で平均点前後と，高得点とはなら
なかった。事前課題においても研究計画を立て，より多くの検証の機会を与えられるような支援体制が必要である。
一方で，参加した生徒の中には，学習意欲の向上につながる者や，その後の課題研究の中でリーダーシップを発揮し
ながら活動をしているなどの副次的な効果も見られた。 

成成果果  令和４年10月29日（土）に行われた「第12回科学の甲子園-みやぎチャレンジ2022-」の成績は全19チーム中，
Ａチームが第２位，Ｂチームが第９位であった。Ａチームは事前課題第９位，筆記競技第２位，実技競技第４位，Ｂ
チームは事前課題第10位，筆記競技第８位，実技競技第10位であった。 

  
FF--66  科科学学地地理理オオリリンンピピッックク  
目目標標  現有知識を活用し全国規模の大会に挑戦することで，知的好奇心・向上心・探究する姿勢を養う。  
対対象象  全学年希望者  
教教材材  地理オリンピックへの招待－公式ガイドブック・問題集－ 
内内容容  一次選考（オンライン試験） 二次選考（記述式試験） 三次選考（フィールドワーク試験）  
方方法法  募集要項を校内掲示し，希望者に個別指導を行う。 
検検証証 令和４年12月10日（土）開催の一次選考に本校から２年生５名が参加したが，予選通過はできなかった。出題範

囲は本校２年生で学習する地理Ａの内容を超えるものであり，１・２年生については通常の授業のみでは予選通過が
難しい現状にある。「地理」に興味関心を持つ生徒に対して，先を見据えた学習を促すことが必要である。 

  
FF--77  日日本本学学生生科科学学賞賞  
目目標標  生徒が個人または共同で取り組んだ実験・研究の成果を発表することで，高度な課題解決能力を育成すると

ともに研究活動への意欲向上を図る。  
対対象象  全学年希望者  
内内容容  地方審査 中央予備審査 中央最終審査  
検検証証  今年度の参加者は０名であった。 
  
ＧＧ  学学校校設設定定科科目目「「ＳＳＳＳ国国際際交交流流」」やや「「ＳＳＳＳＨＨ海海外外研研修修」」にによよりり学学びびをを社社会会にに生生かかすす力力のの養養成成  
GG--11    国国際際交交流流  
目目標標  世界の科学者の共通言語である英語の運用能力を高め，科学技術，世界の諸問題，異文化への理解を深める。また，学

問や研究の本質に迫ろうとする関心・意欲・態度を醸成し，国際社会で知見・成果を還元する力を高める。さらに，国内外
の高校生と英語で交流し，学びに向かう力・互いを尊重する人間性を習得する。 

対対象象    ２年生希望者  
教教材材  オリジナルテキスト 
内内容容  令和５年度から２年生を対象に開講（自由選択）する学校設定科目「ＳＳ国際交流」の試行として「ＳＳＨ国際交

流プログラム」と名付けた取り組みを今年度は実施した。学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ」で取り組んだ研究内容を
国内外の生徒に対して英語で発表する活動，海外の高校生とオンラインで交流する活動，世界の諸問題についての英
語での講演の聴講の３つが主な内容である。 

【課題研究発表】 
① 福井県立藤島高等学校主催 「第２回Global Science Leadership 2022」 令和4年10月29日（土） 
福井県内及びフィリピンの２つの高校生に対して，４班が英語で課題研究の口頭発表をオンラインで行った。Zoomで参

加，ブレイクアウトルームに分かれて，学校紹介及び研究発表を行った。 
“The Velocity of Cosmic Ray Muon” “The Potential for Vertical Axis Wind Turbines” 
“Rearing Lugworms in Fresh Water” “Comparison of Different Types of Spider Silk -Toward Product Development-” 

② 茨城県立緑岡高校主催 「第８回英語による科学研究発表会」 令和4年12月17日（土） 
２班が「学術研究Ⅰ・Ⅱ」で取組んだ課題研究のポスター発表を行った。 
“The Potential of Vertical Axis Wind Turbines” “Improvement of the Lives of Elderly People” 

【海外の高校生とのオンライン交流】 
① 「台湾の高校とのオンライン交流」 令和4年12月7日（水） 
台湾国立南投高級中学の高校生22名及び台北市立大同高級中学の生徒32名とオンラインで交流した。学校紹介後，12

のブレイクアウトルームに分かれ，自己紹介をした後，SDGsの17の目標のうち１つについてグループごと討論した。 
② 国立研究開発法人科学技術振興機構主催「さくらサイエンス・高校生オンラインプログラム」 
インドＪＮＶ高校の高校生15名と本校２年生15名がオンラインで交流した。 
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第1回 令和5年1月27日（金） 
⑴ ５人１組でブレイクアウトルームにわかれ，自己紹介 
⑵ 「自国紹介クイズ」 互いの国の文化や魅力を紹介 
⑶ 「My SDGs Show & Tell」 SDGsのゴールを意識して，日頃行っている行動を紹介 

第２回 令和5年2月1日（水） 
⑴ 2030年の自分を想像して，7年後の自分になりきって自己紹介 
⑵ 「SDGsと私の国」 SDGｓ2・5・7に関する日本とインドの問題点や取組みの紹介 
⑶ 「私たちが創る未来」グループで両国を比較し，各国が抱えている課題を解決するためのアクションを考え，協働

でプレゼンテーションを準備し，他のグループに発表 
【講演会の聴講】（第６回，第７回国際交流講演会と同じ） 
方方法法 
【課題研究発表】 
上記①はオンラインで，②は実際に会場で，「学術研究Ⅱ」で取り組んだ課題研究を英語で発表した。スライドやポスタ

ーを事前に英語で作り，発表練習を行ったうえで参加した。また，プレゼンテーション講習会を開き，本校ＡＬＴからグ
ラフの説明の仕方について講義を受け，その後，グループに分かれて与えられたグラフの説明を順番に英語で行う演習も
事前に実施した。さらに，上記①については，Zoomの操作に習熟するために，Zoom練習会も事前に実施した。実施後は，
受けた助言や指導をその後の研究活動に生かせるよう，振り返りをレポートにまとめた。 
【海外の高校生とのオンライン交流】 
上記①，②とも Zoom を利用して行った。①については，学校紹介のスライドは事前に準備して，スライドを使いなが

ら説明した。SDGsに関する質問は３校で話し合い，４つに絞り事前に生徒に提示し，生徒は自分の意見を準備したうえで，
討論会に参加した。各グループ司会者を決めておき，司会者が討論会の進行を担当した。最後に各班代表が「高校生の自
分たちにできること」を全体の前で発表した。②は国立研究開発法人科学技術振興機構主催で，当日の司会はアイ・シー・
ネット株式会社が担当した。事前課題が毎回あり，参加生徒はオンラインコミュニケーションツール Padlet 上に自己紹
介や自国紹介のクイズなどを準備して交流会に臨んだ。①，②とも終了後は振り返りをレポートにまとめた。 
【講演会の聴講】（E-2国際交流講演会参照） 
検検証証  右図は「ＳＳＨ国際交流プログラム」の活動全てに参加した生徒

10名のアンケートの回答である。SDGsに関わる討論会への参加，
講演会の聴講を通し，世界の諸問題についての意識・関心が高ま
り，「Q11 視野が広がった」と感じ，「Q9 将来国際的に活躍したい」
と回答する生徒が多かった。また，台湾とインドの高校生と交流し
たことで，Q2「英語に対する学習意欲が高まった」と回答した生徒
の割合が高い。ほぼ全員に学びに対して積極的な姿勢が見られ，生
徒の振返りレポートからも学びを社会に生かそうとする意欲が感
じられる。このプログラムを通して，社会・世界と関わり，学びを
社会に生かす「学びに向かう力・人間性」の養成がある程度達成できた。一方，振返りレポートから，英語力，コミ
ュニケーション能力の不足はどの生徒も感じており，授業や交流活動を通じて，その養成を図る必要がある。  

  
GG--22    ＳＳＳＳＨＨ台台湾湾海海外外研研修修  
目目標標    
① 課題研究の成果を台湾の高級中学の生徒・教員に英語で発表し，質疑応答を通し
て，課題研究における新たな問題点・視点を見つけ，研究を深化させる。 

② 大学，研究機関の研究者の講義や施設見学により，先端科学技術に関する新たな
知識と社会への還元の仕方を学ぶ。 

③ 日本人研究者・留学生との交流により，海外留学・就職など，社会・世界と関わ
り，学びを社会に生かす方法を学ぶ。 

④ 社会・世界と関わり，挑戦的かつ内省的・批判的なより深い学びを実践し，「学
びに向かう力・人間性」を高める。 

対対象象    第２学年生徒から希望者を募り，24名を選考  
教教材材  オリジナルテキスト 
内内容容  
【事前研修】 
① レポート作成  ② オンライン交流  ③ 英語のプレゼンテーション講習会 
④ ポスター発表練習会  ⑤ 英語での講演会の聴講（E-2国際交流講演会参照） 
⑥ 英語での発表会への参加  ⑦ インドＮＶ高校とのオンライン交流参加 
【本研修先】① 国立南投高級中学 ② 九二一地震教育園区 ③ 国立清華大学（日本人留学生） 

④ 国立清華大学脳科学研究センター ⑤ 国立清華大学ナノテク素材センター ⑥ 台北市立大同高級中学 
【事後研修】○ レポート作成  
方方法法  
【【事前研修】 
① 「台湾レポート」：台湾について調べたことをレポート１ページにまとめる。12分野を分担して担当した。 

「防災レポート」：各自の防災の取り組みと震災遺構についてレポートを1ページにまとめた（日本語・英語）。 
② 国立南投高級中学と台北市立大同高級中学とのオンライン交流 
③ 「英語のプレゼンテーション講習会」：本校ＡＬＴからグラフの説明の仕方について講義を受け，その後，グループに
分かれて与えられたグラフの説明を順番に英語で行う演習を実施した。 

南投高級中学でのポスター発表 

九二一地震教育園区見学 
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④ ポスター発表練習会：３人ずつ８班に分かれて，「学術研究Ⅰ・Ⅱ」での研究内容を英語のポスターにまとめた。班ご
と発表練習を２学年英語担当教諭とした後，全体練習会を行った。４班が発表，４班が聴衆となり，互いに質問や助言
をする練習会を２回実施した。発表と質疑応答は英語で，助言は日本語で行った。１回目の練習会で説明のわかりにく
い部分など生徒同士で指摘し，その助言をもとに生徒は班内で改善点を話し合い，２回目の練習会に臨んだ。 

⑤ 英語の講演の聴講：（E-2国際交流講演会参照） 
第６回国際交流講演会（11月30日）「国がなくなる？キリバス共和国と地球温暖化」 

 第７回国際交流講演会（1月12日）“Interdisciplinary perspectives of tsunami for disaster risk management” 
⑥ 英語での発表会への参加：福井県立藤島高等学校主催第２回Global Science Leadership 2022 
⑦ インドＮＶ高校とのオンライン交流参加：さくらサイエンス・オンライン高校生交流プログラム 
【本研修】 
① 国立南投高級中学での交流：ポスター発表・討論会・授業体験・工芸体験・校舎見学 
ポスター発表は４班ずつ，質疑応答も含めて１回 10 分で発表した。異なる聴衆に対し計３回発表した。国立南投高級
中学の生徒も３班発表し，本校生はその発表を聞いた。台湾の高校生から研究に対して助言や感想を得た。 

② 九二一地震教育園区見学 
台中市を1999年9月21日に襲った地震の震災遺構を見学，発生した地震のメカニズムや被害の状況について学んだ。
事前学習の防災レポートや講演会を踏まえ，日本と台湾における地震被害や発生のメカニズム，防災について比較した。 

③ 国立清華大学日本人留学生との討論会 
国立清華大学で学ぶ日本人大学生・大学院生５人と交流した。５グループに分かれ，海外留学の意義や大学生活，授業
や研究内容への質疑応答の形で意見を交わした。この討論会後，各自で海外留学の意義等についてレポートにまとめた。 

④ 国立清華大学脳科学研究センターでの研修：講義・施設見学・講演 
最初に，脳科学研究の概要について講義を受けた。基本的な用語説明から，最先端の研究に至るまで説明を受け，その
後の施設見学が効果的にできるよう配慮されていた。その後，3グループに分かれて1時間かけて施設を大学院生と回
り，実際の実験の様子やコンピュータ・シミュレーション等を見学した。その都度，質問する機会があり疑問点を解決
しながら見学することができた。その後，1時間，脳科学のこれまでの研究，現在と今後の可能性に関する講演を聞い
た。途中，質疑応答のやり取りも入り，集中力を切らさず，講演を聞くことができた。 

⑤ 国立清華大学ナノテク素材センターでの研修：講演・施設見学・ポスター発表見学 
約15分清華大学とナノテク素材センターでの研究内容についての説明を受けた。その後，約1時間かけて施設内を回
り，途中様々な体験をしながら半導体や製造過程について学んだ。さらに，4つのグループに分かれて，大学院生の研
究内容をポスター発表の形で聴講した。質疑応答のやり取りもしながら，最先端の研究について知ることができた。 

⑥ 台北市立大同高級中学での交流：ポスター発表・討論会・交流会  
ポスター発表は４班ずつ，質疑応答を含む1回10分で異なる聴衆に対し計３回発表し，研究に対しての助言や感想を
得た。大同高級中学の生徒は評価シートを記入していた。討論会は１班４～５人で12班に分かれ，COVID-19を題材に
社会や学校への影響，対応等について自国の状況を説明した。１人が司会となり，全員が発言機会を持てるよう配慮し
ながら話し合い，２国間での類似点や相違点を見出した。最後に４班の代表が討論内容について班内の意見を発表した。 

【事後研修】 
① 研修中毎日の振り返りとして「研修レポート」を作成した。ポスター発表で得た助言や見学研修の際の気づき，講義の
内容や疑問点などその日の研修内容に合わせて記入した。 

② ＳＲtimes の作成を研修内容ごとに分担して行った。自分たちの体験を学校全体やホームページ閲覧者と共有するこ
とで，学びを社会に還元できた。 

③ 研修での学びを各自英語で執筆し１ページのレポートにまとめ，本研修のまとめとした。 
検検証証  
９月の台湾政府の入境条件緩和の発表を受け，本研修を急遽実施することにした。10 月の参加者募集・選考を経て 10

月下旬から事前研修を始めた。事前・事後を含めると約半年の研修に，どの生徒も意欲的に参加し，大きな成長が見られ
た。事前研修で最も高評価となったものは，台湾の２つの高校とのオンライン交流であった。台湾の高校生の英語力の高
さに驚き，英語学習への意欲が高まった生徒が多かった。また，その後も交流を続けた生徒もおり，現地を訪れた際の円
滑なコミュニケーションに繋がった。また，国際交流講演会の評価も高かった。英語で講演を1時間聞く経験が，清華大
学での研修の際に役立ったようだ。特に，キリバス共和国での地球温暖化の影響の講演は生徒の SDGs への関心を高め，
世界の諸問題に目を向けるきっかけとなった。現地での研修を成功させるには，事前研修で，ある程度つながりを作って
おくことや，英語の講義に慣れておくことが必要である。 
右図は研修後に行ったアンケートの結果である。「視野が広がった」「英語に対する学習意欲が高まった」「コミュニケ

ーション能力が伸びた」と感じた生徒が多く，学び
を社会に生かす力が台湾研修を通して，ある程度培
われ，挑戦的かつ内省的・批判的でより深い学びを
実践する素地はできた。課題研究の発表は，研修期
間中に計6回行い，最後の発表では，納得のいく発
表ができたと感じる生徒が多かった。台湾の高校生
から十分なフィードバックを得られ，今後の研究の
深化に繋げることができた。先端科学技術への興味
は９割を超えるが，他の項目と比べるとやや評価が
低い。英語での研修であり，深い理解に至らなかっ
たことが原因であろう。大学での研修がより充実し
たものとなるよう，脳科学と半導体についての更な
る事前学習が必要である。防災対策への生徒の意識
が低くなっている現状は，再考の余地がある。  
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第第３３節節  「「学学術術研研究究」」でで得得らられれたた知知見見・・成成果果をを社社会会にに還還元元すするる拠拠点点校校ととししてて活活動動のの研研究究  
～～知知見見・・成成果果をを自自らら社社会会にに還還元元すするる取取組組【【知知のの実実】】……「「総総合合知知」」ととししててのの科科学学～～  

仮仮説説３３  探探究究活活動動のの過過程程全全体体でで，，生生徒徒がが「「ななぜぜかか」」（（根根拠拠のの問問いい））とと「「何何かか」」（（存存在在論論的的なな問問いい））とといいうう観観点点でで自自己己評評価価しし，，
将将来来ににおおけけるる，，大大学学やや研研究究機機関関・・企企業業ででのの専専門門的的なな研研究究，，実実社社会会やや実実生生活活ででのの研研究究をを見見据据ええ，，探探究究活活動動でで得得らられれたた知知
見見・・成成果果をを社社会会にに還還元元すするる活活動動がが，，新新たたなな価価値値をを創創造造ししてていいくくここととががででききるる「「科科学学技技術術イイノノベベーーシショョンン・・リリーーダダーー」」
のの育育成成ととななるる。。 

【【仮仮説説３３のの研研究究開開発発のの内内容容】】  
Ｈ 「ＳＳＨ学校公開」「ＳＳＨ教員研修会」「ＳＳＨ探究講座実習」により学びを社会に還元する力の養成 
Ｉ 「仙台一高ＴＡバンク」「ＳＳＨサポート組織」「ＳＳＨ検証チーム」により学びから新たな価値を創造する力の養成  

【【仮仮説説３３のの実実施施方方法法】】  
Ｈ 学びを社会に還元する力の養成により，自ら遂行した探究活動の過程全体を「なぜか」（根拠の問い）と「何か」（存在論

的な問い）という観点から自己評価することで，学びを社会に生かす機会から「学びに向かう力・人間性」を習得する。 
Ｉ 学びから新たな価値を創造する力の養成により，一連の探究活動から新たな価値を創造する力，粘り強く挑戦する力，問

題解決能力となる「学びに向かう力・人間性」を習得する。  

【【仮仮説説３３のの検検証証評評価価】】  
Ｈ 探究活動の過程全体を「なぜか」（根拠の問い）と「何か」（存在論的な問い）という観点から自己評価することで，挑戦

的かつ内省的・批判的なより深い学びとなり，社会に生かす力の養成ができる。 
Ｉ 「学術研究」や県内外他校の「総合的な探究の時間」における探究活動をサポートする人材提供の仕組みを構築し，高校

生に研究者の身近なロールモデルを示す。このことにより，将来，大学や研究機関・企業での専門的な研究，実社会や実
生活での研究を見据えて，生徒が新たな価値を創造する力，粘り強く挑戦する力，問題解決能力を養成できる。  

  
ＨＨ  「「ＳＳＳＳＨＨ学学校校公公開開」」「「ＳＳＳＳＨＨ教教員員研研修修会会」」「「ＳＳＳＳＨＨ探探究究講講座座実実習習」」にによよりり学学びびをを社社会会にに還還元元すするる力力のの養養成成  
HH--11  第第１１回回学学校校公公開開・・教教員員研研修修会会（（７７月月））  
目目標標  ・２年生がこの時点までの研究成果を発表し，相互に助言しあいながら今後の方向性を見定め，研究を深めていく

契機とする。  
・今後の生徒の研究活動の充実をはかる契機とするとともに，長期間にわたる研究活動の指導について，参観者と
意見交換する  

対対象象  第２学年生徒318名  
教教材材  本校ＳＳＨ研究部作成教材プリント(テキスト) 「課題研究メソッド 2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館) 
内内容容  
① 課題研究中間発表 
本校２年生が，各ゼミでこの時点までの研究成果を発表し，ゼミ内生徒および参観者（県内外の高校教員）と質疑応答

を行った。 
② 教員研修会  
参観者から希望者が参加した。「ＳＳＨ事業」「学術研究(課題研究)運営」「ゼミの指導」をテーマに情報交換を行った。 

方方法法  
① 中間発表 
口頭発表形式・ゼミごと 

② 教員研修会 
参加者に希望を取り，上記テーマごとに小グループに分かれて情報交換を行った。 

検検証証  
① 中間発表 
中間発表直後のルーブリック評価では，「柔軟性（意見の違いや相手を理解する力）」と「規律性（社会のルールや人と

の約束を守る力）」の項目の数値が伸びた。グループ内でディスカッションしながら発表準備を進める過程や，発表会内
での質疑応答を通して成長を実感したものと分析する。 
② 教員研修会 
参加者アンケートでは，「情報交換会は参考になりましたか」という問いに対して，58％が「大いに参考になった」と回

答し，一定の成果があった。記述欄では，「テーマ設定の指導方法」等についての悩みについての意見交換や，本校の生徒
中心の進め方についての情報が有意義であったという感想が多かった。 
  
HH--22  第第２２回回学学校校公公開開・・教教員員研研修修会会（（９９月月））  
目目標標  １年生が本格的な研究活動の前段階にあたる「プレ課題研究」の研究成果を発表し，聴衆（２年生）とディスカッ

ションを行うことで，年度後半から２学年にかけて実施する「課題研究」に向け，生徒自身が自らを顧み，研究活動
の経験を積む機会とする。また，教員研修会では，課題研究の指導に関する情報交換を行うことを通して，参観者と
本校担当者間の新たなネットワークの構築や課題研究を指導する上での実践事例や課題を共有する機会とする。 

対対象象  第１学年生徒320名，第２学年生徒318名（聴衆） 
教教材材  本校ＳＳＨ研究部作成教材プリント(テキスト) 「課題研究メソッド 2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館)  
内内容容  
① 「プレ課題研究」発表会 
本校１学年生徒が，年度前半に行った「プレ課題研究」の研究成果を発表し，聴衆（２学年生徒）および参観者（県内

の高校教員）とディスカッションを行った。 
② 教員研修会 
参観者（希望者のみ）と本校職員の情報交換の場を設定し，「本校のＳＳＨ事業」「本校の学術研究(課題研究)運営」を

テーマに情報交換を行った。 
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方方法法  
①「プレ課題研究」発表会 
ポスター発表形式（発表５分・質疑５分） 

② 教員研修会 
「本校のＳＳＨ事業」「本校の学術研究(課題研究)運営」それぞれについて小グループに分かれての情報交換 

検検証証  
① 「プレ課題研究」発表会 
下表は，１年生を対象に実施したアンケート結果の一部である。「発表会を通して視野が広がった」と回答した生徒や

「他者と協力して取り組む姿勢」については，90％を超える生徒が肯定的な回答をした。一方で「ポスター作成能力」や
「プレゼンテーション能力」については，「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」と回答した生徒が他項目と比
較するとやや多く見られた。発表会を通して，「協働性」や「学びに向かう力」については，１学年の前期の活動を通して
向上させることができたと考える。一方で，プレゼンテーション能力については，自信を持てない生徒が一定数いること
が見て取れる。１年次後期から行う「課題研究」の活動でさらに研究を深める中で， 成果をまとめ，分かりやすく伝える
能力の育成につなげていく。  

② 教員研修会 
３年間の探究のフレームワークや探究活動の評価についてなどが主な情報交換の話題となったが，来校者向けのアンケ

ートでは，参加者の100％が「教員研修会は参考になった」と回答した。本研修会は，他校の教員とのネットワーク構築
や事例の共有・発信の機会として有効であったと考える。 
  
HH--33  第第３３回回学学校校公公開開・・教教員員研研修修会会（（1100月月））  
目目標標  ・２学年生徒が研究成果をポスター発表し，相互に助言しあいながら研究を深めていく契機とする。 

・生徒のプレゼンテーション能力の向上とともに，他学年生徒との交流を通して，研究におけるコミュニケーショ
ン能力の向上を図る。 

・情報交換会（教員対象）では，参観者と本校職員間での意見交換と，新たなネットワークの構築を目指す。 
対対象象  第２学年生徒318名，第１学年生徒320名（聴衆） 
教教材材  本校ＳＳＨ研究部作成教材プリント(テキスト) 「課題研究メソッド 2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館) 
内内容容  
① 課題研究ポスター発表会 
本校２年生が研究成果のポスター発表を行った。岩手県立盛岡第一高等学校の生徒 11 名が来校し，本校の１年生とと

もに聴衆として参加した。聴衆の生徒および参観者（県内外の高校教員）と質疑応答を行った。 
② 教員研修会  
参観者から希望者が参加した。「ＳＳＨ事業」「学術研究(課題研究)運営」「ゼミの指導」をテーマに情報交換を行った。 

方方法法  
① ポスター発表会 
 全ゼミ74グループが体育館で一堂に会し，実施 
② 教員研修会 
参加者に希望を取り，上記テーマごとに小グルー

プに分かれての情報交換 
検検証証  
① 右表は生徒アンケートからの抜粋である。生徒
は，「視野の広がり」「他者の意見を傾聴する態度」
「発表者／聴衆としての振る舞い」の面で成果が
あったと実感している。 

② 来校者アンケートでは，82％が「大変参考にな
った」と回答した。「参考になった」と合わせる
と 100％となる。自由記述欄からは，「ポスター
発表会の運営の実態」や，「文系ゼミの指導方法」
等が情報交換会の中で話題となり，有意義な意見交換が行われたことがわかる。 
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HH--44  第第４４回回学学校校公公開開・・教教員員研研修修会会（（２２月月））  
目目標標  １年生が，先行研究を踏まえて設定した課題研究のテーマと研究計画を発表し，聴衆（２年生）とディスカッショ

ンを行うことを通して，テーマと計画を多角的に検証し，２年次にかけて行う課題研究の活動をより充実したものに
する。また，教員研修会では，県内高等学校のテーマ設定についての事例紹介と小グループに分かれての情報交換を
行うことを通して，課題研究における「テーマ設定」に的を絞り，各校の取り組み事例および課題の共有を行う機会
とする。  

対対象象  第１学年生徒320名，第２学年生徒318名（聴衆）  
教教材材  本校ＳＳＨ研究部作成教材プリント(テキスト) 「課題研究メソッド 2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館) 
内内容容  ① 課題研究テーマ設定発表会 

本校１年生が，先行研究を踏まえて設定した課題研究のテーマと研究計画を発表し，聴衆（２年生）および参観
者（県内外の高校教員）とディスカッションを行った。  

      ② 教員研修会 
県内４校の課題研究におけるテーマ設定に関する事例紹介を行った後，４人程度の小グループに分かれ，事例紹

介を基にして，各校の取り組みや課題の共有を行う。 
方方法法    ① 課題研究テーマ設定発表会 
          パワーポイントを用いたスライド発表，または「テーマ設定レポート」を活用した発表 

（発表５分・質疑５分） 
      ② 教員研修会 
    ・テーマ設定に関する事例紹介（各校５分程度） 
    ・小グル-プに分かれての情報交換 
検検証証  ① 課題研究テーマ設定発表会 

下表は，１年生を対象に実施したアンケート結果の一部である。「納得のいく発表ができた」や「プレゼンテー
ション能力が向上した」については，「あまりあてはまらない」「全くあてはまらない」と回答した生徒が他項目と
比較するとやや多く，プレゼンテーション能力については，課題感を持つ生徒が多いことが伺える。一方で，「今
後の研究に対するヒントを得ることができた」や「自身の研究への興味・関心が増した」といった項目について，
肯定的な回答をした生徒が 95％を超えた。本発表会を通して，今後の研究に対して前向きに取り組む意欲を養う
ことができた。同時に「他者の研究をもっと深く知りたいと思った」の項目についても肯定的な回答が多く見られ
た。自分たちの研究のみならず，同じゼミ内の他者の研究にも触れ，興味・関心を高める貴重な機会となった。 

 ② 教員研修会 
 本研修会では，課題研究における「テーマ設定」に的を絞り，事例紹介や情報交換を行った。来校者向けのア
ンケートでは，参加者の100％が「教員研修会は参考になった」と回答した。各校とも課題感を持つテーマ設定に
ついて，より良い指導法を検討する機会として有効であったと考える。 

  
HH--55  ＳＳＳＳＨＨ生生徒徒研研究究発発表表会会  
目目標標  学校設定教科「学術研究」で取り組んだ課題研究を学校代表として発表する。プレゼンテーション力を高めるとと

もに，他校の研究成果を聞き，相互に質疑応答を行うことで批判的・論理的なコミュニケーション能力を一層伸長さ
せ，自身の研究をさらに深める学びの場とする。  

対対象象  第３学年生徒３名（英語ゼミ２名，物理ゼミ１名） 発表テーマ「効果的な外国語単語の覚え方」  
教教材材  オリジナルテキスト 
内内容容  令和４年度ＳＳＨ生徒研究発表会（令和４年８月３日・４日 神戸国際展示場）に参加し，ポスター発表を行うと

ともに他校生徒の発表を聞き，質疑応答等を通して交流した。また，参加に先立ち，要旨及びポスター作成を行った。 
方方法法  参加生徒は「学術研究Ⅲ」の授業で「学術研究Ⅱ」で取り組んだ課題研究に継続して取り組み，追実験を繰り返し，

研究成果をポスターにまとめた。この発表会の参加に際して，物理ゼミの生徒1名が英語ゼミの研究に加わり，３名
で実験，データ分析，考察，まとめを行った。データ分析については，ＴＡの指導を受け，より科学的に分析を行う
ことができた。発表練習については，担当教員だけでなく運営指導委員からも指導，助言を受けた。発表会参加後は，
各自が報告書を作成し，自らの研究活動の振り返り，総括を行った。  

検検証証  発表に向け，研究を深化させるため，追実験を行い，その度に新たな課題を自分達で見つけ，改善を重ねる過程は，
まさに挑戦的かつ内省的・批判的な深い学びに値した。また，東北大学大学院文学研究科博士課程後期２年の大学院
生が，ＴＡとして実験で使用するアンケートの項目や分析法についての具体的なアドバイスを行うなど，非常に効果
の高い指導を行った。現地での発表では，多くの聴衆からフィードバックを受け，意見交換をすることができ，新た
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な課題を見つけることができた。さらに，他校の研究発表を聞いたり，交流したりすることを通し，生徒は研究活動
の意義や可能性をより深く理解することができた。高校生にとって身近な研究テーマを設定して継続的に研究活動を
続けたことで，新たな価値を創造する力や粘り強く挑戦する力は十分培われた。  

  
HH--66  東東北北地地区区ササイイエエンンススココミミュュニニテティィ研研究究校校発発表表会会  
目目標標  東北地区６県のＳＳＨ指定校など，理数系の課題研究に積極的に取り組んでいる高校生が，授業や部活動で取り組

んできた研究成果を対面で発表し，発表者との対話を通じて相互交流・評価を行い切磋琢磨することで，これからの
活動や研究の質・量の両面で活性化を図る。  

対対象象  東北地区ＳＳＨ指定校を中心とする生徒，教職員（本校から２班８名が参加）  
教教材材 「課題研究メソッド 2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館)，本校ＳＳＨ研究部作成教材プリント「学術研究Ⅱ口頭

発表」 
内内容容  ① 基調講演 関野 吉晴 氏（探検家・医師・武蔵野美術大学名誉教授）による講演 

② 口頭発表 
「種類別‼ 強度によるクモ糸の比較」（生物ゼミ） 
「パフォーマンス向上に適した環境は？」（保体ゼミ）  

方方法法  口頭発表  
３つの分科会に分かれて，スライドを用いた口頭発表を行った。

他校生徒やアドバイザーとの質疑応答，助言を受けた。 
検検証証  当発表会は，数年ぶりに対面で実施された。生徒の感想では，準備

のための苦労と他校で対面による発表を行う緊張感がうかがえた。
発表内容の深まりにもつながり，実際に現地に出向き，他校生徒と直
接やりとりをする経験は，他の方法では得難い効果があった。  

  
HH--77  宮宮城城県県ＳＳＳＳＨＨ指指定定校校合合同同発発表表会会  
目目標標  学校設定教科「学術研究」で取り組んだ課題研究や部活動の活動内容を県内の他のＳＳＨ指定校生徒及び一

般市民に向けて発表することにより，生徒の思考力，判断力，表現力を高める。また，他校の研究成果を聞き，
相互に質疑応答を行うことで批判的・論理的なコミュニケーション能力を一層伸長させ，自身の研究をさらに
深める学びの場とする。  

対対象象  ３年生希望者 物理ゼミ５名，情報ゼミ２名，英語ゼミ２名，化学部１～３年生８名 
教教材材  オリジナルテキスト 
内内容容 日時：令和４年７月３日（日） 会場：仙台市科学館 

３年生の希望者が，「学術研究Ⅰ・Ⅱ」で研究した内容をポスターにまとめ，一般市民及び他のＳＳＨ指定校
生徒に対して発表した。また，他校生徒のポスター発表を聞き，質疑応答を通して交流した。 
物理ゼミ 「主翼の表面の起伏と揚力の相関に関する研究」 

        「飛行機の尾翼の形と滞空時間の関係」 
   情報ゼミ 「定時起床支援アプリの開発」 
   英語ゼミ 「単語の効果的な覚え方」 

化学部部員１～３年生８名は，一般市民，主に小学生に対して実
験教室を実施した。実験内容は，「信号反応」「ダイラタンシー現象」
「割れないシャボン玉」であった。 

方方法法  参加生徒は，１，２年次にそれぞれが「学術研究Ⅰ・Ⅱ」で取り
組んだ研究内容のポスター及び要旨を作成した。対象が高校生だけではなく，一般市民，子どももいるという
ことを意識して，小学生にもわかるような言葉を使い発表する練習を行った。化学部員は，顧問と相談のうえ，
例年文化祭で小学生対象に行っている実験教室の内容を精査し，実験を事前に繰り返し行ったうえで，発表会
に臨んだ。また，発表会後は振り返りのために各自がレポートを作成した。 

検検証証  ポスター発表を行った生徒は，特に大人の聴衆から様々なフィードバックをもらい，自分達の研究を通して
社会に貢献する可能性に気付いたり，新たな課題を見つけたりすることができた。また，他校の研究発表に大
変刺激を受け，研究の面白さを再発見した生徒もいた。さらに，一般市民に対して発表するために，よりわか
りやすい言葉で説明するよう心掛けた結果，自身の研究内容をより深く理解できた生徒もいた。化学部の生徒
も，実験の仕方や現象の説明を小学生にもわかるように行い，化学の面白さを伝えることができたことに喜び
を感じていた。振り返りのレポートの内容から，両者とも学びを社会に生かす機会を得て，学びに向かう力や
人間生を高めることができた。 

 
HH--88  みみややぎぎののここどどもも未未来来博博  
目目標標  小学生中学生及び高校生が，夏休みの自由研究や部活動，総合的な探究の時間などで取り組んだ，様々な分野の研

究や探究活動に対して，中間発表や成果発表の場を提供するとともに，各学校段階での探究的な活動への取組を促進
し，児童生徒の思考力，判断力，表現力等の向上を図る。 

対対象象  宮城県内小学校・中学校・高等学校生徒（本校からの参加者２班，10名） 
教教材材  「課題研究メソッド 2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館)，本校ＳＳＨ研究部作成教材プリント「学術研究Ⅱポス

ター発表」，発表班ポスター，発表動画 
内内容容  ① ポスター発表動画の作成，他校の発表動画の視聴と発表校へのコメントのフィードバックを行う 

ポスター発表（オンライン）「農薬無しで害虫予防」（生物ゼミ） 
ポスター発表（オンライン）「狐と人間の関係から探る新美南吉の文学作品の原点」（国語ゼミ） 

   ② オンライン交流会 令和４年１２月１７日（土） 
県内他校生徒との交流を通して，これまでの研究や探究活動の成果等について，相互にフィードバックを行った。 
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方方法法  オンライン発表 
① 発表動画を作成し，Googleフォームを利用し動画をオンラインで提出する  
② 参加各校に配付されたＵＲＬから「こどもみらい博」特設サイトへアクセスする 
③ ポスター発表動画を視聴する（視聴可能：ポスター発表参加各校の生徒及び教員） 
④ 特設サイト内のコメントフォームに，視聴した発表動画のコメントを入力する 
⑤ 視聴コメントが担当から各校にフィードバックされる 
⑥ 発表に対してフィードバックされたコメントや助言を読み，発表内容や発表活動の改善に生かす 

検検証証 従来は対面でポスター発表を実施してきた発表会であるが，この数年は発表動画を提出し，Web 上で視聴する形式
で実施されている。今年度はWeb上での交流会も実施された。参加生徒は他校の発表の仕方の工夫を知ることができ，
様々な分野の発表の視聴を通して興味関心の幅を広げることができた。外部からのフィードバックでは校内で得られ
るものとはまた違う，新鮮な視点からの指摘もあり，参加生徒にとっては大きな刺激となった。参加生徒によるアン
ケートでは，今回の参加によって「研究内容が深められた」「他校の様子がわかって良かった」という回答が多く，参
加の意義があった。 

  
HH--99  茨茨城城県県立立緑緑岡岡高高校校「「第第８８回回  英英語語にによよるる科科学学研研究究発発表表会会」」  
目目標標  「学術研究Ⅰ・Ⅱ」での研究内容を各地のＳＳＨ指定校生徒に対して発表することにより，プレゼンテーシ

ョンスキルや英語でのコミュニケーションスキルの向上を目指す。また他校の発表を聞き，質疑応答をするこ
とで自身の知見をさらに深めることを目的とする。  

対対象象  第２学年生徒７名  
教教材材  各班作成のポスター 
内内容容  岡山県，千葉県，栃木県，茨城県，東京都，宮城県のＳＳＨ指定校 12 校が参加。各校の研究成果を口頭発

表・ポスター発表の形式で行う。 
    口頭発表   ９校13件の発表 本校生は発表を見学 
        ポスター発表 12校37件の発表 本校の発表は以下の２件 
                      “Improvement of the Lives of Elderly People” 
                      “The Potential of Vertical Axis Wind Turbines”  
方方法法    班員が「学術研究Ⅱ」で行ってきた課題研究の中から発表する研究を各班１つ選び，英語でポスターを作成

した。Abstractを作成し，主催校に事前に提出した。英語での発表練習は複数回行い，想定質問にも答えられ
るよう準備した。発表会では，PowerPointによる口頭発表はホールで全参加者が各校の発表を聴く形式で行わ
れ，ポスター発表は約30分ずつの発表時間が３回設定され，そのうち各班２回発表の機会が与えられ，１回は
他校の発表を見学した。発表時間内には，見学者は自由に見学し，複数班の発表を見学することができた。ポ
スター発表ではその場で質疑応答をすることができた。  

検検証証  口頭発表見学では，他校の生徒が原稿を見ずに発表する姿や，失敗したり原稿の内容を忘れたりしても最後
までやりきる姿に強く感銘を受けた様子だった。自分たちのポスター発表の際は，前日まで自発的に練習した
成果もあり，納得のいく出来だったようだ。しかし，聴衆からの質問に英語で的確に答えるということが上手
くいかず，新たな課題を認識することとなった。総じて，外部との関わりの中で自分たちのあり方や研究の質
などを見直すきっかけとなり，生徒達にとって得るものは多かった。  

  
HH--1100  宮宮城城県県古古川川黎黎明明高高校校「「黎黎明明ササイイエエンンススフフェェスステティィババルル」」  
目目標標  学校設定科目「学術Ⅰ・Ⅱ」で行った研究の成果を，古川黎明中学校・高等学校及び県内外の高校の生徒に

対して発表し，自分たちの研究成果の検証を行う。また，他校の生徒の研究発表を聞き質疑応答を通して交流
することで，科学的素養を深め，自らの研究をさらに深めていくヒントを得る。 

対対象象  ２年生３名（公民ゼミ２名，英語ゼミ１名）  
教教材材  オリジナルテキスト 
内内容容  日時 令和５年２月４日（土） １３：００～１４：５０ 
      場所 宮城県古川黎明中学校・高等学校 アリーナ 
   2学年の生徒の中で参加を希望した生徒が，ポスター発表を行った。発表テーマは以下の通り 
   公民ゼミ：非行少年の更生 ～よりよい社会を目指して制度の面から考える～   
   英語ゼミ：Storytelling changes in Snow White based on social context   
方方法法  発表会を前後半に分け，途中の休憩で発表者と聴講者を入れ替える形式で行われた。発表者は，実施校の高

校 2 年生，中学 3 年生，大崎地区内の小学生（自由研究の発表），タイの高校生，本校生徒である。本校生徒
は，前半の部に1回８分（発表5分，質疑3分）の発表を3回行い，後半は他の班の発表を聞いた。 

検検証証  発表の回によっては，なかなか聴衆が集まらず発表を始めるタイミング等に迷っていた。聴衆に聞いてもら
うためには，研究の内容だけではなく，ポスターの見やすさや興味を引くような話し方なども必要であること
を実感したようである。聴衆，特に知的好奇心旺盛な中学生から非常に熱心な質問を数多く受け，刺激を受け
ていた。後半の発表においては，聴衆として熱心に質問する姿が見られた。他校の研究発表を聴くという経験
を通して，自分の研究あるいは学校内におけるグループ研究の進め方について，改善点のみならず良い点も発
見することができた。 

  
HH--1111  東東京京都都立立戸戸山山高高校校「「第第1111回回生生徒徒研研究究成成果果合合同同発発表表会会（（ＴＴＳＳＳＳ））」」  
目目標標 学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ」で行った研究結果を全国各地の高校生に発表し，自分たちが得た知見を他者と共

有する。同時に，他校の高校生の研究発表を聞き，質疑を行うことで，それらの研究結果に対する理解を深める。こ
れらのことを通して，思考力・判断力・表現力を向上させるとともに，自分たちの研究をさらに深める意欲を高める。  

対対象象  ２年生25名（物理ゼミ３名，化学ゼミ５名，生物ゼミ２名，数学ゼミ２名，公民ゼミ３名，音楽ゼミ４名，家庭ゼ
ミ３名，災害研究ゼミ３名），１年生５名 
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教教材材  オリジナルテキスト 
内内容容  日時 令和５年２月５日（日）１２：３０～１６：２０ 

場所 東京都立戸山高等学校 講堂・教室・特別教室・他 
学校設定科目「学術研究Ⅱ」で設定した各ゼミで代表に選ばれた14の班の中から希望を募り，8班が参加した。 
物理ゼミ：今使われている飛行機の翼より優位性のある翼がある⁈ 【ポスター発表】 
化学ゼミ：雑草からのエタノールの生成 【ポスター発表】 
生物ゼミ：種類別‼強度によるクモ糸の比較 【ポスター発表】 
数学ゼミ：じゃんけんの勝敗の決まりやすさについて 【ポスター発表】 
公民ゼミ：非行少年の更生 ～制度の面から考える～ 【口頭発表】 
音楽ゼミ：記憶に残りやすいＣＭフレーズの活用 【口頭発表】 
家庭ゼミ：高齢者のＱＯＬの向上 【ポスター発表】 
災害研究ゼミ：避難誘導看板の適切な設置場所の検討 －名取市閖上地区の事例－ 【ポスター発表】 

方方法法  ポスター発表では，指定されたセッションの枠内（25分間）で，概ね３回発表するよう案内された。実際には聴衆
の集まり方が一定でなく，聴衆が来たタイミングでその都度，発表する形になった。セッションは３つ設定されて
おり，自分が発表する以外のセッションでは，生徒は聴衆となり，各自の興味に従って発表を聞いて回った。 
口頭発表は，緩やかにジャンル分けされた８会場に３～４班ずつ別れ，その部屋に入った聴衆を相手に行うものだ
った。ポスター発表を行った生徒は各自の興味に従い，口頭発表の生徒は自分と同じ部屋で聴衆になった。 

検検証証 普段自分たちの学校で行っているポスター発表ではこれまで，聴衆が予め割り当てられることが多かったため，１
回目の発表が終わった後でなかなか聴衆が集まらないことに生徒は困惑したようだった。このことから，発表テー
マ（タイトル）で人の興味を引くことの重要性を学ぶことができた。ただ，メンターが50名以上招待されており，
必ず１回はメンターを相手に発表する機会を得られた（そして的確な指摘を頂いた）ことは貴重な経験となったよ
うだ。全体としては，自分たちの研究よりもレベルの高い研究が数多くあり，大いに刺激を受けていた。  

  
HH--1122  福福井井県県合合同同課課題題研研究究発発表表会会  
目目標標  ＳＳＨ指定校をはじめとする，課題研究に取り組む高等学校，および研究活動を行う小学校・中学校等の研究発表

の機会を充実させ，各校の研究の深化に寄与する。また，県外のＳＳＨ校を含む参加校間の研究交流を充実させる。 
対対象象  福井県内小学校・中学校・高等学校生徒（本校からの参加者４班，19名） 
教教材材  「課題研究メソッド2nd Edition」(岡本尚也著 啓林館)，ＳＳＨ研究部作成教材プリント「学術研究Ⅱ口頭発表」 
内内容容  オンライン発表 
「狐と人間の関係から探る新美南吉の文学作品の原点」（国語ゼミ） 
「第二次大航海時代，到来!!～日本の経済発展のカギは北極海航路～」（地歴ゼミ） 
「To learn how native speakers pronounce」（英語ゼミ） 
「パフォーマンス向上に効果的な方法は？」（保体ゼミ） 

方方法法  オンライン発表 分科会に分かれ，オンラインでスライドを用いた口頭発表を行った。 
検検証証 発表に向けてリハーサルを実施し，オンラインでも研究内容をわかりやすく伝える工夫をした。通信環境の整備等

の困難はあったが，遠方で参加が容易ではない発表会でも発表の機会が得られたというのは成果である。本校生の感
想では，準備のための苦労と発表独特の緊張感があるとの記述が見られた。 

  
ＩＩ  「「仙仙台台一一高高ＴＴＡＡババンンクク」」「「ＳＳＳＳＨＨササポポーートト組組織織」」「「ＳＳＳＳＨＨ検検証証チチーームム」」にによよりり学学びびかからら新新たたなな価価値値をを創創造造すするる力力のの養養成成  
II--11  仙仙台台一一高高ＴＴＡＡババンンクク      
目目標標  高校在学中に課題研究を経験した卒業生やその紹介による大学生・大学院生を，講演会や研究紹介の講師，本校の

学校設定教科「学術研究」における課題研究や県内外の他校の「総合的な探究の時間」における探究活動をサポート
するＴＡとして人材提供する「仙台一高ＴＡバンク」の仕組みを構築する。講演会や研究紹介では，研究者として活
躍する大学院生を本校生徒にとって身近なロールモデルとして捉えさせることで，生徒が将来の姿を描きやすくなる
こと，そこに向かうために必要なスキルや経験が「見える化」されること，どのような段階を踏めば良いかわかりや
すくなることを目的とする。課題研究・探究活動をサポートするＴＡは，担当教員を補佐および援助することで，研
究活動の向上に資すること，さらに，学生がＴＡとしての経験を通じて自らの研究者や指導者としての素養を高める
ことで，自身のキャリア形成の一助とすることも目的とする。また，母国語が英語ではない東北大学大学院医学系研
究科・理学研究科博士課程などに所属する大学院生（留学生）から指導助言を受け，「国際交流事業」での英語による
発表・質疑応答の技術向上を図る。 

対対象象  全校生徒954名  
内内容容  生徒のアンケートやルーブリックの変容から分析し，在校生への効果を検証する。 
方方法法  本校同窓会，同窓職員や卒業生の紹介等により，講師やＴＡとして依頼した卒業生のデータベース化を行う。  
検検証証  ＳＳＨに関わる生徒意識調査「学術研究による興味・姿勢・能力の向上」のでは「プレゼンテーション能力」「発見

する力」「真実を探って明らかにする力」「問題を解決する力の向上」に対する「否定的な回答」が，１年生２月に対
して２年生２月で減少する。これは，日々の活動におけるグループでの研究活動で，生徒同士や教員との議論とＴＡ
からの助言，さらに発表会等において，講師・ＴＡから，研究者としての立場から後輩への期待を込めた指導・助言
が効果的な作用をもたらすことを示す。本校のＳＳＨ第Ⅱ期からＴＡとして活動している東北大学大学院情報科学研
究科ラーニングアナリティクス研究センター（ＬＡＲＣ：Learning Analytics Research Center）に所属する東北大
学大学院情報科学研究科博士課程後期３年の学生は，「I-3 ＳＳＨ検証チーム」の一員として，ＳＳＨ事業の前後，
経年，本校と非ＳＳＨとの比較などのデータを活用した研究を行っている。信頼性・妥当性が担保された尺度を用い
た定量分析により，ＳＳＨ事業による効果・生徒の変容の検証を行い，国内外での学会等での発表を行っている。 

成成果果 ＴＡとして研究活動への指導助言による課題研究の質向上に加え，各種講演会の講師や英語を用いた発表・質疑応
答への指導を通して，学生自身が研究者や指導者としての素養を高められる機会となっている。 

－45－



第３章 研究開発の内容 

46 

【学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ ＴＡ従事回数】 Ⅰ期︓4〜7月 Ⅱ期︓7〜9月 Ⅲ期︓10〜12月 Ⅳ期︓1〜2月 
所 属 Ⅰ期 Ⅱ期 Ⅲ期 Ⅳ期 計 

1 東北⼤学⼤学院情報科学研究科博⼠課程後期３年 18 7 14 8 47 
2 東北⼤学⼤学院⽂学研究科博⼠課程後期２年 15 12 14 8 49 
3 東北⼤学⼤学院⽂学研究科博⼠課程前期２年 8 7 14 8 37 
4 東北⼤学⼤学院情報科学研究科博⼠課程前期１年 9 7 14 8 38 
5 東北⼤学⼤学院⼯学研究科博⼠前期課程1年   11 8 19 
5 東北⼤学理学部宇宙地球物理学科天⽂学４年 8 7 14 8 37 
6 東北⼤学⽂学部２年 7 7 14 4 32 
7 東北⼤学法学部１年 8 7 ５ 7 27 
8 東北⼤学⼤学院医学系研究科博⼠課程後期３年（留学生） 3    3 
9 東北⼤学⼤学院医学系研究科博⼠課程後期２年（留学生） 3    3 
10 東北⼤学⼤学院理学研究科博⼠課程後期２年（留学生） 3    3 
11 チェコ国⽴カレル⼤学第⼀医学部医学科３年  5   5 

人 数 82 59 100 59 300 
  
II--22  ＳＳＳＳＨＨササポポーートト組組織織  
目目標標  大学や研究機関・企業の研究者や社会人が本校のＳＳＨ事業に関わり，新たな価値を創造する力，粘り強く挑戦す

る力，問題解決能力を育む挑戦的かつ内省的・批判的でより深い学びを行う指導・評価方法の過程を評価・改善する。 
対対象象  全校生徒954名  
内内容容  生徒のアンケートやルーブリックの変容から分析し，在校生への効果を検証する。 
方方法法 本校ＳＳＨ指定第Ⅱ期の運営指導委員を学術研究Ⅱ「ポスター発表会」において指導・助言にあたる講師，本校評

議員を１年生学術講演会・２年生学術講演会の講師，劇団を主宰する本校卒業生に演劇ワークショップの講師として
依頼した。また，ＴＡを学術研究Ⅰ，国際交流講演会において，自身の研究を紹介する講師として活用した。 

  
II--33  ＳＳＳＳＨＨ検検証証チチーームム  
目目標標 本校におけるＳＳＨ事業による効果・変容の検証を，東北大学大学院情報科学研究科ラーニングアナリティクス研

究センター（ＬＡＲＣ：Learning Analytics Research Center）等と連携して行う。  
対対象象  全校生徒954名  
方方法法  全校生徒を対象に，６月に統計的リテラシー，批判的思考態度，知的好奇心に関する意識調査，10月に全学年，３

月に１・２年生対象に，社会人基礎力に関する意識調査を実施し，生徒の変容を分析・評価する。  
検検証証 統計リテラシーにおいて，数値データへの関心やデータに対する懐疑複眼的な見方は，１年生よりも２年生のほう

が優れる。批判的思考態度では，客観性因子に差はなかったが，論理的思考への自覚，探求心および証拠の重視とい
った因子で１年生が２年生より高い。知的好奇心では，拡散的好奇心，特殊的好奇心どちらも１年生の方が高い。社
会人基礎力は，主体性・働きかけ力・実行力を「前に踏み出す力」，課題発見力・計画力・創造力を「考え抜く力」，
発信力・傾聴力・柔軟性・情況把握力・規律性・ストレスコントロール力を「チームで働く力」として分析した。１・
２学年ともに，男子より女子，理系より文系が高い傾向にある。10月での１年生は，現在の２・３年生より社会人基
礎力が高いが，11月からゼミごと課題研究が本格化したためか，３月時点では，ほとんどの項目で低下した。 
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第第４４章章  実実施施のの効効果果ととそそのの評評価価  
第第１１節節  生生徒徒のの変変容容（p.58 資料６参照）  

ＳＳＨに関わる生徒の意識調査に基づき，ＳＳＨの効果を分析する。質問項目・結果は以下の通りである。 

特に発見する力（Q6）とプレゼンテーション能力（Q10）の項目において肯定的な回答の割合が過年度を上回った。

１年次の前半でプレ課題研究を行い，一連の研究活動を経験した後で，本格的な課題研究を行っていくという流れによ

って，生徒の側も課題を発見することや，成果をまとめ，表現することに対する成長を実感できたのだろう。また，「Ｓ

Ｓ特別講座」対象の希望者講演会に積極的に参加する生徒が増加したことも課題発見力の向上に繋がった要因である。 

第第２２節節  教教職職員員のの変変容容（p.58 資料６参照）  
「ＳＳＨ事業に関する教職員アンケート」の結果（2020 年～2022 年の比較）より，多くの教員が「学習指導要領よ

りも発展的な内容」を重視している。ＳＳＨの取組に対しての生徒の資質・能力の向上への効果（問５）においても，
ほとんどの項目で生徒の成長を実感している教員が多い。特に「学んだことを応用することへの興味」や「真実を探っ
て明らかにしたい気持ち（探究心）」の項目は過去３箇年と比較しても肯定的な回答が多かった。また，「学校外の機関
との連携」の項目も年を重ねるごとに肯定的な回答の割合が増加しており，ＳＳＨ事業を通して，校内だけでなく，外
部機関とも連携しながら，生徒の資質・能力を育成していくことの意義が深まっていることが確認できる。  

第第３３節節  学学校校のの変変容容  
  学校公開については，昨年度まではＳＳＨ主催の学校公開を２
回実施していたが，今年度より年４回の実施とした。公開授業とし
て，学術研究Ⅰ・Ⅱの各種発表会（プレ課題研究発表会，課題研究
テーマ設定発表会，課題研究中間発表会，課題研究ポスター発表
会）を公開した，４回の学校公開の全てにおいて，希望した参観者
と本校職員の情報交換会を設定し，「学術研究運営」や「ＳＳＨ事
業」，「テーマ設定」など事前にポイントを明確にして参観者の疑問
点を解消する時間とした。その結果，学校公開への外部教員の参加
人数は新型コロナウイルス感染症感染拡大前よりも高い水準とな
り，参加した外部教員のアンケート結果も概ね肯定的な回答であ
った。研究の最終成果を披露する総括の発表会だけでなく，研究の
途上の段階を公開し，研究活動の各段階を参観できるような仕立
ての学校公開を行う中で，研究活動の各段階における課題や実践
事例を他校の教員と情報共有する体制が出来上がってきた。  
自己点検・自己評価については，学術研究の取組で成果を発表す

る機会を数多く設定し，その都度生徒の成果物や「学術研究 自己
評価ルーブリック」等で研究の進捗状況や学術研究の効果等を確
認・分析する中で，教員の指導・助言やＳＳＨ事業の改善に努めて
いる。また，生徒の意識調査（６月，１月）や教職員に対するアン
ケート，授業評価等を実施し，発表等の件数や成果物だけではわか
らない生徒・教職員・学校等の変容を分析し，ＳＳＨ事業の改善に
つなげる体制を構築した。  
第第４４節節  保保護護者者のの変変容容  
  学校評価・保護者アンケートにおける
ＳＳＨ活動に関わるアンケート項目「生
徒にとって，課題発見・解決能力や論理
的思考力を伸ばすようなＳＳＨ活動が行
われている」の結果を見ると，肯定的な
回答が９割を超えている。過去３箇年で
比較しても，肯定的な回答の割合が上昇
傾向にある。生徒の発表会を保護者に公
開する機会を増やすことで，実際にＳＳ
Ｈ活動の中で生徒が成長していく様子を目の当たりにし，多くの保護者が本校のＳＳＨ活動に対して肯定的な見
方をしていることが伺える。今後も発表会の公開や『茶畑ＳＲtimes』を活用した情報発信の機会を増やしていく
ことによって保護者の理解や支援を得ていくことが重要であると考える。  

『学術研究による興味・姿勢・能力の向上』 
Q1 未知の事柄への興味の向上 
Q2 自分から取り組む姿勢の向上 
Q3 周囲と協力して取り組む姿勢の向上 
Q4 粘り強く取り組む姿勢の向上 
Q5 独自のものを創り出そうとする姿勢の向上 
Q6 発見する力の向上 
Q7 問題を解決する力の向上 
Q8 真実を探って明らかにする力の向上 
Q9 考える力の向上 
Q10 プレゼンテーション能力の向上 
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第第６６章章  校校内内ににおおけけるるＳＳＳＳＨＨのの組組織織的的推推進進体体制制  

本校のＳＳＨ事業は，「普通科のＳＳＨ」，「生徒全員を対象とするＳＳＨ」，「全職員が推進するＳＳＨ」という
３つの柱を有する。ＳＳＨ事業を実施していく際に，企画・運営する組織がＳＳＨ研究部であり，全職員が共通
認識を得る場がＳＳＨ委員会である。第Ⅲ期にあたっては，より効果的・効率的に運営できるよう，「学術研究」
と「共通教科・科目」とのスパイラル型の連携を図る教育課程の研究を進める「学術研究運営グループ」と，Ｓ
Ｓ国際交流などの企画・運営を進める「国際交流運営グループ」，ＳＳ探究講座・ＳＳ特別講座の企画・運営を進
める「ＳＳ探究・特別講座グループ」の３つのグループを新設した。 
また，生徒のキャリア形成に資する身近なロールモデルの存在，生徒の高いレベルの探究活動を支援するため

に，これまでの「仙台一高学術人材ネットワーク」を充実させた「仙台一高ＴＡバンク」に加えて，外部専門家
で構成する「ＳＳＨアドバイザー委員会」の組織化を図っている。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

・組織運営の方法  

 組織・開催 構成・組織 
運営・役割 

⑴ ＳＳＳＳＨＨ運運営営指指導導委委員員会会  
年２回(６月・３月)開催 

運営指導委員，宮城県教育庁高校教育課，本校教職員 
専門的見地から指導・助言，取組自体の分析・評価・検証 

⑵ ＳＳＳＳＨＨアアドドババイイザザーー委委員員会会  
運営指導委員から依頼 

大学等の教授・准教授，運営指導委員からの推薦者等 
講演会・発表会の講師，指導・評価方法の分析・評価 

⑶ ＳＳＳＳＨＨササポポーートト組組織織  
運営指導委員から依頼 

運営指導委員，ＳＳＨアドバイザー委員，評議員，同窓生 
講演会・発表会の講師，指導・評価方法の分析・評価 

⑷ ＳＳＳＳＨＨ連連携携組組織織  
本校から協力・後援依頼 

大学・研究機関・各教育委員会・全国ＳＳＨ・宮城県理科研究会等 
共同研究，講演会・発表会・学校公開・教員研修会の講師及び参加 

⑸ ＳＳＳＳＨＨ委委員員会会  
毎月１回開催 

本校全教職員(校長・教頭・事務部長・主幹教諭・教諭・事務職員) 
ＳＳＨ事業の企画・運営・評価・分析・会計事務等の提案・審議 

⑹ ＳＳＳＳＨＨ研研究究部部会会 
週１回開催・随時 

本校教員５名・ＳＳＨ事務員１名 
外部との連絡調整，ＳＳＨ事業の企画・調整・評価，分析・会計事務 

⑺ 学学術術研研究究運運営営ググルルーーププ  
週１回開催・発表会前 

各学年所属総務部・教務部・進路指導部,ＳＳＨ研究部 
学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲの企画・運営・評価・分析，学術研究委員会(生徒)の開催 

⑻ ＳＳＳＳ探探究究・・特特別別講講座座運運営営ググルルーーププ  
隔週開催・随時  

各学年所属総務部・教務部・進路指導部，理数系教科，地理，ＳＳＨ研究部 
ＳＳ探究講座・ＳＳ特別講座の企画・運営・評価・分析，学部との連絡・調整 

⑼ 国国際際交交流流運運営営ググルルーーププ  
隔週開催・国際交流前後 

各学年所属教務部・図書情報部・英語科,ＳＳＨ研究部 
ＳＳＨ海外研修の企画・運営・評価・分析，学部との連絡・調整 

宮宮城城県県仙仙台台第第一一高高等等学学校校  ＳＳＳＳＨＨ組組織織図図  
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第第７７章章  成成果果のの発発信信・・普普及及  
１１  成成果果のの発発信信  
本校で実践しているＳＳＨ事業を普及する活動として，次のようなものが挙げられる。 
① 他校の教員と課題研究や授業実践について意見交換をする学校公開（年間４回） 
② 課題研究発表会の公開（年間４回） 
③ 県の研修会等でのＳＳＨ事業の実践例の紹介 
④ 学術研究Ⅲの活動として，中学生を対象に取り組んだ成果を普及（「学校説明会」など） 
⑤ 学校ホームページへの各種事業の取組・成果の公表（「茶畑ＳＲtimes」など） 
⑥ 研究・開発した教材等のホームページ公開（「プレ課題研究テキスト」「自己評価ルーブリック」など） 

２２  成成果果のの普普及及  
【【ＳＳＳＳＨＨ第第１１回回学学校校公公開開】】学学術術研研究究ⅡⅡ  課課題題研研究究ポポススタターー発発表表会会  
期日 令和４年７月１２日（火） 
参加 第２学年生徒，本校教職員，宮城県内教員，宮城県外教員  
内容 
① 仙台一高のＳＳＨ事業・学術研究についての説明 
校外からの参観者を対象に，本校のＳＳＨ事業について説明を行った。課題研究に関わる部分を中心に，学
校設定教科「学術研究」の概要，３年間の指導の流れ等を示した。 

② ２学年課題研究中間発表 
２年生は１年次の１月より研究を開始し，研究の中盤の時期にあたる。この段階までの成果を発表し，質疑
応答や助言を通して今後の方向性を確認する。 

③ 情報交換会 
校外からの参加者と本校教員を交えて，「ＳＳＨ事業」，「学術研究運営」，「ゼミの指導」の３グループに分か
れて情報交換を行った。本校の取組に対する質疑応答の他，各校の抱える問題点等を共有し，意見交換した。 

成果 
今年度の学校公開は，研究が完成した時期に行われる成果発表会だけではなく，研究の途上の段階における

指導や，生徒の研究の過程を含めて公開することを意図した。参観者もその趣旨を理解して来校している様子
であった。アンケートでは本校の
取組に好意的な回答が多数を占め
た。自由記述欄では，「授業の中で
課題研究充実のためにできるこ
と」を模索する各校の様子がわか
った。また，本校の，生徒主体の
発表会に対する評価が高かった。 

【【ＳＳＳＳＨＨ第第２２回回学学校校公公開開】】学学術術研研究究ⅠⅠ  ププレレ課課題題研研究究発発表表会会・・教教員員研研修修会会  
期日 令和４年９月１０日（土） 
参加 第１学年・第２学年生徒，本校教職員，宮城県内教員８名，１学年保護者89名 
内容 
① １学年プレ課題研究ポスター発表 
本校１年生が，年度前半に行った「プレ課題研究」の研究成果を発表し,聴衆（２年生）および参観者（県内
外の高校教員）とディスカッションを行った。 

② 情報交換会 
校外からの参加者を対象に本校教員を交えて，「本校の
ＳＳＨ事業」「本校の学術研究(課題研究)運営」をテー
マに情報交換した。本校の取組に対する質疑応答，各校
の抱える問題点等を共有し，意見交換を行った。 

成果 
アンケート結果から情報交換会，発表会ともに肯定的な

回答が目立った。自由記述欄には，「発表者と聴衆がフラン
クにやり取りしている点が参考になった」,「２年生が１年
生へしっかりと助言することができていることが素晴ら
しい」等，質疑応答の持ち方や上級生の指導を受けながら
研究活動を進めていく本校の取組に関心を持った回答が
多く寄せられた。また，情報交換会についても，本校の３
年間の探究のフレームワークや，評価の手法などが参考に
なったといった回答が見られた。 

29%

14%

29%

29%

１　数学

２　国語

３　地歴

４　その他

担当教科

0%

100%

0%

１　高等学校（ＳＳＨ指定校）

２　高等学校（ＳＳＨ指定校以外）

３　その他

所属

来校者アンケート－結果 来校者アンケート－結果

情報交換会について 割合 ポスター発表会について 割合

１　大変参考になった 58% １　大変参考になった 82%

２　おおむね参考になった 5% ２　おおむね参考になった 18%

３　あまり参考にならなかった 0% ３　あまり参考にならなかった 0%

４　全く参考にならなかった 0% ４　全く参考にならなかった 0%

５　参加していない・未回答 37% ５　参観していない 0%
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【【ＳＳＳＳＨＨ第第３３回回学学校校公公開開】】学学術術研研究究ⅡⅡ  課課題題研研究究ポポススタターー発発表表会会  
期日 令和４年１０月２５日（火）１２：３０～１６：００ 
参加 第２学年生徒，第１学年生徒，岩手県立盛岡第一高等学校の生徒，本校教職員，宮城県内・県外教員， 

本校運営指導委員・ＳＳＨサポートメンバー 
内容 
① ２学年課題研究ポスター発表 
この時期は課題研究の仕上げの段階にあたる。生徒は10月上旬に行われたゼミ内でのポスター発表を経て，
この日の全体発表会を迎える。校内外の教員や１年生，盛岡第一高等学校の生徒，本校運営指導委員など，
多様な聴衆の前で発表と質疑応答を行った。 

② 情報交換会 
校外からの参加者と本校教員を交えて，「ＳＳＨ事業」，「学術研究運営」，「ゼミの指導」の３グループに分か
れて情報交換を行った。本校の取組に対する質疑応答の他，各校の抱える問題点等を共有し，意見交換した。 

成果 
来校者アンケートでは，ポスター発

表会に関する項目は肯定的な評価であ
った。自由記述欄では「発表会の運営」
「生徒の発表や質疑応答の前向きさ」
に対する好印象を記した意見が多い。
来校者の担当科目は理数系が多いもの
の，多岐にわたる。 
 

【【ＳＳＳＳＨＨ第第４４回回学学校校公公開開】】学学術術研研究究ⅠⅠ  テテーーママ設設定定発発表表会会・・教教員員研研修修会会  
期日 令和５年２月４日（土） 
参加 第１学年・第２学年生徒，本校教職員，宮城県内教員16名，宮城県外教員７名，宮城県教育庁 
内容 
① １学年テーマ設定発表 
本校１年生が，先行研究を踏まえて設定した課題研究のテーマと研究計画を発表し,聴衆（２年生）および参

観者（県内外の高校教員）とディスカッションを行った。 
② 情報交換会 
県内４校の課題研究におけるテーマ設定に関する事例紹介

を行った後，４人程度の小グループに分かれ，事例紹介を基に
して，各校の取り組みや課題の共有を行った。 
成果 

    アンケート結果から情報交換会，発表会ともに肯定的な回答
が目立った。自由記述欄には，「生徒がしっかり運営できていた」,「発表側よ
りも質問者の質問に探究の意欲が感じられた」等，生徒主体の学術研究の運
営や質疑応答に対して好意的な回答が寄せられた。また，情報交換会につい
ても，「他校での様子を参考にしたかったのでよかった」，「テーマ設定に際し
て、正解や近道を教えてしまうことなく、問いかけ続けながら、生徒と学び続
ける姿勢が大切であることが分かった」といった回答が見られ，多くの学校
が課題意識を持つ「テーマ設定」について，実践事例や課題を共有する機会となった。  

11%

89%

0%

１　高等学校（ＳＳＨ指定校）

２　高等学校（ＳＳＨ指定校以外）

３　その他

所属

72%

6%

11%

6%

5%

担当教科

１　理科

２　数学

３　国語

４　地歴・公民

５　その他

78%

22%

0%

0%

発表会について

１　大変参考になった

２　おおむね参考になった

３　あまり参考にならなかった

４　全く参考にならなかった

87%

13%

0%

0%

１　大変参考になった

２　おおむね参考になった

３　あまり参考にならなかった

４　全く参考にならなかった

教員研修会について

来来校校者者アアンンケケーートト－－結結果果

割合 ポスター発表会について 割合

31% 82%

25% 18%

6% 0%

19% 0%

５　外国語（英語） 13% 0%

13%

担当教科

１　理科 １　大変参考になった

２　数学 ２　おおむね参考になった

６　その他

３　国語 ３　あまり参考にならなかった

４　地歴・公民 ４　全く参考にならなかった

５　参観していない
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第第８８章章  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題及及びび今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性  

第第１１節節  研研究究開開発発実実施施上上のの課課題題  

１１  生生徒徒のの実実態態とと課課題題  

学術研究の自己評価ル－ブリックの結果によると，入学当   

初（１年生４月）は「主体性」，「働きかけ力」「実行力」「計画

力」「創造力」において自己評価が低いことが毎年の傾向として

見られる。特に「計画力」，「創造力」に自信のない生徒が多い

のが本校の実態である。『「トランスサイエンス社会」で自己実

現できる「科学技術イノベーションリーダー」の育成』を実現

するためには，「教養知【知の根】」，「専門知【知の葉】」，「総合

知【知の実】」に加え，「計画力」，「創造力」等の探究活動を進

める上での土台となる人間力も様々なＳＳＨ事業・教育活動全

般の中で意識的かつ体系的に育成していくことが必要である。 

２２  教教職職員員・・学学校校のの実実態態とと課課題題  

 運営指導委員の助言のもと，以下の点を大事にすることで生徒全員・全職員の総力を挙げてＳＳＨ事業に取り

組む体制をつくることができた。 

① 何でもよいので「とりあえずやってみよう」という気持ちが必要であること 

② 人文科学や社会科学などの文系分野で何かを訴えるには，統計学の素養が必要であること 

③ 既存の学問の枠組の境界線上には，最先端のテーマが存在する可能性があり，今後は，学問の横断的・複合的

な視点が必要となること 

現在では，学校設定教科「学術研究（学術研究Ⅰ・Ⅱ）」については，第１・２学年生徒全員を対象としており，

今年度は全教員の79％（第１・２学年所属の教員については全員）が担当している。さらに，学術研究の指導経

験者はほぼ 100％であり，学術研究の取組に関しての概ねの理解と協力体制はできている。また，ほぼ全ての教

員が学術研究を担当していることもあり，それぞれの教科・科目の指導の中で学術研究を進めるために身に付け

ておくべき知識やスキルなどにも触れながら，授業を展開している。課題研究において必要となるスキルを「探

究スキル」と定義し，本校教員が普段行っている日々の授業の中で，探究スキルの育成につながった事例を

集約し，「探究スキル表」にまとめる取組を行っている。「探究スキル表」にまとめる取組を行っている。「探

究スキル表」を活用し，教科学習と探究活動との連動を図っていくことが課題である。 

学校評価アンケートでは，「生徒にとって，課題発見・解決能力や論理的思考力を伸ばすようなＳＳＨ活動が行

われている」の項目で「そう思う・大体そう思う」が79.7％であり，「あまりそう思わない」が20.3％であった。

赴任してすぐに課題研究に担当になるのが当然の状態であるので，これまでの各所での取組をデータベース化す

ることに加え，指導法の継承・工夫や指導体制の再構築も考えながら，教員も生徒の成長を実感できるＳＳＨ活

動にしていくことが課題である。 

３３  今今後後のの課課題題  

① 教科学習と学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」における探究活動を相補的に推進する指導法の研究 

② 新たな学校設定科目「ＳＳ国際交流」「ＳＳ探究講座」の運営体制の確立 

③ 学校設定科目「学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」と「ＳＳ探究講座」「ＳＳ国際交流」の連動とその効果の検証 

第第２２節節  今今後後のの研研究究開開発発のの方方向向性性  

 研究開発課題である『「トランスサイエンス社会」で自己実現できる「科学技術イノベーションリーダー」の育

成』の実現を目指し，「教養知【知の根】」，「専門知【知の葉】」，「総合知【知の実】」をより効果的に育成するた

めには，学術研究を核に実践している課題研究と教科・科目の授業を系統的・体系的に指導する体制づくりを進

めていく。具体的には前述の「探究スキル表」の作成・活用を通して，教科学習と探究活動の連動を促していく。

また，学術研究における各ゼミの指導法の特徴やポイント，生徒に対する効果を総括し，科学技術系コンテスト

への参加など，より高度な課題解決能力の育成を目指す学校設定科目「ＳＳ探究講座」の指導体制を確立する。

さらに，ＳＳＨ台湾海外研修を中心とする従来の本校におけるＳＳＨ国際交流事業と学術研究や英語等の教科・

科目の授業とを有機的に結びつけながら，学校設定科目「ＳＳ国際交流」の効果的な指導体制づくりを目指す。 
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自由選択合計 ０～１

備　考

１．ＳＳ特別講座は，自由選択科目である。
２．ＳＳ特別講座は，自然科学や社会科学，人文科学等の講義（１講座２時間）を，16講座受講することで
　　１単位認定する。

学 術 研 究
（自由選択）

①

２

①

０
・
１

０
・
１

２０～３４ ２５～３４

Ｓ Ｓ 特 別 講 座

備　考

１．数字が○で囲まれたものは選択科目であり，□で囲まれた数字は履修しなければならない単位数である。
２．３年の地理歴史科目は，２年で履修したＡ科目と同じＢ科目が望ましい。
３．３年文系の地理歴史科目において，同一科目の選択は不可である。
４．数学研究αβ・γ，化学研究，生物研究，地学研究，音楽通論は，学校設定科目である。
５．「ＳＳ」を付した科目，及び，学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは，ＳＳＨの研究開発に係る学校設定科目である。
６．「総合的な学習の時間」及び「総合的な探究の時間」については，学校設定科目である学術研究Ⅰ・Ⅱに
　　おいて十分にそのねらいを達成できることから，これらの科目で代替している。

学 術 研 究

学 術 研 究 Ⅰ

２

生 物 基 礎 ２ ２

数 学 研 究 α β

数 学 研 究 γ

⑤

３

０
・
５

３

言 語 文 化

２

保 健 ２ １ １ １

０
・
２
・
４

２ ２

④

０
・
４

４

化 学 研 究

学 術 研 究 Ⅲ

②

①

②

④

合　　計 ３４ ３４ ３４

２ ２

英 語 表 現 Ⅱ ４ ２ ２

コミュニケーション英語Ⅲ ４

特 別 活 動 Ｌ　Ｈ　Ｒ １ １ １

家 庭 家 庭 基 礎 ２ ２

２ ２

２

情 報 情 報 の 科 学 ２

学 術 研 究 Ⅱ

外 国 語

英語コミュニケーションⅠ ３ ４

コミュニケーション英語Ⅱ ４ ４ ４

４

論 理 ・ 表 現 Ⅰ ２ ２

４

芸 術

音 楽 Ⅰ ２ ②

音 楽 通 論

２
美 術 Ⅰ ２ ②

保 健 体 育
体 育 ７～８ ３ ２ ２ ②

地 学 研 究 ②

生 物 研 究 ②

Ｓ Ｓ 地 学 Ⅱ ④

④Ｓ Ｓ 地 学 Ⅰ

２

④ ４

Ｓ Ｓ 生 物 Ⅱ ④

Ｓ Ｓ 生 物 Ⅰ

Ｓ Ｓ 化 学 Ⅱ
理 科

化 学 基 礎 ２ ２

Ｓ Ｓ 理 科 総 合 Ⅱ

Ｓ Ｓ 化 学 Ⅰ

Ｓ Ｓ 物 理 Ⅱ

Ｓ Ｓ 物 理 Ⅰ

２

４Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ

数 学 Ⅱ ４ １ ４

数 学 Ａ

数 学

数 学 Ⅰ ３ ３

Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ

Ｓ Ｓ 数 学 Ａ ２

数 学 Ｂ ２ ２

Ｓ Ｓ 数 学 Ｂ

②

４

② ②

２ ２

２

④

地 理 歴 史

倫 理 ２

地 理 Ｂ ４

②

４ ④

④ ④

政 治 ･ 経 済

地 理 Ａ ２ ③ ②

２

日 本 史 Ａ ２ ③ ②

日 本 史 Ｂ ４ ３

世 界 史 Ｂ ４ ④

歴 史 総 合 ２ ２

世 界 史 Ａ ２ ３ ２

令令和和４４年年度度教教育育課課程程表表

２ ３

教科 科目
標準
単位

２

古 典 Ｂ ４ ３ ２ ４ ３

現 代 文 Ｂ ４
国語

現 代 の 国 語 ２ ２

１ １

１年
２年 ３年

文系 理系 文系 理系

２ ３

④

０
・
２
・
４

④
０
・
２
・
４

④
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２０～３４ ２０～３４

１ １

１年
２年 ３年

文系 理系 文系 理系

２ ３

④

０
・
２
・
４

国 語 総 合

令令和和２２年年度度・・令令和和３３年年度度入入学学生生教教育育課課程程表表

４

国 語

５

教科 科目
標準
単位

２

古 典 Ｂ ４ ３ ２ ４ ３

現 代 文 Ｂ ４ ３

世 界 史 Ｂ ４ ④

世 界 史 Ａ ２ ３ ２

日 本 史 Ａ ２ ③ ②

日 本 史 Ｂ ４ ３ ④

０
・
２
・
４

地 理 Ａ ２ ③ ②

２ ④ ４ ④

地 理 Ｂ ４

公 民

現 代 社 会 ２ ２

④ ④ ④

地 理 歴 史

倫 理 ２ ② ②

４

② ②

数 学

Ｓ Ｓ 数 学 Ⅰ ４

Ｓ Ｓ 数 学 Ⅱ

Ｓ Ｓ 数 学 Ａ ２

数 学 Ｂ ２ ２

Ｓ Ｓ 数 学 Ｂ

政 治 ･ 経 済 ２

４

数 学 Ⅱ ４ ４

Ｓ Ｓ 数 学 Ⅲ

Ｓ Ｓ 物 理 Ⅰ

２

２

０
・
５

理 科

Ｓ Ｓ 理 科 総 合 Ⅰ ４

Ｓ Ｓ 理 科 総 合 Ⅱ

Ｓ Ｓ 化 学 Ⅰ

Ｓ Ｓ 物 理 Ⅱ

④Ｓ Ｓ 地 学 Ⅰ

２

④ ４

Ｓ Ｓ 生 物 Ⅱ

Ｓ Ｓ 生 物 Ⅰ

Ｓ Ｓ 化 学 Ⅱ

②

Ｓ Ｓ 地 学 Ⅱ ④

保 健 体 育
体 育 ７～８ ３ ２ ２ ②

地 学 研 究 ②

生 物 研 究 ②

芸 術

音 楽 Ⅰ ２ ②

美 術 Ⅰ ２ ②

音 楽 通 論 ２

外 国 語

コミュニケーション英語Ⅰ ３ ４

コミュニケーション英語Ⅱ ４ ４ ４

４

英 語 表 現 Ⅰ ２ ２

４

家 庭 家 庭 基 礎 ２ ２

２ ２
０
・
１

備　考

１．数字が○で囲まれたものは選択科目であり，□で囲まれた数字は履修しなければならない単位数である。
２．３年の地理歴史科目は，２年で履修したＡ科目と同じＢ科目が望ましい。
３．３年文系の地理歴史科目において，同一科目の選択は不可である。
４．数学研究α・β・γ・αβ，化学研究，生物研究，地学研究，音楽通論は，学校設定科目である。
５．３年文系の数学研究α・βは，同時履修のみ選択が可能である。
６．「ＳＳ」を付した科目，及び，学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは，ＳＳＨの研究開発に係る学校設定科目である。
６．「総合的な学習の時間」及び「総合的な探究の時間」については，学校設定科目である学術研究Ⅰ・Ⅱに
　　おいて十分にそのねらいを達成できることから，これらの科目で代替している。

数 学 研 究 α β ⑤

数 学 研 究 γ

学 術 研 究

学 術 研 究 Ⅰ ２

情 報 情 報 の 科 学 ２

学 術 研 究 Ⅱ

④

合　　計 ３４ ３４ ３４

２ ２

英 語 表 現 Ⅱ ４ ２ ２

コミュニケーション英語Ⅲ ４

特 別 活 動 Ｌ　Ｈ　Ｒ １ １ １

①①

０
・
１学 術 研 究 Ⅲ

保 健 ２ １ １ １

０
・
２
・
４

３

２ ２

④

０
・
４

４

④

化 学 研 究

２ ２

②
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① ①

① ①

２ ２

０
・
４
・
５

２
④

⑤ ④

保 健 ２ １ １

２

② ②

２
２

化 学 研 究

１

０
・
２
・
４

２

生 物 基 礎

化 学

自由選択合計 ０～１ ０～３ ０～３

備　考

１．ＳＳ特別講座，ＳＳ探究講座，ＳＳ国際交流は，自由選択科目である。
２．ＳＳ特別講座は，自然科学や社会科学，人文科学等の講義（１講座２時間）を，16講座受講することで
　　１単位認定する。複数年次に渡る場合は，通算16講座受講することで１単位認定する。
３．ＳＳ探究講座，ＳＳ国際交流は，２年生が１年間履修することで１単位認定する。

０～１ ０～１

学 術 研 究
（自由選択）

０
・
１

Ｓ Ｓ 特 別 講 座

Ｓ Ｓ 探 究 講 座

Ｓ Ｓ 国 際 交 流

①

国語

現 代 の 国 語 ２ ２

論 理 国 語 ４ ２ １ ２ ２

１

言 語 文 化

み や ぎ 文 学 研 究 α

古 典 探 究 ４

２

４

②

④

４

④

④

②

②

論 理 ・ 表 現 Ⅱ ２ ２

②

２

①

０
・
１

②

合　　計 ３４ ３４ ３４

２ ２

論 理 ・ 表 現 Ⅲ ２

英語コミュニケーションⅢ ４

特 別 活 動 Ｌ　Ｈ　Ｒ

物 理 研 究

学 術 研 究 Ⅲ

１ １ １

備　考

１．数字が○で囲まれたものは選択科目であり，□で囲まれた数字は履修しなければならない単位数である。
２．２年文系では，日本史探究と世界史探究のいずれかを選択履修する。さらに，３年で同一科目を継続履修する。
３．３年文系では，地理歴史の選択科目において，同一科目の選択はできない。
４．３年文系では，公民科目を選択した場合，１時間の空き時間が生じる。
５．２年理系では，物理基礎と物理，物理基礎と生物，地学基礎と地学のいずれかの組合せを選択履修する。
　　さらに，３年で同一科目（物理・生物・地学）を継続履修する。
６．みやぎ文学研究α・β，物理研究，化学研究，生物研究，地学研究，音楽通論，及び，学術研究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲは，
　　学校設定科目である。なお，みやぎ文学研究α・βは２・３年で継続履修する。
７．「総合的な学習の時間」及び「総合的な探究の時間」については，学校設定科目である学術研究Ⅰ・Ⅱに
　　おいて十分にそのねらいを達成できることから，これらの科目で代替している。

学 術 研 究

学 術 研 究 Ⅰ ２

情 報 情 報 Ⅰ ２

学 術 研 究 Ⅱ

１ １

①

１９～３４ ２９～３４

家 庭 家 庭 基 礎 ２ ２

２ ２

外 国 語

英語コミュニケーションⅠ ３ ４

英語コミュニケーションⅡ ４ ４ ４

４

論 理 ・ 表 現 Ⅰ ２ ２

４

芸 術

音 楽 Ⅰ ２ ②

音 楽 通 論

２
美 術 Ⅰ ２ ②

保 健 体 育
体 育 ７～８ ３ ２ ２

地 学 研 究 ②

生 物 研 究 ②

理 科

物 理 基 礎 ２

０
・
５

２

４

地 学 基 礎

２

２ ②

化 学 基 礎 ２ ２

２ ２ ２

地 学 ４

生 物 ４

２

②

２
②

４

物 理 ４

４ １ ４ ３

②

数 学 Ⅲ

④

１

倫 理 ２ ④

２ ２

③

３

０
・
４

政 治 ･ 経 済

数 学

数 学 Ⅰ ３ ３

数 学 Ａ ２ ２

数 学 Ｃ ２ ３

数 学 Ｂ

３

数 学 Ⅱ

⑤ ② ④

地 理 歴 史

公 共 ２

世 界 史 探 究 ３
３

日 本 史 探 究 ３

③

⑤

歴 史 総 合

２

２ ２ ４ ２

２ ２

地 理 探 究 ３

地 理 総 合 ２ ２ ２

２

④

④

令令和和４４年年度度入入学学生生教教育育課課程程表表

２ ３

教科 科目
標準
単位

み や ぎ 文 学 研 究 β １ １

１年
２年 ３年

文系 理系 文系 理系
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学
校

設
定

科
目

「
学

術
研

究
Ⅰ

」
 

 課
題

研
究

テ
－

マ
 

ゼ
ミ

 
班

 
タ

イ
ト

ル
 

物
理

 

1 
快

適
な

音
響

を
作

る
た

め
に

 
2 

⼒
の

分
散

 
3 

⾶
⾏

機
の

先
端

の
形

状
に

よ
る

安
定

性
の

違
い

 
4 

パ
ラ

シ
ュ

ー
ト

の
形

状
に

よ
る

空
気

抵
抗

の
変

化
 

5 
船

底
の

形
状

と
船

の
安

定
性

 
6 

サ
ボ

ニ
ウ

ス
型

風
⾞

の
効

率
化

 

化
学

 

1 
お

茶
で

風
邪

予
防

︕
︖

 
2 

植
物

の
除

菌
効

果
 

3 
雑

草
の

種
類

に
よ

る
エ

タ
ノ

ー
ル

⽣
成

量
の

⽐
較

 
4 

カ
テ

キ
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と
抗
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化

作
用

に
つ

い
て

 
５

 
サ

リ
チ

ル
酸

の
抽

出
の

方
法

改
善

 

⽣
物

 

1 
カ

タ
ツ

ム
リ

の
殻

に
お

け
る

表
面

構
造

 
2 

イ
シ

ク
ラ

ゲ
の

培
養

に
最

適
な

温
度

 
3 

カ
イ

ワ
レ

ダ
イ

コ
ン

の
発

芽
 

4 
乾

燥
ウ

ミ
ホ

タ
ル

の
再

発
光

 
5 

ク
モ

糸
の

性
質

 
6 

植
物

か
ら

学
ぶ

太
陽

光
発

電
 

7 
プ

ラ
ナ

リ
ア

と
光

の
関

係
性

 
8 

外
来

種
ア

メ
リ

カ
ザ

リ
ガ

ニ
の

駆
除

（
忌

避
効

果
に

つ
い

て
）

 

地
学

 

1 
銀

河
系

の
伴

銀
河

の
分

布
と

そ
の

特
徴

 
2 

天
体

が
星

型
（

★
）

で
表

さ
れ

る
理

由
 

3 
星

の
⾒

え
や

す
い

条
件

 
4 

仙
台

⼀
⾼

で
⼀

番
涼

し
い

場
所

は
︖

 
5 

日
中

の
星

の
観

察
 

6 
⼣

焼
け

が
⾒

え
る

と
晴

れ
︖

 

数
学

 

1 
弓

道
部

の
技

術
向

上
の

た
め

の
統

計
的

研
究

 
2 

ワ
ク

チ
ン

接
種

率
に

つ
い

て
〜

プ
ロ

ス
ペ

ク
ト

理
論

を
用

い
て

〜
 

3 
１

は
ど

ん
な

数
に

も
な

り
う

る
か

︖
 

4 
鉄

道
の

⼩
さ

な
遅

延
か

ら
考

え
る

遅
刻

を
防

ぐ
方

法
〜

JR
と

市
営

地
下

鉄
に

⾰
命

を
〜

 
5 

ゲ
ー

ム
で

考
え

る
⼼

理
学

 
6 

ナ
ン

バ
ー

ズ
３

は
同

様
に

確
か

ら
し

い
か

 
7 

席
替

え
に

つ
い

て
 

8 
⽂

化
的

競
技

の
勝

率
と

⾷
事

の
関

係
性

に
つ

い
て

 
9 

⼀
⾼

⽣
に

お
け

る
告

白
の

成
功

・
失

敗
の

要
因

と
対

策
 

情
報

 
１

 
学

校
紹

介
ア

プ
リ

ケ
ー

シ
ョ

ン
の

開
発

 
２

 
視

認
性

の
⾼

い
プ

レ
ゼ

ン
テ

ー
シ

ョ
ン

と
そ

の
評

価
 

 

 
 

 
 

 
 

ゼ
ミ

 
班

 
タ

イ
ト

ル
 

国
語

 

1 
戦

略
的

キ
ャ

ッ
チ

コ
ピ

ー
 

2 
宮

城
の

方
言

 
3 

本
の

キ
ャ

ッ
チ

コ
ピ

ー
と

印
象

 
4 

源
⽒

物
語

に
お

け
る

男
⼥

関
係

 
〜

光
源

⽒
と

紫
の

上
〜

 
5 

第
⼆

次
世

界
⼤

戦
に

お
け

る
言

論
弾

圧
と

作
家

 
6 

清
少

納
言

の
趣

味
嗜

好
を

枕
草

子
か

ら
読

み
解

く
 

7 
「

か
ち

か
ち

山
」

か
ら

読
み

解
く

時
代

の
変

遷
 

8 
⻤

っ
て

何
者

︖
 

地
歴

 

1 
現

代
に

お
け

る
戦

争
の

要
因

 
2 

県
内

⾚
字

路
線

回
復

に
向

け
て

 
3 

妖
怪

伝
説

ー
妖

怪
を

宮
城

県
の

観
光

に
利

用
ー

 

公
⺠

 

1 
⾼

校
⽣

と
著

作
権

 
2 

教
育

格
差

を
解

決
す

る
に

は
 

3 
ピ

ク
ト

グ
ラ

ム
の

改
善

 
4 

電
⾞

の
混

雑
を

解
消

す
る

た
め

に
 

5 
地

方
⾃

治
か

ら
学

ぶ
子

供
に

関
す

る
法

律
改

正
案

 

英
語

 

1 
町

中
に

あ
る

看
板

の
英

語
に

つ
い

て
 

2 
日

本
語

と
英

語
の

ス
ラ

ン
グ

の
違

い
 

3 
洋

画
翻

訳
の

表
現

に
つ

い
て

 
4 

人
々

の
身

体
の

特
徴

の
違

い
と

発
音

の
関

係
 

5 
日

本
人

の
英

語
の

発
音

と
改

善
方

法
 

6 
デ

ィ
ズ

ニ
ー

ソ
ン

グ
の

特
徴

の
分

析
〜

異
⽂

化
理

解
の

た
め

に
〜

 
7 

ア
メ

リ
カ

人
か

ら
学

ぶ
人

を
惹

き
つ

け
る

話
し

方
 

8 
「

君
の

名
は

」
で

考
え

る
日

本
語

と
英

語
の

ニ
ュ

ア
ン

ス
の

違
い

 

保
体

 

1 
運

動
と

音
楽

の
関

係
 

2 
ス

ポ
ー

ツ
に

お
け

る
性

格
と

観
客

効
果

の
関

係
 

3 
仮

眠
と

筋
⾁

の
疲

労
回

復
の

関
係

 
4 

現
代

人
の

⽣
活

⽂
化

か
ら

考
え

る
人

体
の

変
化

 
5 

「
可

愛
い

」
と

「
美

し
い

」
の

違
い

 
6 

授
業

中
に

寝
た

く
な

い
︕

 
音

楽
 

1 
身

の
回

り
の

音
響

に
つ

い
て

 
家

庭
 

1 
ス

マ
ホ

と
子

育
て

 

災
害

 
研

究
 

1 
⻑

町
利

府
断

層
か

ら
身

を
守

る
 

2 
⾼

齢
者

の
災

害
関

連
死

を
減

ら
す

た
め

に
 

3 
災

害
の

記
憶

を
風

化
さ

せ
な

い
た

め
に

 
4 

社
会

的
災

害
対

策
が

も
た

ら
す

個
人

的
災

害
対

策
へ

の
影

響
 

5 
⼀

⾼
避

難
場

所
マ

ニ
ュ

ア
ル

の
提

案
 

7 
乳

幼
児

取
扱

説
明

書
in

 s
um

m
er

 ー
災

害
時

に
お

け
る

要
配

慮
者

の
Q

O
L

向
上

ー
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学
校

設
定

科
目

「
学

術
研

究
Ⅱ

」
 

 課
題

研
究

テ
ー

マ
 

ゼ
ミ

 
班

 
タ

イ
ト

ル
 

物
理

 

1 
ミ

ュ
ー

オ
ン

の
速

さ
 

2 
住

宅
の

屋
根

に
お

け
る

重
⼼

位
置

と
耐

震
性

 
3 

今
使

わ
れ

て
い

る
⾶

⾏
機

の
翼

よ
り

優
位

性
の

あ
る

翼
が

あ
る

⁈
 

4 
前

進
翼

を
使

っ
た

機
体

に
お

け
る

揚
⼒

と
不

安
定

性
 

5 
垂

直
軸

風
⾞

が
持

つ
可

能
性

 
6 

転
倒

を
防

ぐ
靴

裏
の

形
状

 

化
学

 

1 
⾊

素
増

感
太

陽
電

池
の

改
良

 
2 

鉛
蓄

電
池

の
表

面
積

増
⼤

に
よ

る
使

用
時

間
の

延
⻑

 
3 

抗
菌

作
用

の
あ

る
⾷

べ
物

に
つ

い
て

 
4 

雑
草

か
ら

の
エ

タ
ノ

ー
ル

の
⽣

成
 

5 
エ

マ
ル

ジ
ョ

ン
燃

料
に

添
加

す
る

界
面

活
性

剤
に

よ
る

⽐
較

 

⽣
物

 

1 
プ

ラ
ナ

リ
ア

の
再

⽣
能

⼒
の

違
い

の
要

因
 

2 
種

類
別

‼
強

度
に

よ
る

ク
モ

糸
の

⽐
較

 
3 

ゴ
カ

イ
の

飼
育

と
淡

水
化

 
4 

農
薬

無
し

で
害

虫
予

防
 

5 
ミ

ド
リ

ム
シ

の
効

率
的

な
培

養
方

法
 

6 
カ

ラ
ス

の
ゴ

ミ
捨

て
場

荒
ら

し
 

地
学

 

1 
教

室
の

環
境

整
備

 
2 

コ
ロ

ナ
禍

に
お

け
る

教
室

の
効

率
的

な
換

気
方

法
 

3 
有

孔
虫

か
ら

考
え

る
古

環
境

 
〜

旗
⽴

層
に

眠
る

有
孔

虫
を

探
し

て
〜

 
4 

た
て

座
δ型

変
光

星
の

変
光

と
そ

の
周

期
 

５
 

連
星

の
分

布
傾

向
 

ー
新

し
い

連
星

を
⾒

つ
け

る
⼿

が
か

り
ー

 
６

 
⽊

星
の

⾼
度

の
違

い
に

よ
る

明
る

さ
の

変
化

 

数
学

 

1 
CO

VI
D

-1
9

の
感

染
傾

向
に

関
す

る
数

学
的

考
察

 
2 

図
形

の
強

度
 

3 
今

後
の

介
護

費
と

⽣
産

年
齢

人
⼝

が
負

担
す

る
所

得
税

の
変

化
の

予
測

 
4 

Ｕ
Ｎ

Ｏ
で

の
思

考
と

勝
敗

の
関

係
 

5 
た

つ
や

様
は

告
ら

せ
た

い
。

〜
天

才
た

ち
の

恋
愛

頭
脳

戦
〜

 ー
バ

レ
ン

タ
イ

ン
か

ら
⾒

え
る

ベ
イ

ズ
６

 
じ

ゃ
ん

け
ん

の
人

数
の

分
け

方
に

よ
る

勝
者

が
決

ま
る

確
率

の
変

化
 

７
 

同
様

に
確

か
ら

し
い

の
真

実
 

情
報

 
1 

聴
覚

障
害

者
と

の
コ

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
シ

ョ
ン

ツ
ー

ル
の

開
発

 
２

 
ウ

ェ
ブ

サ
イ

ト
の

評
価

 
３

 
英

単
語

タ
イ

ピ
ン

グ
サ

イ
ト

の
開

発
 

国
語

 

1 
「

全
然

＋
肯

定
」

の
使

わ
れ

方
 

2 
「

⼤
丈

夫
」

が
表

す
⼼

理
的

傾
向

 
3 

重
言

、
な

ぜ
使

う
︖

 
4 

狐
と

人
間

の
関

係
か

ら
探

る
新

美
南

吉
の

⽂
学

作
品

の
原

点
 

5 
宮

沢
賢

治
の

猫
の

象
徴

 
6 

「
,,,

,,,
ブ

ウ
ウ

ー
ー

ー
ン

ン
ン

ー
ー

ー
ン

ン
ン

ン
,,,

,,,
」

 
－

夢
野

久
作

と
⽂

章
表

現
－

 
7 

紀
貫

之
の

和
歌

の
特

徴
 

ー
『

古
今

和
歌

集
』

か
ら

ー
 

8 
時

代
に

よ
る

幽
霊

，
妖

怪
の

存
在

の
⽐

較
 

 

 
 

 
ゼ

ミ
 

班
 

タ
イ

ト
ル

 

地
歴

 

1 
第

⼆
次

⼤
航

海
時

代
、

到
来

︕
︕

 
-日

本
の

経
済

発
展

の
カ

ギ
は

北
極

海
航

路
- 

2 
同

化
政

策
が

現
代

の
ア

イ
ヌ

に
及

ぼ
し

て
い

る
影

響
に

つ
い

て
 

3 
暗

中
⾶

躍
の

鴉
組

 
4 

多
賀

城
南

門
の

復
元

と
今

後
の

利
用

価
値

 
〜

多
賀

城
南

門
復

元
と

そ
の

活
用

〜
 

 
５

 
佐

藤
さ

ん
っ

て
ど

う
し

て
多

い
の

︖
 

〜
多

い
名

字
の

由
来

と
広

が
り

〜
 

公
⺠

 

1 
社

会
的

⼿
抜

き
と

班
人

数
の

関
係

 
2 

非
⾏

少
年

の
更

⽣
 

〜
よ

り
よ

い
社

会
を

目
指

し
て

制
度

の
面

か
ら

考
え

る
〜

 
3 

⼀
目

で
分

か
る

屋
内

地
図

の
条

件
の

提
案

 
〜

⼀
⾼

の
地

図
の

改
善

か
ら

導
く

〜
 

4 
外

国
人

介
護

⼠
受

け
⼊

れ
制

度
の

提
案

 
〜

⽂
化

交
流

の
機

会
の

充
実

〜
 

5 
イ

ン
タ

ー
ネ

ッ
ト

投
票

導
⼊

に
向

け
て

 
6 

パ
ッ

ケ
ー

ジ
と

官
能

評
価

 
7 

国
会

の
男

⼥
議

席
数

平
等

を
目

指
し

て
 

英
語

 

1 
W

ha
t i

s 
th

e 
re

al
 in

te
nt

io
n 

of
 O

. H
en

ry
ʼs 

w
or

ks
 

2 
Sh

ou
ld

 w
e 

do
 s

ha
do

w
in

g 
fa

st
? 

3 
W

hi
ch

 p
os

te
r d

o 
yo

u 
lik

e?
 

4 
St

or
yt

el
lin

g 
ch

an
ge

s 
in

 S
no

w
 W

hi
te

 b
as

ed
 o

n 
so

ci
al

 c
on

te
xt

 
5 

To
 le

ar
n 

ho
w

 n
at

iv
e 

sp
ea

ke
rs

 p
ro

no
un

ce
 

6 
Ef

fe
ct

iv
e 

w
ay

 to
 im

pr
ov

e 
En

gl
is

h 
pr

on
un

ci
at

io
n 

7 
Ef

fe
ct

iv
e 

W
ay

 o
f m

em
or

iz
in

g 
w

or
ds

 
８

 
En

gl
is

h 
of

 s
tu

de
nt

s 
at

 S
en

da
i D

ai
ic

hi
 H

ig
h 

Sc
ho

ol
 

９
 

W
ha

t i
s 

th
e 

di
ffe

re
nc

e 
in

 c
ol

or
 im

ag
e 

be
tw

ee
n 

Ja
pa

ne
se

 a
nd

 E
ng

lis
h?

 

保
体

 
1 

パ
フ

ォ
ー

マ
ン

ス
向

上
に

適
し

た
環

境
は

︖
 

2 
運

動
時

に
聴

く
音

楽
の

効
果

 
〜

い
つ

，
ど

ん
な

音
楽

で
パ

フ
ォ

ー
マ

ン
ス

は
向

上
す

る
︖

〜
 

３
 

運
動

と
即

時
記

憶
の

関
係

 
音

楽
 

1 
記

憶
に

残
り

や
す

い
Ｃ

Ｍ
フ

レ
ー

ズ
の

活
用

 
家

庭
 

1 
⾼

齢
者

の
Ｑ

Ｏ
Ｌ

の
向

上
 

災
害

 
研

究
 

1 
避

難
誘

導
看

板
の

適
切

な
設

置
場

所
の

検
討

 
―

 
名

取
市

閖
上

地
区

の
事

例
 

―
 

2 
津

波
警

報
音

に
よ

る
避

難
⾏

動
の

促
進

 
3 

災
害

時
の

簡
易

更
⾐

室
の

提
案

 
4 

避
難

所
情

報
の

正
し

い
浸

透
 

- 
若

者
に

お
け

る
指

定
避

難
所

認
知

度
向

上
の

た
め

に
 -

 
5 

珪
藻

土
は

浸
水

対
策

と
し

て
有

効
か

 
6 

第
⼆

次
⼤

航
海

時
代

、
到

来
︕

︕
 

-日
本

の
経

済
発

展
の

カ
ギ

は
北

極
海

航
路

- 
7 

同
化

政
策

が
現

代
の

ア
イ

ヌ
に

及
ぼ

し
て

い
る

影
響

に
つ

い
て

 
 

 
 

 
 

 
学

校
設

定
科

目
「

学
術

研
究

Ⅲ
」

 
 課

題
研

究
テ

－
マ

 
ゼ

ミ
 

タ
イ

ト
ル

 
英

語
 

効
果

的
な

外
国

語
単

語
の

覚
え

方
 

An
 E

ffe
ct

iv
e 

W
ay

 to
 M

em
or

iz
e 

W
or

ds
 

物
理

 
⾶

⾏
機

の
尾

翼
の

形
と

滞
空

時
間

の
関

係
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資資
料料

５５
学

術
研

究
 

「
⾃

重
献

⾝
・

⾃
発

能
動

」
を

具
現

化
す

る
た

め
の

基
礎

⼒
（

⾃
⼰

評
価

ル
ー

ブ
リ

ッ
ク

）
年

組
番

氏
名

こ
の
⾃
⼰
評
価
表
は
，
あ
な
た
の
「
⼀
⾼
⽣
と
し
て
の
基
礎
⼒
レ
ベ
ル
」
を
知
る
た
め
の
も
の
で
す
．

レ ベ ル １ レ ベ ル ２ レ ベ ル ３ レ ベ ル ４ レ ベ ル ５

レ
ベ

ル
記

入
欄

物
事

に
進

ん
で

取
り

組
む

⼒
他

人
に

働
き

か
け

巻
き

込
む

⼒
目

的
を

設
定

し
，

確
実

に
⾏

動
す

る
⼒

現
状

を
分

析
し

，
目

的
や

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
⼒

課
題

の
解

決
に

向
け

た
プ

ロ
セ

ス
を

明
ら

か
に

し
準

備
す

る
⼒

新
し

い
価

値
を

生
み

出
す

⼒

主
体

性
働

き
か

け
⼒

実
⾏

⼒
課

題
発

⾒
⼒

計
画

⼒
創

造
⼒

与
え

ら
れ

た
課

題
や

，
決

め
ら

れ
た

役
割

の
範

囲
の

中
で

，
⾃

分
に

で
き

る
こ

と
や

能
⼒

を
活

か
す

こ
と

が
で

き
る

。

周
囲

の
人

々
と

意
識

し
て

協
働

し
て

い
る

。
失

敗
を

恐
れ

ず
に

，
と

に
か

く
や

っ
て

み
よ

う
と

す
る

果
敢

さ
を

持
っ

て
，

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
，

現
状

を
把

握
し

よ
う

と
し

て
い

る
。

課
題

解
決

の
た

め
の

手
順

，
⽅

法
を

前
も

っ
て

⽴
て

て
い

る
。

新
し

い
も

の
を

作
り

出
す

こ
と

を
常

に
意

識
し

な
が

ら
，

そ
の

た
め

の
ヒ

ン
ト

を
意

欲
的

に
探

し
て

い
る

。

⾃
分

の
な

す
べ

き
こ

と
が

わ
か

ら
な

い
た

め
物

事
に

取
り

組
め

な
い

，
取

り
組

む
意

欲
が

な
い

。

⾃
分

⾃
⾝

が
状

況
を

理
解

で
き

て
い

な
い

た
め

他
人

に
働

き
か

け
る

こ
と

が
で

き
な

い
，

働
き

か
け

よ
う

と
し

な
い

。

目
的

が
明

確
で

な
い

た
め

⾏
動

で
き

な
い

，
目

的
を

持
た

ず
実

⾏
す

る
意

欲
が

な
い

。

課
題

が
何

な
の

か
わ

か
ら

ず
明

確
に

で
き

な
い

，
明

ら
か

に
し

よ
う

と
し

な
い

。

ど
の

よ
う

な
手

順
を

踏
め

ば
課

題
解

決
に

向
か

う
か

わ
か

ら
ず

計
画

で
き

な
い

。
課

題
解

決
に

向
け

て
努

⼒
し

よ
う

と
し

な
い

。

ど
の

よ
う

に
考

え
れ

ば
新

し
い

ア
イ

デ
ィ

ア
を

生
み

出
せ

る
か

わ
か

ら
な

い
，

新
し

い
ア

イ
デ

ィ
ア

を
作

り
出

そ
う

と
し

な
い

。

⾃
分

の
な

す
べ

き
事

を
⾒

極
め

，
困

難
な

事
柄

に
も

取
り

組
む

こ
と

が
で

き
る

。

相
手

が
納

得
で

き
る

よ
う

に
，

協
⼒

す
る

こ
と

の
必

然
性

(意
義

，
理

由
，

内
容

な
ど

)を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。

言
わ

れ
た

事
だ

け
を

や
る

の
で

は
な

く
，

⾃
ら

目
的

を
設

定
し

，
失

敗
を

恐
れ

ず
⾏

動
に

移
し

，
確

実
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
，

現
状

を
正

し
く

認
識

す
る

た
め

の
情

報
収

集
や

分
析

が
で

き
る

。

課
題

解
決

に
向

け
た

複
数

の
プ

ロ
セ

ス
を

の
中

で
最

善
の

も
の

を
明

ら
か

に
し

，
そ

れ
に

向
け

た
準

備
を

し
て

い
る

常
に

計
画

と
進

捗
状

況
の

違
い

に
留

意
し

て
い

る
。

既
成

概
念

に
と

ら
わ

れ
ず

，
課

題
に

対
し

て
様

々
な

視
点

か
ら

物
事

を
⾒

つ
め

，
ひ

と
つ

の
ア

イ
デ

ィ
ア

を
ふ

く
ら

ま
せ

た
り

，
発

展
さ

せ
た

り
す

る
こ

と
が

で
き

る
。

指
示

を
待

つ
の

で
は

な
く

，
⾃

ら
や

る
べ

き
こ

と
を

⾒
つ

け
て

積
極

的
に

取
り

組
ん

で
い

る
。

周
囲

の
人

々
に

，
と

も
に

⾏
動

す
る

よ
う

に
声

か
け

を
し

て
い

る
。

言
わ

れ
た

事
だ

け
を

や
る

の
で

は
な

く
，

⾃
ら

目
的

を
設

定
し

，
そ

の
達

成
に

向
け

て
取

り
組

ん
で

い
る

。

課
題

を
明

ら
か

に
す

る
た

め
，

現
状

を
把

握
し

，
意

欲
的

に
情

報
収

集
や

分
析

を
⾏

っ
て

い
る

。

課
題

解
決

の
た

め
の

手
順

，
⽅

法
は

，
常

に
複

数
案

を
用

意
し

て
い

る
。

作
業

に
優

先
順

位
を

つ
け

て
，

実
現

性
の

高
い

計
画

を
⽴

て
ら

れ
る

。

既
成

概
念

に
と

ら
わ

れ
ず

，
⾃

分
の

日
常

的
な

考
え

⽅
や

視
点

に
も

と
づ

い
て

，
課

題
に

対
し

て
⾃

分
ら

し
い

ア
イ

デ
ィ

ア
を

だ
す

こ
と

が
で

き
る

。

⾃
分

の
な

す
べ

き
事

を
⾒

極
め

，
⾃

分
の

強
み

・
弱

み
を

把
握

し
，

困
難

な
事

柄
に

も
⾃

信
を

持
っ

て
取

り
組

む
こ

と
が

で
き

る
。

状
況

に
応

じ
て

相
手

が
納

得
で

き
る

説
明

を
し

，
理

解
を

得
た

う
え

で
，

周
囲

の
人

を
動

か
す

こ
と

が
で

き
る

。

強
い

意
志

の
も

と
，

小
さ

な
成

果
に

喜
び

を
感

じ
な

が
ら

，
目

標
達

成
に

向
け

て
粘

り
強

く
取

り
組

み
続

け
る

こ
と

が
で

き
る

。

現
状

を
把

握
し

て
積

極
的

に
情

報
収

集
や

分
析

を
⾏

い
，

課
題

を
明

ら
か

に
で

き
る

。

課
題

解
決

に
向

け
て

の
手

⽴
て

を
効

率
よ

く
計

画
で

き
，

進
捗

状
況

や
不

測
の

事
態

に
合

わ
せ

て
，

柔
軟

に
計

画
を

修
正

で
き

る
。

既
成

概
念

に
と

ら
わ

れ
ず

，
課

題
に

対
し

て
様

々
な

視
点

か
ら

物
事

を
⾒

つ
め

，
組

み
合

わ
せ

を
す

る
な

ど
し

て
新

し
い

ア
イ

デ
ィ

ア
を

出
す

こ
と

が
で

き
る

。

チ
ー

ム
ワ

ー
ク

で
働

く
⼒

・
多

様
な

人
々

と
と

も
に

，
目

標
に

向
け

て
協

⼒
す

る
⼒

・
グ

ル
ー

プ
内

の
協

調
性

に
留

ま
ら

ず
，

多
様

な
人

々
と

の
繋

が
り

や
協

働
を

生
み

出
す

⼒

Ⅶ
Ⅷ

Ⅸ
Ⅹ

Ⅹ
Ⅰ

Ⅹ
Ⅱ

・
次

の
Ⅰ

〜
Ⅻ

の
項

目
に

つ
い

て
，

レ
ベ

ル
１

〜
レ

ベ
ル

５
の

記
述

を
よ

く
読

み
，

あ
な

た
が

現
在

到
達

し
て

い
る

と
考

え
る

レ
ベ

ル
段

階
を

判
断

し
，

下
記

の
記

入
欄

に
そ

れ
ぞ

れ
の

レ
ベ

ル
を

１
〜

５
の

数
字

で
書

き
込

ん
で

下
さ

い
．

Ⅰ
Ⅱ

Ⅲ
Ⅳ

Ⅴ
Ⅵ

前
に

踏
み

出
す

⼒
考

え
抜

く
⼒

・
⼀

歩
前

に
踏

み
出

し
，

失
敗

し
て

も
粘

り
強

く
取

り
組

む
⼒

・
指

示
待

ち
に

な
ら

ず
，

⼀
人

称
で

物
事

を
捉

え
，

⾃
ら

⾏
動

す
る

⼒
・

疑
問

を
持

ち
，

考
え

抜
く

⼒
・

⾃
ら

課
題

を
提

起
し

，
解

決
の

た
め

の
シ

ナ
リ

オ
を

描
く

，
 

⾃
律

的
な

思
考

⼒

⾃
分

の
意

⾒
を

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
⼒

相
手

の
意

⾒
を

丁
寧

に
聴

く
⼒

意
⾒

の
違

い
や

相
手

の
⽴

場
を

理
解

す
る

⼒
⾃

分
と

周
囲

の
人

々
や

物
事

と
の

関
係

性
を

理
解

す
る

⼒

社
会

の
ル

ー
ル

や
人

と
の

約
束

を
守

る
⼒

ス
ト

レ
ス

の
発

生
源

に
対

応
す

る
⼒

発
信

⼒
傾

聴
⼒

柔
軟

性
情

況
把

握
⼒

規
律

性
ス

ト
レ

ス
コ

ン
ト

ロ
ー

ル

事
前

に
話

す
ポ

イ
ン

ト
を

整
理

し
て

い
る

。
人

の
意

⾒
を

素
直

に
聴

き
入

れ
て

理
解

し
よ

う
と

す
る

態
度

が
あ

る
。

⾃
分

と
他

者
の

意
⾒

や
⽴

場
の

共
通

点
や

相
違

点
を

⾒
つ

け
ら

れ
る

。

⾃
分

の
置

か
れ

た
環

境
，

状
況

を
よ

く
把

握
し

て
い

る
。

相
手

に
迷

惑
を

か
け

な
い

よ
う

，
最

低
限

守
ら

な
け

れ
ば

な
ら

な
い

ル
ー

ル
や

約
束

・
マ

ナ
ー

を
理

解
し

て
い

る
。

⾃
分

な
り

の
ス

ト
レ

ス
解

消
法

を
考

え
，

 実
⾏

し
て

い
る

。

⾃
分

の
考

え
を

整
理

で
き

ず
人

に
伝

え
ら

れ
な

い
。

考
え

た
り

述
べ

た
り

す
る

意
欲

が
な

い
。

人
の

意
⾒

を
理

解
で

き
な

い
，

人
の

意
⾒

を
聞

く
態

度
が

⾒
ら

れ
な

い
。

人
の

意
⾒

や
⽴

場
の

違
い

が
理

解
で

き
な

い
，

受
け

入
れ

よ
う

と
し

な
い

。

⾃
分

の
置

か
れ

て
い

る
状

況
を

理
解

で
き

な
い

。
現

状
に

つ
い

て
考

え
よ

う
と

し
な

い
。

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

理
解

し
て

い
な

い
，

守
ろ

う
と

し
な

い
。

ス
ト

レ
ス

の
原

因
に

向
き

合
わ

ず
，

 対
処

で
き

ず
に

い
る

。

具
体

的
な

事
例

や
客

観
的

な
デ

ー
タ

等
根

拠
を

あ
げ

な
が

ら
，

⾃
分

の
意

⾒
を

論
理

的
に

わ
か

り
や

す
く

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

相
手

の
話

し
や

す
い

環
境

を
作

り
，

適
切

な
タ

イ
ミ

ン
グ

で
質

問
す

る
な

ど
相

手
の

意
⾒

を
引

き
出

し
て

い
る

。

⾃
分

の
意

⾒
を

持
ち

な
が

ら
，

相
手

の
意

⾒
や

⽴
場

を
尊

重
し

，
良

い
意

⾒
も

受
け

入
れ

る
こ

と
が

で
き

る

周
囲

の
人

々
の

役
割

・
使

命
と

⾃
分

と
の

関
係

を
よ

く
認

識
し

て
い

る
。

ル
ー

ル
を

守
る

だ
け

で
な

く
，

状
況

に
応

じ
て

，
社

会
の

ル
ー

ル
に

則
っ

て
⾃

ら
の

発
言

や
⾏

動
を

適
切

に
律

し
て

い
る

。

ス
ト

レ
ス

の
原

因
を

⾒
つ

け
，

解
消

で
き

る
よ

う
色

々
な

⽅
法

を
試

す
こ

と
が

で
き

る
。

⾃
発

的
に

相
手

に
⾃

分
の

意
⾒

を
伝

え
る

こ
と

が
で

き
る

。
し

か
し

，
具

体
性

や
論

理
性

が
不

⾜
し

て
い

る
。

相
手

の
視

点
に

⽴
っ

て
も

の
ご

と
を

考
え

，
相

槌
や

共
感

等
に

よ
り

，
相

手
に

話
し

や
す

い
環

境
を

作
る

こ
と

が
で

き
る

。

⾃
分

の
考

え
に

固
執

す
る

の
で

は
な

く
，

他
人

の
良

い
意

⾒
を

受
け

入
れ

よ
う

と
し

て
い

る
。

周
囲

か
ら

期
待

さ
れ

て
い

る
⾃

分
の

役
割

を
把

握
し

て
，

⾏
動

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

理
解

し
て

お
り

，
周

囲
に

迷
惑

を
か

け
な

い
よ

う
⾏

動
で

き
る

。

ス
ト

レ
ス

を
感

じ
る

こ
と

が
あ

っ
て

も
，

成
⻑

の
機

会
だ

と
捉

え
て

い
る

。

⾃
分

の
意

⾒
を

わ
か

り
や

す
く

整
理

し
た

う
え

で
，

相
手

の
⽴

場
，

気
持

ち
を

考
え

，
相

手
に

理
解

し
て

も
ら

え
る

よ
う

に
的

確
に

伝
え

る
こ

と
が

で
き

る
。

相
手

の
意

⾒
を

，
相

槌
を

打
っ

た
り

質
問

や
投

げ
か

け
を

し
た

り
し

て
，

引
き

出
し

な
が

ら
正

確
に

理
解

す
る

こ
と

が
で

き
る

。

⾃
分

の
意

⾒
を

持
ち

な
が

ら
，

相
手

の
背

景
や

事
情

を
理

解
し

，
異

な
る

意
⾒

も
共

感
を

持
っ

て
受

け
入

れ
る

こ
と

が
で

き
る

。

⾃
分

に
で

き
る

こ
と

，
他

人
が

で
き

る
こ

と
的

確
に

判
断

し
，

状
況

に
配

慮
し

な
が

ら
⾏

動
で

き
る

。

ル
ー

ル
や

マ
ナ

ー
を

理
解

し
て

お
り

，
周

囲
に

注
意

を
促

し
た

り
し

な
が

ら
⾏

動
で

き
る

。

ス
ト

レ
ス

の
原

因
を

⾒
つ

け
，

そ
の

対
処

法
を

考
え

て
取

り
除

く
こ

と
が

で
き

る
。
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資資料料６６  【【ＳＳＳＳＨＨにに関関わわるる生生徒徒意意識識調調査査】】（（令令和和４４年年度度１１・・２２・・３３年年生生）） 

【【ＳＳＳＳＨＨにに関関わわるる教教員員意意識識調調査査】】（（22002200年年度度・・22002211年年度度・・22002222年年度度）） 

  

  

  

  

『学術研究による興味・姿勢・能力の向上』 

Q1. 未知の事柄への興味の向上 Q6. 発見する力の向上 

Q2 自分から取り組む姿勢の向上 Q7. 問題を解決する力の向上 

Q3 周囲と協力して取り組む姿勢の向上 Q8. 真実を探って明らかにする力の向上 

Q4 粘り強く取り組む姿勢の向上 Q9. 考える力の向上 

Q5. 独自のものを創り出そうとする姿勢の向上 Q10. プレゼンテーション能力の向上 

  

  

－58－



59 
 

  

  

  

  

  

  

  

  

 

－59－



60 
 

資資料料７７  令令和和４４年年度度ＳＳＳＳＨＨ運運営営指指導導委委員員会会記記録録  

【【運運営営指指導導委委員員】】◎◎はは委委員員長長  

◎虫明  元  東北大学大学院医学系研究科・医学部 医科学専攻 教授 

鈴木 陽一  東北文化学園大学 教授（東北大学 名誉教授） 

川上 伸昭  宮城大学 理事長・学長 

枝松 圭一  東北大学電気通信研究所 情報デバイス研究部門 教授 

小原 一成  東京大学地震研究所附属観測開発基盤センター 教授 

西澤 松彦  東北大学大学院工学研究科 ファインメカニクス専攻 教授 

戸田 雅子  東北大学大学院農学研究科 農芸化学専攻 教授 

長谷川真里  東北大学大学院教育学研究科 総合教育科学専攻 教授 

 

第第１１回回ＳＳＳＳＨＨ運運営営指指導導委委員員会会記記録録  

１ 日 時  令和４年６月２５日（土） ９：４５～１１：００ 
２ 会 場  宮城県仙台第一高等学校 ５階多目的教室 
３ 出席者   

【運営指導委員】虫明  元・鈴木 陽一・川上 伸昭・枝松 圭一・小原 一成・西澤 松彦・戸田 雅子・長谷川真里 
【宮城県教育庁】桜井 知大・清原  和 
【仙台第一高校】岡  達三・齋藤 英明・村山  明・野町 聡志・永原 啓嗣・小野 光利・村上 智彦・鈴木 隆史 

舩戸 徹夫・小原  健・菊池 靖史・能登美樹子・岩井 千恵・湯口 弘樹 
４ 議事要旨 

【報告及び協議】 
⑴ 第Ⅲ期ＳＳＨ事業の計画について  
① 「実施希望調書」の説明 
② 具体的な生徒の取組（共通）探究基礎＋課題研究，（選択）ＳＳ特別講座・国際交流 

⑵ 令和４年度２年度事業計画 
  ① 「令和４年度ＳＳＨ活動計画」の説明 
  ② 希望者講演会に単位を与える点など，新規の試みについて説明 
⑶ 意見交換（質疑・指導・助言） 

  ① 「ＳＳ特別講座」の講師はどのように選定するのか。 
→東北大学公開講座・国際交流の講演会・茶畑塾等，本校で行われる様々な講演会が講師情報収集の機会となる 

② 実施時間はどの程度か。 
→２時間程度が基本 

  ③ 講演会や研究に対するサポーター群をしっかり作っていく必要がある。予算削減により難しい状況はあるが，直接研

究を指導するＴＡ等を増やし，将来的に後援者をプールしていく仕組みがあるとよい。 
→アドバイザー委員会を設置する計画でいる。「ＳＳ特別講座」は授業として行うので，計画的に講師選定ができるよ

う整えていきたい。 

令令和和４４年年度度  第第２２回回運運営営指指導導委委員員会会  

１ 日 時  令和５年３月１７日（金） ９：００～１０：３０ 
２ 会 場  東北大学百周年記念会館川内萩ホール 会議室１・２・３ 
３ 出席者   

【運営指導委員】虫明  元・鈴木 陽一・川上 伸昭・枝松 圭一・小原 一成・西澤 松彦・戸田 雅子 
【宮城県教育庁】清原  和・高木 伸幸 
【仙台第一高校】岡  達三・齋藤 英明・村山  明・野町 聡志・永原 啓嗣・小野 光利・村上 智彦・鈴木 隆史 

舩戸 徹夫・小原  健・菊池 靖史・能登美樹子・岩井 千恵・湯口 弘樹 
４ 議事要旨 

【報告及び協議】 
⑴ 令和５年度事業計画 
⑵ 意見交換（指導・助言） 

【報告・協議案件】 
⑴ 令和５年度ＳＳＨ活動事業計画 
⑵ ＳＳＨ国際交流事業計画 
⑶ 今後のＳＳＨ事業について（指導・助言） 
⑷ 意見交換 
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